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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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白セ魔イ術ル都ー市ンの王子










「あなた──ひょっとして魔道士ではありませんか？」


　男がそう声をかけてきたのは、とある小さな村でのことだった。


　一いつ軒けんしかない小さな宿屋、おかみさんのお勧めディナー・セットのおかわりを注文した直後のことである。


　あたしは男に目をやると、無言でちいさくうなずいた。


　──この『無言でうなずく』というやつはなかなかサマになるものなのだが、今回にかぎって言えば演出でも何でもなく、単に口の中にまだ食べ物が詰まっていただけなのだ。無む論ろんこれは相手にはないしょだけど。


　あたしの服装は黒ずくめのマントとローブ、バンダナ、ネックレス、そして腰の短剣に組くみ込こまれたさん然たる宝石の護符ジユエルズ・アミユレツト。これで魔道士でないとすれば、旅芸人かただの変りもんである。


　男は破顔した。司祭の姿をした、まだなんとか青年といえる年齢の、なかなかのハンサムさん[image: ]である。あと何年かしたら、さぞ素す敵てきな中年のおぢさまになることだろう。


「よかった……探していたんですよ。なにせこんな小さな村ですからね。戦力になりそうな人がいなくて……」
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「戦力？」


　気づかれないように口のなかの食べ物を飲み下したあたしは、オウム返しに聞き返した。どうやらナンパされてるわけではなさそうだ。


「よろしければ──ある仕事を手伝っていただきたいのですが……」


「とりあえず──話を聞かせていただきましょうか」


　意識してトーンを押さえた声を出す。女の子然とした地声で思わず答え、いきなりその場で依頼を取り消されてしまったことが幾いく度どかあるのだ。


　世の中やっぱしハッタリである。


「では、奥のテーブルで……」


「その前に……」


　あたしは片手で男の言葉を制すると声を上げた。


「おばちゃーん、あたしのごはんの追加ぶん、奥のテーブル、お願いね！」


　……気がつくと、男はジト目であたしを見ていた。こりはまずい。


「──さて、参りましょうか」


　あたしは内心あわてながらも、泰たい然ぜんたる口く調ちようで言った。


　無論、男はジト目のままだった。





　そのテーブルには先客がいた。


　髭ひげ面づらにがっしりした体格、ごついバスター・ソードを背負った四十がらみのおっさんである。もう少し背が低ければ大柄なドワーフと言っても違和感はないだろうし、このままならどこぞの野や盗とうの親分で十分通用する。


　あたしは緊張した。


　いかに魔道を使うとはいえ、そこは可か憐れんな美少女一人、（むろんあたしのことである。いやほんと）野盗を相手にこんな場所でたちまわりをするなど……


「探して参りました」


　あたしを連れてきた男は慇いん懃ぎんに礼をする。


「うむ」


　おっさんは鷹おう揚ようにうなずいただけだった。


　レディを前に、イスから立とうともしない。


　野盗だ、こいつら絶対に野盗だ。


　こんな連中の依い頼らいなんぞ聞いた日には、まちがってもいいことなんてありゃしない。


「とりあえず──掛かけてください」


　男があたしにおっさんの正面の席をすすめる。あたしは黙ってそこに腰掛けた。無論警けい戒かいは怠おこたらない。


「まず話の前に、わしの身の証あかしを立てておく」


　おっさんはタダモノではない眼光であたしを見み据すえながら言った。


　──立てんでいい、そんなもん。どうせ──


　突とつ如じよ目の前に短刀ダガーが突き出された。刃ブレードではなく柄つかの方が。


　派は手でだが悪趣味ではない装飾の中に、見覚えのある紋章が彫ほり込んである。


　──あれ、この紋章は……


「その通り」


　何がその通りなのか知らないが、案内係の男は必要以上に胸を張って言った。


「何を隠かくそうこの御お方かたこそ、白セ魔イ術ル都ー市ンの第一王位継承者、フィリオネル＝エル＝ディ＝セイルーン王子にあらせられるのだ」





　ずびずびずび……





　イスに引っ掛かったマントのやぶれる音を聞きながら、あたしはゆっくりとイスからずり落ちていった。
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　一いつ瞬しゆん、本気で目の前がまっ暗になったぞ！


『王子様』の上に何か言葉をつけてみろ、と言われれば、十人中九人が『白馬の』と思いつき、うち八人はあまりの月並みさとはずかしさに慌あわてて別の単語を探すだろう。


　しかしそれはつまり、『王子』というものに対して『高貴で典てん雅が、もちろんハンサム』というイメージが定着していることの証しでもある。かくいうあたしも今の今までそうだった。


　白セ魔イ術ル都ー市ンのフィリオネル王子がお忍びの旅でこのあたりにいる、という噂うわさは確かに聞いていた。はっきし言ってあたしは、『途中で偶然王子と出会い、あたしの魅み力りよくと魔力に恐れをなした……もとい、一ひと目め惚ぼれしたハンサムな王子はその場であたしにプロポーズ、晴れてあたしはめでたく玉たまの輿こし』という緻ち密みつな計画まで立てていたのだ。


　しかしその計画は、あたしの今までの価値観とともにあっさりと崩くずれ去った。
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　まず間ま違ちがいなく彼は本物だろう。


　女魔道士一人だますのに、わざわざ命をかけてまで王子を詐かたるばかはいないだろう。王族の詐さ称しようはばれたら無条件で死刑である。


　確かに──


　現王が在任中であれば、二十歳だろうが四十歳だろうが王子は王子である。


　白セ魔イ術ル都ー市ンの〝王子〟が今何歳かなどという話も、考えてみれば聞いたことがない。


　つまりあたしは『白セ魔イ術ル都ー市ンの王子』という単語の持つイメージでものを見ていたわけである。


　しかし……現実って奥が深い……


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


「だいじょうぶじゃないやい」


　さして心配する風でもなく声をかけてきた男に言うと、あたしはそれでもなんとかイスの上に這はい上がった。


「今はお忍びの身ですから、そうカタくならないでください」


　そーじゃなくてェ……


「あ、それと私は従者の司祭ブリーストランディ。──できればあなたのお名前も──」


「──リナ。リナ＝インバース」


　名乗ったそのとたん──


「おお！」


　おっさん（とても王子とは呼べない……むごくて……）とランディは同時に声を上げる。こう見えてもあたしは結構有名人なのだ。


「するとおまえがあの魔法少女の！」


「〝盗賊殺しロバーズ・キラー〟のリナさん！」





　ぜべべべべべ……





　あたしは再びイスからずり落ちた。


　これでマントは再起不能になった。


　あたしは一体、カゲでどんなこと言われとんじゃっ！


「うむ、噂うわさはかねがね聞いておるぞ」


「あなたに全財産を奪うばわれて解散を余よ儀ぎなくされた盗賊団、その数数千にも及およぶと聞きます」


　うそつけっ！　うそをっ！


　誇こ大だいもいいとこ、数が一ケタ多い。


　──しかし誤解してもらっては困る。確かにランディさんの言葉は一部事実だが、あたしは盗賊団以外は決して狙ねらわない。罪もない一般市民を虐しいたげて喜ぶような悪趣味は持ち合わせていない。──もっとも、罪のある一般的でない人々をしばき倒すのは好きだが。


　……コホン。


　それに何より、魔道士などをやってると、どうしても先立つものが必要になってくるのである。噓うそだと思うなら、白セ魔イ術ル都ー市ンの近くに住んでる、遊んでいても食うのに困らない程度に財産のあるそこのきみ。ちょっと大きな『魔法の店マジツク・シヨツプ』に行って、『ブラウディアの木の実、お皿に一いつ杯ぱいくださいな』とか言ってみるといい、明日から皿に一杯の木の実だけを持って路頭に迷うことうけあいである。


　以前、故く郷にに立ち寄った時、小さな城くらいなら兵士ごと買えるような大金をはたいて買ったバムンの秘薬を、姉ちゃんがエサをやっていたノラ猫がひっくり返してしまい、あまりのことに思わずあたしは近隣の盗賊団を五つばかり壊かい滅めつしてしまった、などというほほえましいエピソードもある。


　若わか気げのいたり、という奴やつである。


　……違うかもしれない。


　ともあれ、あたしにはそんな妙みような二つ名で呼ばれるいわれはない。……と思う。


「……何ですか、その『まほーしょーじょ』に『盗賊殺しロバーズ・キラー』ってのは……」


　言うとランディはキョトン、として、


「──噂では、行く先々で、自分でそう名乗ってるって……」


「名乗ってません！」


「まあ、よいではないか」


　おっさんが割って入った。


　よくないって。


「わしのことはフィル、とでも呼んでもらおうか。今は忍びの身でもあるし、第一〝フィリオネル〟では呼びにくかろう」


　言ってごつい笑えみを浮かべた。


　そう言ってもらえるとありがたい。


　彼を『王子様と呼べ！』などと言われた日にゃあ、なんとか逃げ出すくらいしかテはない。


「そこで商談だが……ランディ」


「はい」


　司祭は仕事の説明を始めた。


　事件自体はごくありふれたものだった。


　村の近くにある洞どう窟くつに魔物が住み着き、畑は荒らされるわ家畜は盗まれるわ、村に一人しかいない司祭兼魔法医の家から治療に必要な宝珠オーブが盗まれるわ……という、涙がちょちょ切れるほどせこいモノである。


　しかしたまたまお忍びの旅の途中にこの様よう子すを見たフィルおぢさま、『大たい切せつな臣しん民みんをこのような目にあわせてはおけぇぇん！』と一人で盛り上がり、魔物退たい治じなどという、今どきはやりもしないことに乗り出すことにしたらしい。


「──とはいえ戦力がランディ一人というのはあまりにも無む謀ぼう。小さな村ゆえ常駐の兵士すらおらん。村人の中から有志を募つのるというのも問題であろうし……などと思っていたところに、おぬしがあらわれた、というところよ」


　一通りランディさんが説明を終えたあと、フィルさんは言った。


「ランディさん一人って……あなたは戦わないんですか？」


　思わずあたしは尋たずねる。


「これっ！」


　それをとがめるランディさん。


　……あ、そーか。


　思わず忘れてたけど、フィルさん王位継承者（あくまでも王子などとは言わない）なんだ。いや、つい、どちらかとゆーとバスター・ソードぶん回してた方が似に合あってるような気がするもんで……


「まあ……本来ならこの国を次に背負って立つ義務のあるこのわしが先陣を切って臣民のために戦う……というのがスジなのではあろうが……」


　フィルさんは少し困ったような顔をした。


　ぼんくら貴族の家系にありがちな（失礼）たんなる利己主義者ではないらしい。少なくとも。


「何というか……わしはこう見えても平和主義者なものでな……」


「うそつけっ！」


　ふと気がつくと──


　あたしはおもいっきりそう叫さけんでいた。





「──まあそれはそうとして、だ」


　本来ならどうフォローのしようもないはずのあたしの一言を、フィルさんは軽く受け流した。


　このあたり、確かに並みの器うつわでできることではない。無論、単におーざっぱな性格なだけかもしれないのだが。


「無論、おぬしら二人に任まかせておいてこのわしだけ高みの見物をしゃれこむわけにもいかん。及ばずながらこのわしも供ともをさせてもらう。ともあれ、魔法医の家から盗み出された宝珠オーブは少なくとも取り戻してやらねば──病人もすでに何人か出ておるようでもあるしな。依頼主はかくいうこのわし、報ほう酬しゆうは……」


　悪くない話だった。──どうせヒマだし。


　この一件、あたしは引き受けることにした。


「おお！　引き受けてくれますか！」


　フィルさんの迫力に圧倒されて、かなりカゲのうすいランディ司祭は喜びの声を上げた。


「では早さつ速そく出立の用意を……」


「──と、その前に、病人が何人か出てるって話でしたけど、司祭ブリーストランディ、もし病気を治なおす呪じゆ文もん、御ご存ぞんじでしたら出発のまえにその人たちにかけてさしあげたら……」


「いやあ、それが……」


　ランディさんは気まずそうに頭を搔かいた。


「私の『司祭ブリースト』というのはどちらかというと、役職上の肩書きでして──簡単な『治癒リカバリイ』の呪文程度なら使えるんですが……あなたの方は？」


「同じく」


　二人の会話を聞いていたフィルさん、不思議そうな顔をする。


「『治癒リカバリイ』で病気は治せんのか？」


　あんたそれでもほんとに白セ魔イ術ル都ー市ンの王位継承者かっ！


　あたしはもう少しでまたもや叫んでしまうところだった。


　セイルーンが白魔術都市の二つ名で呼ばれているのは、単にそこにそのテの施設が極端に多いからなのだが、無論それは統治者が魔道に精通している、という意味ではない。


　結局、これもイメージによる思い込みというやつである。


　生き物にはそれぞれ、受けた傷を回復するという能力がもともと備わっている。『治癒リカバリイ』の魔法はその能力のポテンシャルを一時、飛躍的に増大させ、傷の回復をうながすものである。ではなぜ病気の治療にこれが使えないかというと、病気というのはそもそも体の中に、魔道士内の専門用語で〝ばいきん〟と呼ばれる〝悪い要素〟が入り込んでおこるものなのである。へたに『治癒リカバリイ』なんぞをかけた場合、その〝ばいきん〟のポテンシャルまで高め、逆に病気が悪化してしまうことが往おう々おうにしてある。旅に出る前──あたしがそんなことも知らない駆け出しのころ、『治癒リカバリイ』を覚えたてで使いたくてうずうずしてた時、ちょうど郷く里にの姉ねえちゃんがかるい夏カゼをひいた。自じ慢まんたらたら、自信たっぷり『治癒リカバリイ』をかけ、いきなり肺炎にまで悪化させてしまった、という笑い話まである。


　──治ったあと、げちょげちょに殴なぐられたが──


　しかしそこいらへんのことを、おっちゃんに説明する気にはなれなかった。これも偏へん見けんだが、説明してもとうてい理解してもらえそうにないような気がしたのである。


「ま、世の中ってのはそーいうもんなんです」


　あたしは一言でかたづけた。


「なるほど、そういうものか」


　なぜかフィルさんは納なつ得とくしたようだった。





　現場にはあっさりと着いた。村からそれほど離れた場所でもない。


「──ここだな」


　ぼろぼろになったレザー・アーマーを着たフィルさんは、ずたずたのローブを着たランディさんに言った。


　なぜ二人がこんな姿をしているかと言うと、まあ、たいしたことではないのだが──


　途中で大きな滝があり、あたしはとーとつに水浴びをすると駄だ々だをこねた。汗でべとべとするのは嫌いなのだ。──まあ、それが好きだ、などという人にはあまりお目にかからないが。で、あたしはふと思いつき、滝壺に火炎球フアイアー・ボールをぶち込んでインスタントのお風呂をつくった。雄大雄大。


　しかしその音に驚いて二人が駆けつけてくる。


　恥はずかしさに、思わず爆裂陣メガ・ブランドをお見舞いしてしまいましたよ、あたしは。


『乙女おとめのはじらいってかわいい[image: ]』あたしのフォローに、なぜか二人は賛同してはくれなかった。
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　──事件とも呼べないささいな出来事だったが、道中にあったのと言えばこれくらいのことである。


　……ちゃんと二人のけがはあたしが治したんだからっ！　いーじゃないのっ！


　ともあれ今、三人の目の前にはかなり大きな黒い入り口がぽっかりと開いている。


　ただの洞どう窟くつではなく、どうやらかなり昔の建築物──大掛かりな墓か何かのようだった。


「ゆくぞぉっ！」


「おうっ！」


　あたしはノッて景気よく声を上げた。


　やっぱしカゲの薄いランディさんは、だまってうなずいただけだった。





　しかし、よく考えてみたら、である。


　内側はかなり広い造りになっていると言ったところで、しょせんは限定空間内。これではあたしがもっとも得意とする火炎球フアイアー・ボール、爆裂陣メガ・ブランド、ひいては竜破斬ドラグ・スレイブなどの無む差さ別べつ殺さつ戮りく用広範囲無節操型攻撃呪文が使えない。


　──誤解してもらっては困るので一応言っておくが、攻撃呪文が三度のメシと同じくらい好きだからといって、それであたしの人となりを判断しないでもらいたい。それこそ偏見というものである。──と思う。


　とにかく、こんな所でそんなものを使えばバック・ファイアーで黒コゲになるか、くずれた土砂の下した敷じきになるかのどちらかである。


　ここはひとつ、ハデさはないが一点収束型の呪文でいくしかない。


　あたしは『明りライテイング』の呪文をかけたショート・ソードをたいまつのようにかざしながら先頭を進んだ。


　カビたパンのようなにおいがあたりには満ちていた。


「どうもこういう所は好かん！」


　フィルさんは言う。


「暗くてやたらとじめじめしておって！　全くもって許ゆるし難がたい！　こんな所に好んで住まう魔物の気が知れんわ！」


　だーっ！　やかましーっ！


　彼の位置はあたしの後ろ。あたしより頭二つくらいは背が高い、後ろの頭上から大声でぶちぶち言われると、うっとーしくて仕方ない。


「しーっ！　静かに！」


　あたしは立ち止まって言った。うっとーしさに我が慢まんできなくなったわけではない。前方の闇やみのなかに、なにやら動くものの姿を認めたのだ。


「何かいるわ！」


「ほほう！」


　なぜか楽しそうな声を上げるフィルさん。


　ますます存在感の無い、最さい後こう尾びにいるランディさんは声すら上げない。


　あたしは口の中で簡かん単たんな呪文を唱となえ、右手のひらの上に生まれた小さな光の球を天てん井じようにむかってほうり投げた。


　皓こう々こうたる光が苔こけむした壁を照らし出す。


　そこにいたのは、十数匹のオークたちだった。


「あー、かわいいかわいい」


　あたしは一歩前に出た。


「こんなの相手なら、『炎の矢フレア・アロー』でイチコロよ。まかせてちょーだい」


　解説するまでもないとは思うが、その名の通りの攻撃呪文である。慣れれば複数の矢を出現させることもでき、あたしが絶好調の時にこれをやると、どちらかと言うと『フレア・シャワー』といったシロモノになる。無論自慢で言っているのだが。


　ちなみに今のあたしはほぼ絶好調時に近い。オークの十や二十、何ら問題ではない。


「ちょっと待てぃっ！」


　フィルさんが大声であたしを制した。


「わしが説得する！　無益な殺せつ生しようは好まん！」


　あたしは思わずずるこけた。


　かまわずフィルさん、前に出て、オークたちの前に立ちはだかる。


「よく聞けいっ！　オークども！」


　フィルさんは説得を開始した。人間の言葉で。


「わしら一行は故ゆえあってここから宝珠オーブをとりもどさねばならぬ！　もしそれを持っているのがおぬしらだとしたら、おとなしくそれを返すがよい！　もしこの一件とおぬしらが無関係なら、おとなしく道をあけいっ！　さすればわしはもとより平和主義者、命までとろうとは言わぬ！　しかしわしの忠告が聞けぬというのなら、わしはともかく、後ろに控ひかえる凶きよう暴ぼうな魔道士が黙ってはおるまい！」


　──誰だれが『凶暴な魔道士』よっ！


「さあ！　どうする！」


　ずいっ、とフィルさんが足を踏ふみ出す。


　ずざざっ、と迫力に押されてオークが後退する。


　人間の言葉がわからなくても、フィルさんの全身からにじみ出す圧倒的な迫力と、自分たちがなにやら非難されているらしい、ということくらいはわかる。


「さあ！」


　もう一度足を踏み出したそのとたん──


　逆立ちしてもかなわぬ相手と見て取ったオークたちは、一いち目もく散さんに逃げ出した。


「それ見たことか！」


　フィルさんは豪快に笑いながら、得意そうに言った。


「たとえ言葉が通じなくとも、誠心誠意、まごころをもって説得にあたれば、話し合いで解決できぬことはない！　今のがよい例ではないか！　偉大なり平和主義！」


　……ちょっと違うと思う……


　ランディさんはますます存在感がうすくなっている。まあ、フィルさんのそれが強きよう烈れつすぎるのだから、そうなってしまうのも仕方がない。


　ともあれ、あたしたちは歩みを続けることにした。





　次に出会ったのは一匹の大きなオーガだった。さすがにこれにはフィルさんの『説得』も通用しない。


「いよいよあたしの出番ね」


　あたしはたいまつ代がわりのショート・ソードをフィルさんに渡した。


　呪文を唱となえ、両手を前につき出す。


「破砕鞭バルス・ロツト！」


　手のひらから、長大な光の帯がうねりながらほとばしる。これは手の動かし方次第で自由に動きをコントロールできる。


「女王様とお呼びっ！」


　あたしはわけのわからんギャグを放はなちつつ、オーガを一いち撃げきで粉ふん砕さいした。拍はく手しゆ。





「今度はトロルか！」


　トロルの再生能力はケタ外はずれである。小さな刀傷くらいなら、比ひ喩ゆではなしに、みるみるうちに治ってしまう。


「振動弾ダム・ブラス！」


　あたしの呪文でトロルの頭部は粉々に砕くだけ散った。





「おおっ！　こやつはミノタウロス！」


「雷撃破デイグヴオルト！」





「サラマンダーだっ！」


「結波冷断ライブリム！」





「ヴァンパ……」


「塵化滅アツシヤーデイスト！」





「……なんか、ミもフタもないよーな気がしないか？」


　なぜかつまらなさそーにフィルさんが言う。


「そう？」


　あたしは言った。
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　いまだに宝珠オーブは見つからない。もっと奥の方なのだろうか。


「とにかく、進みましょ」


　一行はやたらと長い下りの通路を進んでいく。もうかなり深いところまで来ているはずだ。


「あー、うっとーしーわねー」


　あたしはびっしりと張った蜘く蛛もの巣やら足もとの細いロープやらを振り払はらいながら言った。


　……細いロープ!?


　ごっちょん。


　はるか後ろのほうで、重い音がした。


　ごるごるごる……


　何かの転がってくるような音。


　あたしはおそるおそる振り向いた。


　──あ、やっぱり。


　とんでもねー大岩が、上のほうから転がり落ちてくる。


　ダンジョンのトラップとしてはわりと月並みなシロモノで、伝サ承ー歌ガなどにもよくあるパターンである。


　──などと解説を試こころみている場合ではないっ！


「だぅあああああーっ！」


　一目散に走り出す。となりにフィルさんが並ぶ。しかし延えん々えんと続くかとすら思われる下り坂。しかも追ってくる岩はだんだんと加速をつけている。決して前途有望な状況とは言えない。


「何とかならんのかっ！　おぬしの呪文で！」


　しかしあの大岩を打ち砕くほどの呪文を使えば、あたりの壁も大おお雪崩なだれを起こすことは目に見えている。そうなれば良くても生き埋めである。


　無理よ！


　──と言いかけ、あたしはふとあることを思いついた。


「まかしといて！」


　親指を立ててウインクをしてみせると、呪文をとなえはじめる。走りながらなのでどうしても切れ切れになるが。


「はっ！」


　振り向きざま、大岩にむかってそれを放つ。『炎フレアの・槍ランス』である。『炎の矢フレア・アロー』を一本に収束しただけのものだが、条件次第によっては直撃すれば鉄をも溶とかす『火炎球フアイアー・ボール』と同等の熱量を持っている。
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　それは、ものの見事に大岩にくい込んだ。





「ばかものーっ！」


　ほとんど溶よう岩がん塊かいと化した大岩に追われ、肩を並べて走りながらフィルさんは毒どくづいた。


　あたりの空気はむちゃくちゃ暑い。


「なにが『まかしといて！』だ！　状況がなお悪くなったような気がするぞっ！」


　気のせいである。


　あたしはすでに次なる呪文の準備をすませている。


「とどめっ！」


　振り向きながらあたしは、大岩にむかって『氷の槍アイシクル・ランス』を放つ。ファイアー・ドラゴン等に有効な、あれである。


「またしょうこりもなく……」


　フィルさんの言葉は中断された。


　ばぐん！


　巨岩の砕くだける鈍にぶい音によって。


「──と、こんなもんで」


　あたしは悠ゆう然ぜんと笑って見せた。


「どうやったのだ？」


　不思議そうに尋ねる。


「つまり、温度差による熱ねつ膨ぼう張ちようを利用したわけね」


「…………」


　あたしはフィルさんの顔を見て、説明のしかたを変えることにした。


「──つまり、熱した土ど鍋なべにいきなり水をぶっかけると割れちゃうっていう、あの理屈ね」


「おお、なるほど！」


　やっと納得してくれた。


　けどとにかく、無事で……


「あれ!?」


　その時はじめてあたしは気がついた。


「どうしたの？」


「ランディさんがいない！」


「おお、言われてみれば！」


　はくじょーな話である。


　ともあれ、存在感の薄い司祭は、とうとうあたしたちの前から存在しなくなってしまったのである！


「……まあいいか。帰りにでも探せばすむことだし」


　フィルさんはこの重大事を一言でかたづけた。


「そだね」


　あたしははくじょーにもあっさりと同意した。





　いよいよ大詰めだっ！


　迷宮の奥まった一室で、一人の魔道士が意味ありげにあたしたちを待っていたのだ。これが大詰めでなければ何だというのだろう。


「待っておりましたぞ、フィリオネル王子」


「やめてぇぇっ！」


　ねちっとした口調の魔道士のセリフに、あたしは思わず叫んでいた。


「？」


「このひとを『王子』だなんて呼ばないでぇぇっ！」


　まだ現実とイメージとのギャップから立ち直っていないあたしである。今まで発ほつ作さが起きなかったのは単に現実逃避のたまものなのだ。彼が目の前で『王子』などと呼ばれるのは、『火炎球フアイアー・ボール』の直撃よりもよっぽどこたえる。


「……なんかよくわからんが……」


　いきなりペースを乱されて、黒ローブの魔道士は不機嫌な声で言った。


「とにかく、あなたたちの旅もここで終りだ。ご覚悟を」


　何を言っとる、このリナ様に向かって。


「おのれっ、わしほど温厚でおとなしい人物をなにゆえにっ！」


　誰がじゃ。


「私がたのんだからですよ」


　声とともに、一人の男が姿を現わした。


「きさまっ！　ランディ、なぜっ！」


　そう──


　それは間ま違ちがいなく、やたらと存在感の無い司祭ブリーストランディその人だった。


　あまりのことに大声をあげるフィルさん。


　まあ、大声が地だという説もあるが。


　それに比してあたしは悠ゆう然ぜんと落ち着き払はらい、腰に軽く手を当てて言い放った。


「やっぱりあなたが黒幕だったのね」


「な、なにぃっ！」


　全員の驚きの視線が集中する。


「きさま、いつから気づいていた！」


　ランディは（もう『さん』付けはいらないだろう）動揺を露あらわにした。


　──実はハッタリだったりする。


　今の今までそんなこと考えもしなかったのだが、前から一度あのセリフ、言ってみたかったのだ。それでこの機に乗じて使わせてもらっただけなのだが……


「──まあいい」


　彼は言った。


「私は第三王位継承者であるにもかかわらず、おまえの強烈な存在によっていままでないがしろにされてきたっ！」


　なるほど、その気持は──へ!?


「第三王位継承者!?」


　あたしは思わずフィルさんを見た。似てない。


「そーなの？」


「そーだよ」


　フィルさんはあっさりとうなずいた。


　ちょっと！　これって立りつ派ぱなお家騒動じゃないっ！


「それにお前は第一、セイルーンの王たるイメージに合わないっ！」


　そのとーりだ！


　しかしランディが王の器うつわかどうか、というとこれもやはり首をかしげざるをえない。


「そうか……」


　フィルさんが絞しぼり出すような声で言った。


「半年ほど前から、やたらと暗殺者アサツシン共がわしだけを狙ねらってくるので、ちょっと妙だな、とは思っていたが……すべてお前のさしがねだったか……」


　気づけよ、おっさん。


「わが配下の魔道士に、罠わなを張って待たせておいた甲か斐いがあったわ」


「──すると、ここに住み着いた魔物ってのは……」


「むろん私のさしがねでやらせたことよ」


「それであたしはかませ犬か。どうせフィルさんをあたしが殺して、それをあなたが成せい敗ばいした、とかいう筋書きにするつもりでしょ？」


「──ご明めい察さつの通り」


　……なんて月並みな奴やつだ。これでは影が薄いのも、あながちフィルさんのせいばかりとは言えない。


「で──王国を乗っ取って、それでどうするつもり？」


「──へ？」


　あたしが突っ込こむと、案あんの定じようランディは言葉に詰つまった。


「どうする……って、その……楽しいじゃないか！」


　いるのだ！　こーいうのが！


　何の目的もなしに王になりたがる奴や、意味もなく世界征服をしたがる魔王！


　困こまった世の中である。


「おのれ許せんっ！」


　勝手に盛り上がるフィルさん。


「何にせよ、ここがお前達の墓場だ。やれっ！」


　ランディの命令で魔道士が動く。やたらと大おお袈裟げさで不必要な身振りで声を上げる。


　──こーいうのもよくいる。


「出いでよ、我が盟と友も、ブラス・デーモン・ガルンディアよ！」


　床が光った。魔法陣を描いて。暗くてわからなかったのだが、床には召還円サモンサークルが書き記しるされていたらしい。


　巨大な影が、光の中に生まれた。


　ブラス・デーモン。


　あたしは言った。


「魔族にしかトモダチはいないなんて……さみしい奴」


「やかましいやいっ！」


　魔道士は本気で怒った。





　ブラス・デーモン。あまりメジャーではないが、その実力は有名なレッサー・デーモンより上である。当然、生なま半はん可かな魔法は通用しない。こいつを確実に倒せる魔法のストックはむろん十分あるのだが、パターンとは言えこういうシーン、見み栄ばえのするやつでびしいっ！　と決めたいところである。


　さて、どうしたものか。考えるうちにもデーモンは気色の悪い歩き方で近づきつつある。


　と──


「もう勘かん弁べんならーん！」


　となりでフィルさんが切れた。


　びしいっ、と真っ向からブラス・デーモンを指さす。


「わしを暗殺するという、ただそれだけのことのために、臣民たちに害がいを成なし、あまつさえこのような化ばけ物の力を借りようなどとはっ！　いかにわしが平和主義者とはいえ許し難がたいっ！　成せい敗ばいしてくれるからそこに直れいっ！」


　言うなり駆かけ出す。


「ちょっとおっちゃん！」


　あたしが止める間もあらばこそ──


「平和主義者クラァァッシュ！」


　わけのわからん必殺技の名前を叫んだおっちゃんのパンチが、ブラス・デーモンの肋ろつ骨こつをたやすく砕くだいた。


　うそやっ！


「人畜無害キィィック！」
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　デーモンの巨体が軽々と宙を飛び、魔道士とランディをまきこんで壁に激突した。


　そのままみんな動かなくなる。


　ああああああああ。


「見たか、平和主義者の実力を！」


　あまりといえばあまりの展開に、あたしは目を点にして硬直する。


　おっちゃん、ミもフタもないというのはこーいうのを言うのだよ。





「なんとか片付いたな」


　村に戻もどって宝珠オーブを魔法医に返したあとのことである。フィルさんはあたしに約束より少し多い依頼料を渡すと、一度王都に帰る、と言った。


「おぬしには何かと迷惑をかけたな」


　迷惑だった。


「いずれまた会うこともあるだろう」


　別に会いたくないやい。


「では、な」


　はいはい。


　彼は背を向けると、振り向きもせずに去っていった。


　あたしはそれをいつまでも眺ながめていた。


　──別に雰ふん囲い気きづくりをしているわけではない。実はまだショックから立ち直っていないのだ。しばらくの間は無理だろう。


　──恐るべし、平和主義者！


　彼の去っていったあたりをいつまでも、点になったままの目で眺ながめながら、あたしは思った。


　──長くねーな、この国も……







（白セ魔イ術ル都ー市ンの王子　おしまい）










りべんじゃあ。










　──まさにそれは突とつ然ぜんだった。


「リナ＝インバース、かくごぉぉっ！」


「ひょえええっ!?」


　とっさに身を引くあたしの鼻先を、槍スピアの穂ほ先さきがかすめていった。


「なっ、なっ、な……」


　あやうくひっくりかえるところだったが、それでもなんとかバランスを立て直し、椅い子すから立ち上がって相手の方に体を向ける。


　交こう易えきの街まち、テールズ・シティの小さなメシ屋。とある男に仕事の話を持ちかけられ、いっしょに昼食をとりながら、とりあえず、と名乗った途と端たんの攻こう撃げきである。


　見ると相手は、あたしの右みぎ隣どなりに座すわっていた女の子である。


　ちなみにあたしと話をしてた男の方はと言えば、ごたごたに巻まき込こまれてはかなわんと、あっという間に逃げ出した。


「──いきなり何なのよっ！　一体っ！」


「黙だまりなさいっ！」


　彼女の蒼あおい瞳ひとみが、きっ、とあたしを睨にらみつける。


　目の中で火が燃えてたりする。


　──どーも説得できる状況じゃなさそうだなァ……


「兄のかたき、覚かく悟ご！」


「ちょっ、ちょっと!?」


　繰くり出される槍やりをよけながら、あたしは店の外に飛び出した。


　ちちぃっ！　まだごはん半分しかたべてないのにっ！──とはいえものは考えよう、これでメシ代タダである。


　そう思えばらっきぃ[image: ]


　……けどやっぱしこれって、どう考えてもあんまりラッキーな状況とは言えないよーな気もする。


　昼の日中の大通り。たちまち人の目が集まる。喧けん嘩か沙ざ汰たがそれほど珍めずらしいというわけでもないだろうが、若い娘が槍持って、可か憐れんな美少女（あたしのことである……一応言っておくが）を追いかけ回しているシーンなんぞ、そうそう見られるものではない。


　無む論ろん、偉大なる魔道士にして戦士たるこのあたしがその気になれば、瞬しゆん時じにして彼女を仕し留とめることなど、いともたやすいことである。


　事実今まで、あたしを倒して名を上げようなどとたわけた根こん性じようで襲おそってきた連中もいくらかいたが、トースト一枚焼くほどの時間より長く立っていたものは数えるほどしかいない。（じまぁぁん！）
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　どこかの女魔ま道どう士しのセリフではないが、『悪党は攻撃呪じゆ文もんでみぃな殺ごろしだぁいっ!!』と、あのノリである！


　……そこの人道主義者のきみ。いやな顔をしないよーに。


　断言するが、悪人に人権はないっ！


　世間さま一般でも、力ずくで他人の持ち物を奪うばう根性曲がりのおっさんや、血を見るのが三度のメシより大好きな変へん態たいにーちゃんを、『盗賊ロバー』だの『狂戦士パーサーカー』だのと十じゆつ把ぱ一ひとからげに呼んで、ゴブリンやコボルドなんかと同列視しているではないか。それがなによりの動かぬ証拠！


　──しかし今回、人通りの多い町中であること、そして何より、彼女の『兄のかたき』というセリフが引っかかり、大好きな大好きな攻撃呪文の行使を思いとどまっていた。


　我ながらたいした自制心である！


　ふつーの魔道士なら、最初の攻撃が鼻先をかすめた時点で、驚いて反射的に、あたりかまわず火炎球フアイアー・ボールか何かをまきちらしているところである。


　──ふつうはやんないかもしんない。ンなこと。


　ともあれそんなこんなであたしが反撃しないのをいいことに、調子づいて彼女はしつこく攻撃を繰くり返かえす。


「逃げないでおとなしくしててっ！」


「無む茶ちや言わないでよっ！」


　走るあたし。追う彼女。槍スピアの穂ほ先さきが宙ちゆうを切り、じーさんは腰を抜かすわ、牛は驚いて暴あばれ出すわ、いやはや、第三者に言わせれば、これほど面おも白しろい見世物は、めったに見られるものではない。


　しかしまことに残念ながら、あたしは騒ぎの当事者だったりする。この状況を楽しんでいられる立場ではない。


　古道具屋さんの前をつっきったあたりで呪文を唱え終る。懐ふところの中で小さなナイフを握りしめ、次の角を右へ！


　追って角を曲がった彼女の足が一いつ瞬しゆん止まる。あたしがそこで待ち構えていたからだ。


　隙すきを逃のがさず右手を一いつ閃せん！


　狙ねらい違たがわず、ナイフは的まとを串くし刺ざしにする。


　──と、勘かん違ちがいしないよーに。


　彼女を狙ったわけではない。


　あたしのナイフが貫つらぬいたのは、大地に落ちた彼女の影──


　その瞬間、彼女の体が硬直する。


「うくっ！」


　全身に力がこもり、みるみる額ひたいに汗の玉が浮かぶ。


　それでも彼女は動けない。


「無む駄だよ」


　あたしはわざと冷淡な口く調ちようで言った。


「『影縛りシヤドウ・スナツプ』──精神世界アストラル・サイドから相手の動きを封ふうじる技わざ──とてもじゃないけど力で破れるものではないわ」


　あたしがいつも好んで使う大おお技わざとは違い、派手さには欠けるが、ちょっとばかし技術を要する技である。──もっともその名の通り、『影』がないと成り立たない技で、ここでイキナリ曇くもりにでもなろうものなら、たちまち術が解とけてしまう、というかなり情なさけない欠点もある。


「さて──どういうことなのか、じっくりと聞かせてもらいましょうか」


「どうもこうもあるもんですかっ！」


　彼女は叫さけんだ。少女──と言ったが、齢としの頃は十七、八。あたしより少し上、郷く里にの姉ねえちゃんと同い年くらいだろうか。ショート・カットの金髪ブロンドをした、戦士フアイターにしておくのがもったいないほどのきれいな娘で、白地に金の縁ふち取どりのある綺き麗れいな胸甲冑ブレスト・プレートに、長槍ロング・スピアで武装している。


「半年前のあのこと──忘れたとは言わさないわよ！」


　体は動かなくても口だけはきける。もともとこの術は尋じん問もん用に創つくり出されたものなのだから、当り前のことではあるが。


「半年前……ねェ……」


　あたしは古い記憶を呼び起こした。


　盗とう賊ぞく団だんを見み境さかいなくしばき上げ、くよくよした時にはブルー・ドラゴンなんぞに八つ当りをし、故く郷にが恋しくなれば気晴らしに意味もなく竜破斬ドラグ・スレイブをところかまわず連打する──


　そんな、いつもと変らぬ平へい穏おんな日々が続いていたはずだったが──


　誰だれかにかたきよばわりされる覚えなど──まあ、全まつたく無いとは言わないが……


　しかし、まっとうなカタギの人間に手を出したりしたことは──


「あ、ひょっとして、あなたのその『おにいさん』って、盗賊かなんかやってた？」


「やってないっ！　まっとうな農夫よっ！」


「……はて、じゃあそれ、何かの間ま違ちがいじゃあ……」


「間違いも誤解もあるもんですかっ！　あのときはっきりと……」


　と、その時──


「どけ、どけ、どけぇぇいっ！」


　脈みやく絡らくもなく、だみ声と共に突とつ如じよ乱入してくるわだちの音。見ると兵士らしき男が何人か、馬車を飛ばしてやって来る。急ぎの荷物でも運んでいるのだろう。


「道の真ん中でたむろするなぁ！　邪じや魔まだ邪魔だ！　道を開けろぉ！」


　言われてみれば、確かにここは立りつ派ぱに大通りの真ん中である。


　ひょいと退さがったあたしの目の前を、馬車はすさまじい勢いで突っ切っていく。かなり急いでるなァ。


「ちょっとぉぉっ！」


　同時に女の叫び声。


　おお、そーいえば『影縛りシヤドウ・スナツプ』かけたままだったかな？


　あたしは慌あわてて彼女の方を振り向いた。


　──けど、間に合わないだろーな。





　ぺぐしいっ!!





　あ。やっぱしはねられた。





「う……ううっ……」


　彼女がようやく気がついたのは、夜になってからのことだった。


　宿にいちおー二人部屋を取り、彼女をそこに運び入れ、傷の手当をしておいた。


　無論、気づいたとたんに昼間の調子でいきなり暴あばれ出されても困こまるので、ランプの灯あかりが造り出す影を利用し、ワンパターンだが『影縛りシヤドウ・スナツプ』をかけている。


「気がついたようね」


　あたしはつとめて優しい声を出した。ここで『あーら、ようやっとお目め覚ざめのようね、ホホホホホ』なんぞとやったら、まんま悪の女魔道士である。


　彼女は一瞬、声を上げそうになったが、自分の置かれた状況を把は握あくしてか、黙ってじっとあたしを睨にらんでいる。


「昼間のことだけど──あれ、きっと何かの誤解よ。話しあえばきっとわかると思うから──お願い。あたしを信じて静かに話を聞いて」


　あたしは正面から彼女の瞳をひたと見つめた。


　単なる言葉の羅ら列れつに説得力を与えるのは視線である。どんな真理も、相手から目線を外はずしてしゃべっていたのでは、ただのたわごととしか受け取ってはもらえない。
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　真しん摯しな表情とかすかにうるんだ真っすぐな視線──これこそが、相手を説得するコツである！


「ほほぉう」


　しかし彼女はジト目で言った。


「ひとを荒あら縄なわでぐるぐる巻きにして天てん井じようからぶら下げたあげく、おかしな術で動けなくして、『あたしを信じて』とか言うわけね、あなたは」


　あ。


　……そーいえば、この扱あつかいでああ言っても、多少説得力を欠くかもしんない。


「気にしちゃあだめよ」


　あたしは言った。


「あたしは全然気にしてないし……」


「へぇぇぇ」


　あたしのフォローに、なぜか彼女は険悪な表情をした。





　彼女の話によれば、半年前、彼女の兄を殺した魔道士が、こともあろうにあたしの名を名乗ったということなのだ。もちろんあたしはそんなことはした覚おぼえはないし、第一その現場──彼女の村など、行ったことはおろか、その名を耳にしたことすらない。


　かたりである。


　あたしみたいに名が知れると、必ずと言っていいほど、その名を使って何かロクでもないことをしでかす奴やつが出てくるものなのだ。


　彼女の言っている『かたき』というのも、おそらくそんな一人だろう。


　が、あたりまえだが、そう説明して彼女が納なつ得とくするわけはなかった。


「口では何とでも言えるわ！　第一あなた、あたしにはっきり言ったじゃない！　倒れた兄さんのそばに立って！　『──我が名はリナ＝インバース。兄のかたき、討うちたくばどこまでも追ってくるがよい。返り討ちに遭あいたくば、な！』って」


「ンなことやらないって！　あたしは！　……っと、あなたにはっきり言った、って、じゃああなたひょっとして、お兄さんを殺した犯人の姿、見たの!?」


「もちろんよ！」


　彼女は真まっ向こうからあたしを見みすえて言った。


「黒く長い髪──」


　ちなみにあたしは確かに長髪だが、色は栗くり色。


「真っ黒なマント──」


　そりゃあ魔道士なら誰だれだって大たい抵てい──


「雄お羊ひつじの頭ず蓋がい骨こつを冠かぶった……」


　知らないって。バンダナくらいはしてるけど。


「かなりの大男で──」


「……ちょっと待てい、ねーちゃん」


　あたしはジト目で彼女を睨にらんだ。


「そう言えば──」


　彼女もじっとあたしを見つめる。


「あまり似てないわ！」


「なにを考えてんのよっ！　なにをっ！」


「……いろいろと……」


　彼女はしれっと言った。


　あたしは頭を抱かかえる。


「だあああっ！……しばらく前の平和主義者のおっちゃんといいあなたといい、なんであたしのまわりにはこんなんばっかし集まってくるんだっ！」


「類は友を……」


「やかまひいっ！……ったく……とにかくっ！　これであたしがお兄さんのかたきなんかじゃないことがわかったでしょっ！」


「……まあ、ね……ごめん」


　彼女はわりと素す直なおにあやまった。





「そう言えば……」


　術と縄とを解とかれた彼女は、ことあるごとにきしんだ音をたてる、お世せ辞じにも上等とは言えないベッドに腰掛け、手首をさすりながら言った。


「あたしこの街で、雄羊の頭蓋骨を冠かぶった魔道士を見たわ。きのうのことよ」


「この街で!?」


「ええ。ちょっと怪あやしいかなー、なんて思ったんで名前を聞いたんだけど、ラウン……なんとかって名乗ったんで、あ、こりゃあ人違いかな、って……でも、今にしてみるとあいつ、怪しいわね」


　今にして思わなくても、それは十分以上に怪しいぞ！


　あたしは叫びそうになった。


　特に、その『雄羊の頭蓋骨』！　一体それは何なんだっ！


　ふつーそんなもん頭に載のっけてるのと言えば、伝説に出てくる悪の大神官くらいなもんだ。まるっきり、『おれはあやしいぞぉぉぉっ！』と絶ぜつ叫きようしているよーなもんである。


「ともあれ──」


　あたしは痛む頭を押さえながら言った。


「そいつを探すのはとりあえず明日ということにして、今夜はとりあえず眠りましょ」


「そうね」


　が──


　あたしはその時、うかつにも気づいていなかったのだ。


　いつの間にやらきっちり巻き込まれていたことに──


　……笑わないよーに。





　翌よく日じつ──


　男はあっさりと見つかった。


『ヒツジのガイコツかぶった変なの』知らないか、と聞いてまわったところ、二人目にしていともあっさりと答えがかえってきたのだ。


「ようやっとお兄さんのかたきがうてそうね。えっと……と、そう言えばなんて名前だっけ、あなた？」


　石造りの白い家が立ち並ぶ、やたらと埃ほこりっぽい道を歩きながらあたしは言った。きのうはなにかとばたばたしてたもんで、つい名前を聞くことさえ忘れてた。


「キャニーよ」


　彼女は無む造ぞう作さに右手をさし出した。


　──はて、専業戦士フアイターじゃないのかな？


　思いながらも、あたしは彼女の手を握にぎる。


　たとえ駆かけ出だしの戦士でも、気安く他人に利きき手を預あずけるような真ま似ねはしないものだが……よほど信用してくれたのかな？


　あたしも『戦士にして魔道士』というのを謳うたい文句にしているが、どちらかといえば魔道士としての方にウエイトを置いているので、握あく手しゆという行為にそれほどの抵抗は感じない。


「いたわ！　あいつよ！」


　とーとつにキャニーが声を上げる。


　見ると、例の男が一つ先の角を通り過ぎていく。


「行くわよ！」


　あたしが言うより早く、彼女は駆かけ出していた。


「待ちなさい！　そこの変な奴やつ！」


　キャニーの声で立ち止まって振り返るところを見ると、多少の自覚はあるようだ。


　三十少し過ぎ、といったところか。確かに変な奴ではあるが、細身で黒い髭ひげをたくわえた、そこそこのハンサムである。


「──わしのことかな？」


「……あなた以上に変な奴なんて、この街には他にいないでしょ？」


　わずかに遅れて辿たどり着いたあたしが言う。


　男はちょっと嫌いやな顔をした。


「それよりもあなたっ！」


　キャニーが男をびしいぃっ！　と指差す。


「あなたっ！　リナ＝インバースでしょっ！」


　ずごしっ！


　あたしは盛大にひっくり返る。


　絶対この娘こ、なにも考えてないっ！
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「いや……私はディルスと言うが……」


「あら……人違い……かしら……!?」


「阿あ呆ほかいっ！……あなた、半年前に、この娘このお兄さんと一戦交えたでしょ!?」


「北にあるヴォルンの村よ！」


「ほほぉう……」


　雄羊の頭ず蓋がい骨こつの下、両の瞳ひとみがすいっと細くなる。


「──思い出したぞ。そうか、あの時の娘か。戦士フアイターの姿などしておるからわからなかったぞ」


「やっぱりあなただったのね！」


　キャニーが言う。──何が『やっぱり』だっ！


「律りち儀ぎにも我が言葉の通り、かたきを狙ねらって来おったか。おとなしく泣き寝入りをしておれば長生きできるものを……このサート＝プレイザーに盾たてつくとは……」


「……ちょっと待った。あなた今、ディルスとかって名乗らなかった？」


「笑止！」


　あたしが突っ込むと、名前のわからん悪の魔道士は胸を張って言った。


「この千の偽ぎ名めいをもつ魔道士、バルフ＝ルクアスの真の名を知るものなど、この世には存在せん！」


　……ひょっとして、自分でも名前忘れてるんじゃあないだろーなァ……


　しかし、あんまりつまらんことでめいっぱい自じ慢まんしないでほしいもんである。真剣に相手にしている自分がなんか悲しゅーなってくるじゃないか。


　そうでなくとも回りの見物人たちの中からは、『おいおい、昨日のあのコたちだぜ』『やーねぇ、毎日毎日……』などという声がひそひそと聞こえてきていたりしている。


「何はともあれ、兄のかたき、覚悟ぉッ！」


　キャニーが疾はしる。


　魔道士が──動いた！





　べひっ！





　男の靴くつ底ぞこが、見み境さかいなしに突っ込んだ彼女の顔面をまともに直撃していた。


　爆笑する見物人。他人のふりをするあたし。それでもがんばるキャニー。


「たあっ！　たあっ！」


　ぶんっ、ぶん！　けりっ！　ころん。ふみふみ！


「ぴーっ！　ぴーっ！」


　……泣いて帰ってくるか？　ふつー……


「気をつけて！」


　いきなり真顔に戻ってキャニーが言う。


「強いわよ！　あいつ！」


「弱いぞ！　あんた！」


「それは言わないでっ！」


　などとあたしたちがやっているうち、魔道士は近くを通りかかった一台の荷車をむりやり止める。


「おいっ！　どこでもいいからそこいらあたりを走り回れ！　言うことを聞けばあとで金を払ってやる！　いやならこの場でぶち殺す！」


　脅おどされたにーちゃんは、小さく呻うめくと馬にムチを当てた。


「ふははは！　わしを倒したくばついてくるがよい！」


　がらごろと走る荷車の上に仁に王おう立だちになって魔道士が叫ぶ。無論あまりかっこ良くない。


「逃がすもんですかっ！」


　自分の実力も考えずに走り出すキャニー。


　あたしは口のなかで小さく呪文を唱となえながら彼女を追う。あの魔道士、キャニーはとにかく、助すけっ人ととおぼしきあたしの力量はあなどりがたし、と見て取ったのだろう。でなければいきなり逃げ出すわけもない。走ればついていける程度の速度で馬車を流して町中を引きずり回し、こちらの体力を殺そいでから料理しようという魂こん胆たんだろうが──


　そうはいかないっ！


　あたしはキャニーの手を取った。


「行くわよ！」


「……へ？」


「翔封界レイ・ウイング！」


　そして二人は──空に舞った！





「どげげげっ！」


　荷車に乗った魔道士が叫ぶ。通行人からもどよめきが上がる。


　そりゃあそうだろう。戦士と手をつないで高速飛行を行なっている魔道士なんぞ、そうそう見られるもんではない。


『翔封界レイ・ウイング』は今やほとんど使う者とてない、いわば滅ほろびゆく術の一つである。修得・制せい御ぎよの困難さに比くらべ、使いでがないのだ。いざという時──例たとえば、高い所からおっこちる、などという状況下でなら、これよりも移動速度ははるかに遅おそいが、施せ術じゆつも制御も圧倒的にやりやすい『浮遊レビテーシヨン』で十分だし、高速でグリフォンあたりと空中戦をやらかす魔道士なんぞ、作り話の中にも出てこない。


　かくいうあたしも、これを身に付けた理由はいたって単純。


　郷く里にの姉ねえちゃんにウケたかったからだ。


　確かにウケた。制御に失敗し、商売もんの食料品の山に頭から突っ込んで。


　──それで二日ばかり皿洗いをやらされたのがメチャメチャ悲しかった。


　それ以来、この術を使ったことはなかったのだが……


「ちぃぃっ！」


　魔道士は荷車のにーちゃんをどなりつけ、スピードを上げさせる。


「逃がさないわよっ！」


　あたしも速度を上げる。その分高度は低くなる。術者のまわりに風の結けつ界かいを造り出し、それごと移動を行なうこの術は、運べる重量、高度、速度などの総和が術者の力量に比例する。キャニーという『お荷物』を放り出すわけにもいかず、スピードを上げるなら、そのつけは当然高度にまわって来る。姿勢制御も無論やりにくくなる。


　今やあたしたちは、大人のおなかあたりの高さを飛んでいる。あぶなっかしいことこの上ない。


　……そう言えばキャニーを引っ張っている右手の後方で、さきほどから時々、『ごっ！ぞりぞりぞりっ』だの、『ぱぐしゃあっ！』『ごきゅっ！』だのとなかなか派は手でな音がしているが、あえて気にしないことにしよう。


　……生きてるといいけど……
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「おのれぇぇっ！」


　魔道士は右手で懐ふところをごそごそとやりながら、何やらぶつぶつと呪文を唱となえ始めた。風の結界がとりまいているので、耳元で風が唸うなっている、ということはないが、その結界の周まわりではやっぱり風が唸っており、音が聞こえにくいことに何ら変りはない。しかしあの呪文のリズムからすると、攻撃呪文のたぐいではないようだ。さしもの名前のわからん悪の魔道士も、町の真ん中で攻撃呪文をぶっぱなすほど無む分ふん別べつではないようである。


　魔道士が、何かを地面にばら撒まいた。


　途と端たん──


　大地が盛り上がる。


　魔道士の投じた『何か』を核に、それは大きな人の形をとった。


　──泥人形マツド・ゴーレム!?


　面おも白しろい術を使う。あたしが『翔封界レイ・ウイング』をコントロールしている間は他の術は使えぬだろうと踏ふんでの牽けん制せいだ。減速しなければ正しよう面めん衝しよう突とつ、といったところか。が──


　ごっ！


　あたしの術で泥人形マツド・ゴーレムが砕け散る。


「なんとっ！」


　魔道士が驚きよう愕がくの叫びを上げる。


　確かにいかなあたしとて、『翔封界レイ・ウイング』を操あやつりながら、極度に精神集中を要する攻撃呪文を使うことはできない。


　しかし──である。


『地精道ベフイス・ブリング』くらいなら何とかなってしまうのだ。


　地精道ベフイス・ブリングというのはその名の通り、大地の精霊に働きかけて行なう。ひらたく言えば穴掘りの術である。


　つまり、敵さんが地精ベフイモスに干かん渉しようしてインスタントでつくり上げた泥人形マツド・ゴーレムの、いわば『かりそめの命』とも言えるその地精ベフイモスそのものにちょっかいをかけて、泥人形マツド・ゴーレムのどてっ腹に風穴をあけてもらったのだ。


　むろん、あの男の技量──すなわち地精ベフイモスに対する干かん渉しよう力りよくがあたしにもしも勝っていたら、結果は違ってきているはずだ。


　魔道士の真価は応用力にある。一見なんでもない凡ぼん庸ような術でも、使い方しだいでは絶大な効果を発揮する。『超強力』とうたわれた攻撃魔術を得意とする魔道士が、ろくすっぽ攻撃魔術も知らない術者に倒されるということがしばしばあるが、あれはそこいらへんが原因なのだ。


「ちぃぃっ！」


　魔道士は車を止めて降りる。振り切るのが無理なら、正面きって対決するしかないと判断したか。


　近くの果物くだもの屋やのにーちゃんや干ひ物もの売りのおばさんが、事じ態たいを察さつ知ちして逃げていく。


　が、魔道士があたしとの対戦を決意したといえど、あくまで彼はキャニーのお兄さんのかたきなのだ。


「キャニー！　あなたを飛ばすわよ！」


「ええ！」


　あたしの言った意味を即そく座ざに理解して、彼女はきっぱりと応こたえた。


　気力を振り絞しぼって幾いく分ぶん高度を上げ、魔道士にむかって直進しながら──


　キャニーに『風』をまとわりつかせたまま、あたしは彼女の手を離す。


　あたしはマントを黒い鳥のように翻ひるがえし、静かに地面に降り立った。


　キャニーはそのまま翔とんだ。槍スピアを構えて。あたかも、一本の解き放たれた矢のごとく。


　魔道士に向かって！


「兄さんのかたき、かくごぉぉっ！」


　その刹せつ那な！


　魔道士はひょいっ、と横に身をかわす。


　しまったぁぁっ！　そーいえばよけるってテがあったか！


「きぴゃぁぁぁっ！」


　悲鳴を上げるキャニー！
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　落ち着け！　がんばれ、がんばるんだキャニー！　根性で進路を変えるんだっ！





　めきずしゃああぁっ!!





　……あ。やっぱし無理だったか。


　彼女は無む残ざんにも頭から果物の山に突っ込み、オレンジの中から下半身だけを生えさせている。


　あたしは魔道士をにらみつけた。


「何てひどいことをっ！」


「おまえがやったんだろーがっ！」


「過ぎたことは忘れたわっ！　とにかく！」


　いろいろ抱かかえた問題を『とにかく』の一言で片付けてあたしは言った。


「キャニーと彼女のお兄さんのかたき、あたしが討うつしかないようね！」


　仲間を勝手に殺すな！──とか言って突っ込んでくるかと思いきや、かわりに呪文を唱え始める。


　この呪文は──


　火炎球フアイアー・ボール！


　術者が放った小さな光の球が、何かに衝しよう突とつするや否いなや爆発、四散して、あたりに炎を撒まき散らす──無差別集団殺さつ戮りく用の攻撃呪文である。人間なら、あっさりとレアくらいに焼き上げることができる。


　正気かいっ！　こんな所で使ったら、街の人たちにも被ひ害がいが及およぶ。


　一瞬、説得しようかとも思ったが、やめることにした。


　魔道士の瞳ひとみに、狂気の色が灯ともっているのに気づいたのだ。


　──倒すしかないか──


　あたしは呪文を唱え始めた。


　魔道士が唇くちびるの端はしに小さな笑えみを浮かべる。


　気づいたのだ。あたしが使おうとしている呪文が何なのかに。


『炸弾陣デイル・ブランド』──爆裂陣メガ・ブランドのもととなった呪文で、ある一点──普通、術者の立っている場所を中心として描かれた環状のエリアの大地を、真上に向かって爆発的に吹き上げさせる、という術で、いわば土つぶてを下から放つようなもんである。


　火炎球フアイアー・ボールと比べてコントロールがやりやすく、また、呪文を唱えるのに必要な時間もはるかに短い。が──


　攻撃呪文としては二流以下で、ちょいと丈夫なローブでも着ていれば、例たとえ直撃されてもまず死ぬことはないだろう。牽けん制せい、もしくは殺したくない相手の戦闘力をそぐ、といった場合に使われる程度で、呪文詠えい唱しよう中に発生する、術者を保護する呪力結界でもその破壊力をほぼ無効化することができる、というくらいのみみっちいシロモノである。


　むろん言うまでもなく、他に比ひ肩けんしうる者すらないほどの魔力をもつあたしである。呪文の詠唱中に発生する呪力結界で、火炎球フアイアー・ボール程度なら楽に防げる位くらいのパワーを持つ術のストックなどぽこぽこあるが、ンなもん使った日にゃあこの街自体がけし飛んでしまう。


　パン！


　魔道士が、胸の前で音を立てて手を合わせた。


　その手をゆっくりと左右に広げる。


　掌てのひらと掌の間に、輝く光の球が生まれた。


「ゆくぞ！　火炎球フアイアー・ボール！」


「炸弾陣デイル・ブランド！」


　光の球が解き放たれた。


　ほぼ同時に、環状に大地が吹き上げる。


　そう広くない範囲で、相手の魔道士を中心において。


　天にむかって伸びる土ど砂しやの円柱が、魔道士の姿を覆おおい隠し──


　炸さく裂れつ音、そして悲鳴──


　土砂の柱が紅ぐ蓮れんに染そまる。


　どよめく見物人。


　それが、本名の結局わからなかった悪の魔道士の最さい期ごだった。


　彼の放はなった光球に吹き上げた土砂を衝突させ、筒つつ状じようになった炸弾陣の内部で火炎球フアイアー・ボールをはじけさせたのだ。


「びくとりぃ！」


　あたしは、あさっての方に向かってＶサインを出した。


「──終った……やっと……」


　唐とう突とつに耳元でした声に、あたしは驚いて振り向いた。いつの間に復活したのか、キャニーが遠い目をして立っている。


「兄さん……かたきはわたしが立派に討ち果たしました……」


「あんたは何もやってないでしょーがっ！」


「ああっ！　それは言わないでっ！」





「ごめんね……あなたにはいろいろとお世話になって……」


　町外はずれまであたしを見送りに来たキャニーは、言って右手をさし出した。


　はじめ彼女が同じことをした時、おやっ、と思ったものだったが、何のことはない。正体は単なるド素人しろうとだったわけだ。今、彼女は武器、防具を処分して、かわりにごく普通の貫かん頭とう衣いを着ているが、この方が確かに似合っている。


　あたしは苦笑して、その手を握り返す。


　今回、まるっきりタダ働きだが、たまにはこういうこともあっていいだろう。これも世のため人のため、ひとついいことをしたと思えば……


「あなたはこれからどうするの？」


　尋たずねると、彼女は晴れやかな笑顔を浮かべた。


「故く郷にに帰って、また畑でも耕たがやすことにするわ。弟たちと一いつ緒しよにね」


　あたしは小さく微笑ほほえんだ。


「そういう生き方もまた、いいかもしんないわね。


　──それじゃあ、元気でね──」


「──あなたもね──」


　ふわりとマントをたなびかせ、あたしはふと思いついて尋たずねた。


「余計なことだけど──ところであなたのお兄さんって、なんであいつに殺されたの？」


「そう──」


　彼女は寂さびしそうな笑みを浮かべると、遠い目をして言った。


「あの夜、酒に酔よった兄さんが、棍こん棒ぼうで、通りすがりのあいつを後ろから……」


「ち、ちょっと待ったっ！」


　あたしは慌あわてて彼女の言葉を制した。


「や……やっぱし、聞かないことにしとくわ、その話……」


　彼女は不思議そうな顔をする。


　あああああっ、まさか立派な逆恨み、なんてことは……


　──いや！　あんな変な格かつ好こうをした魔道士が悪人でない訳わけはないっ！　なにしろ町中で火炎球フアイアー・ボールなんぞをぶっ放そうなどとした奴やつである。間ま違ちがいなく悪人なんだっ！　そーだ、そーに決まった！　あたしが決めた！　今決めたっ！


「……何を一人で悩んでるわけ？」


「いやぁぁ、べぇぇつにぃぃ！」


「じゃあ──元気でね、リナ」


「あ、あなたもね……は、はは……そいじゃあさいならっ！」


　あたしは引きつった笑みを浮かべながら、そそくさとその街をあとにした。


　──世の中って奥が深い──





　──リナ＝インバース注：


　　　　外見だけでものごとを判断しないようにしましょう。







（お・わ・り）










ロバーズ・キラー










　黒い影が闇やみに躍おどる。


　男たちは一気にベッドに駆け寄った。黒く塗ぬられた数本の刃が大きく振り上げられ──


「炎の矢フレア・アロー！」


　あたしの声と同時に、男たちの目の前に、数本の炎の矢が現われる。


　硬直する男たち。


「ＧＯ！」


　──決着は一瞬でついた。


　このあたし──戦士にして魔ま道どう士したるリナ＝インバースを甘く見るからである。いくら夜や襲しゆうをかけたからと言って、油断をしてはいけない。


　確かに、ベッドに横たわった相手を攻こう撃げきするなら、自分よりかなり強い戦士でも倒せるだろう。横になった体勢から剣で反撃する、などというのがどれほど器用な芸当か、想像してみるとよろしい。


　しかし──相手が魔道士なら話は別。


　よほど強力な術ででもない限り、呪じゆ文もんの詠えい唱しようなんぞ、寝っころがったままでも十分である。


　今、あたしが暗殺者アサツシンたちに使ったテがそうだ。扉とびらの外に殺さつ気きを感じて目を覚さますと同時に、あたしは呪文の詠唱をはじめたのだ。


　しかし──これほど早く奴やつらが動き出すとは──


　隣の部屋にいるエレナさんも危あぶない！


　ベッドの上に身を起こし、マントをはおり、剣と荷物一式を抱かかえて廊ろう下かに飛び出す。


　その目の前に、黒服に身を包んだ男が一人。エレナさんの部屋からは剣と剣とがぶつかり合う音。


「これを持って逃げて！」


　とーとつにあたしは叫ぶと、鞘さやに収おさめたままの剣を、暗殺者アサツシンに向かってかるくほうり投げた。


「……え……!?」


　間の抜けた声で、思わずそれを受け止める。そして──


　次の瞬間、すれ違いざまに放ったあたしの膝ひざ蹴げりが、男のみぞおちにまともに決まる。


　崩くずれ落ちる暗殺者アサツシンくんから、むろんあたしは剣を返してもらった。


　先制攻撃をかけるなら、まず、相手の判断力を一瞬でも殺そぐのが効果的。相手が敵とわかっていても、あーいう言い方をされれば、思わず投げられたものを受け取ってしまうもんである。


　エレナさんの部屋に突入する。──よかった、無ぶ事じだ。どうやって切り抜けたのかは知らないが、ベッドに腰かけたまま、暗殺者アサツシン二人の剣をさばく、などとゆー離はなれ業わざをやっていた。めったに見られる光景ではない。


　──もうちょっと見物してようかな……


　などと一瞬思ったが、さすがにそーいうわけにもいかない。まがりなりにも彼女は仕事の依頼人である。


「雷よデイグヴオルト！」


　抜き放った剣に雷を這はわせ、あたしは男たちに切りつける。本来ならば致ち命めい傷しようにはほど遠いカスリ傷で、二人の暗殺者アサツシンはあっさりと倒れる。


「ありがと、リナちゃん！」


「それより早く！　荷物をまとめて！　宿を出るわよ！」


　彼女の部屋もあたしの部屋も、扉とびらはきちんとカギを開けられていた。刺し客かくの中に腕のいい盗賊シーフがいたか、でなければこの宿の関係者に、奴らの仲間がいるか……


　いずれにせよ、このままここに留とどまるのは得策ではない。


　二人は廊下を駆かけ抜ける。ロビーを兼ねた食堂にたむろする黒服の男たち、その数およそ十数人。


「目を閉じて！」


　エレナさんに言い放ち、答えも待たずに呪文を唱となえはじめる。


「光よ！」


　目を閉じ、あたしは呪力を開放する。


『明りライテイング』の呪文は光量を抑えれば、その分持続時間を長くできる。逆もまた可。


　あたしが今やったのは、持続時間ゼロの『明りライテイング』を景気よく三連発！


　暗殺者アサツシンたちの悲ひ鳴めい。


　圧倒的な光量が、男たちの目を灼やいたのだ。


　光が消えると同時に、あたしたちは、視力を失い右往左往する殺し屋たちの間をすり抜け、玄関から表に出る。さすがに正面を突破されるとは思っていなかったのか、伏ふく兵へいはいない。


　夜明けも間近な大通りを駆け抜ける。


　海岸沿いまで出て、やっと二人は一息ついた。


　灯台の明りが消え、水平線が紅あかく染まる。


　港町ラウルアの夜が明ける。


「見て！」


　思わず夜明けに見とれるあたしの心を、エレナさんの声が現実に引き戻もどす。


　彼女の指さす方に目をやり、あたしは絶句した。


　街のまん中に、火の手があがっている。


　あたしたちのいた宿の方だ。


　ずげげげげげげっ！


　あ……あああああっ！　や、やっぱしあの『火の矢フレア・アロー』ってぇのはマズかったんだろーか……


　フォローしなければっ！


「何てやつらなのっ！」


　あたしは叫んだ。


「宿に火までつけるなんてっ！」


　よーしっ！　これでみんな悪いのは、『ダーク・ウルフ』の連中だっ！





　今回の仕事は、盗とう賊ぞく団だん『ダーク・ウルフ』の壊かい滅めつ。依頼料はそれほど高いものではなかったが、二つの人道的な理由からあたしはこの仕事を引き受けた。
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　一つ。悪党を有う無むを言わさずしばき倒すのは大好きである。


　二つ。『ダーク・ウルフ』なんぞという月並みなネーミングが許せない。一昔前に流は行やった伝サ承ー歌ガにでさえ、ンなセンスのないネーミングは出てこないぞっ！


　……羅ら列れつしてみると、なぜかあまり人道的じゃないよーな気もするが、細かいことを気にしていると大人物にはなれない。


　ともあれ、依頼人のエレナさんを伴ともなって、奴らの本拠アジトがあるこの町についたのが、昨日の昼。本拠がこの町のどこにあるのかまではわからないので早さつ速そく聞き込みを始めたわけだが……その夜のうちに暗殺者アサツシンたちに狙ねらわれることとなったわけである。


　どうやらこの町の中には、思ったより多く、連中の仲間がもぐり込んでいるようだ。


　──依頼人のエレナさんは二は十た歳ちそこそこの、きれいな黒髪をした、どことなく郷く里にの姉ねえちゃんをほーふつとさせる面おも影かげの女ひ性とだった。腰に下げた長剣ロング・ソードがイマイチ雰ふん囲い気きにそぐわないが、実はこれがなかなかの使い手だったりする。


　しかし、個人で盗賊団の討とう伐ばつを依頼するあたり、何やらわけありなことは確かだが、あえてあたしはその理由を尋きかなかった。


　人間、尋かれたくないことの一つや二つはあるものだ。聞いてほしくなれば、向こうから話すだろう。


「けど──これは早くカタをつけないと──」


　あたしは口に上りかけた言葉をのみこんだ。


　──この先、何軒宿屋が灰になることか。


　人前では言えないって。


　陽ひは半なかば以上、その姿を水平線から現わし、朝日に乗って、少し冷たい潮しお風かぜが吹きつけてくる。


　その時、あたしははじめて気がついた。


　だぶだぶの水玉寝着パジヤマの上にマントを引っかけてカッコをつけている自分の姿に。





「いやあ、いー天気になったわね」


　あたしは街の大通りを闊かつ歩ぽしながらわざと大きな声を上げる。


　対してエレナさんは、真剣そのものの表情で油断なくあたりの様子をうかがっている。


　陽動作戦である。


『ダーク・ウルフ』の本拠に関する聞き込みをおおっぴらに再開する。


　こちらがそれをやっている以上、相手としては、作戦とわかっても動くしかない。


　奴らの放った刺し客かくが出てきたら、ふん捕づかまえて本拠を吐かせる、という計画である。


　陽光あふれる港町を行く、黒いマントをたなびかせる若い女魔道士（無論パジャマは着替えてる。念のために言っておくが）と、長剣を抱かかえて、やたらとあたりを警戒している女剣士。


　この一種異様な組みあわせは、かなり人の目につくはずである。ならば、奴らが何らかのリアクションを起こしてくるのも、そう先ではないだろう。


　が──


「やー、君たち、この街ははじめてかい？」


　別の所から、別のリアクションがきたりする。


　潮風と陽ひに灼やけた肌はだの若い男が二人、いきなり声をかけてくる。おそらくあたしたちを、どこかのおのぼりさんとでも思ったのだろう。


　ナンパされるつもりも暇ひまもないが、ここはひとつ、宣伝のために利用させてもらうことにしよう。


「ええ、実はあたしたちぃ、ここ初めてだからぁ、道がわかんなくてぇ」


　あたしはわざと能天気な大声を上げ、ケーハクなぶりっ子ポーズなんぞをして見せる。


「へえ、じゃあおれ達が案内してやるよ。ついて来な」


「ありがとー、助かるわぁ。どーしてもわからなくて困ってたのよ。『ダーク・ウルフ』の根ね城じろの場所！」


　言うなり──


　一いつ切さいが凍りついた。


　通行人のおじさんも、花を売ってたおばさんも、すべてが一瞬会話を閉ざして硬直する。


　声をかけてきたにーちゃんは、浅黒い顔を見事なまでに蒼そう白はくに変え、にじりっ、と数歩後あと退ずさる。


「し……知らねえよ……」


　ようやっと震える声を絞しぼり出す。


「おれは知らねえからなぁぁぁっ！」


　男たちは一いち目もく散さんに逃げ出した。近くに居合わせた人たちも、そそくさと足早に立ち去っていく。


「あーあ。リナちゃん、誰だれもいなくなっちゃったよ」


「うーん……ま、いいんじゃない？」


　とにかくこれで宣伝終了。あとは時間の問題である。しばらく人通りの少ないところを歩き回っていれば、奴らは必ず出てくる。


　そう、いよいよ──


　堂々と、大好きな攻撃呪文が使える時が来たのだ！


　……若じやつ干かん違うよーな気もするが。





　青い海と並んで走る、石いし畳だたみの白い道。


　立ち並ぶ瀟しよう洒しやな家々は、どこかのお偉いさんの別宅か何かだろう。午後の日射しを浴あびる道に、人通りはない。


　あてもない散さん策さくをするのには、まさにうってつけの場所だ。


　──もっとも、無ぶ粋すいな邪じや魔ま者ものがいなければ、の話だが。


　そう、今あたしたちの行く手に立ち塞ふさがっている、黒ずくめの五人組のような。


「ダーク・ウルフの本拠アジトに続く道を探しているそうだな」


　一人が言った。どうやらこの暗殺者アサツシン隊のリーダー格らしい。覆ふく面めんで顔はわからないが。


「ええ、実はそーなの」


　あたしはにこにこ笑いを浮かべながら言う。


「もしご存知でしたら、ご案内ねがえないかしら？」


「……残念だな」


　別の一人が言うと、五人は一いつ斉せいに腰の剣を抜く。


「場所を知ってはいるのだがな……我われ等らゾーレス五兄弟ブラザーズがお前たちを案内してやれるのは──地獄までだけだ」


　むろん、今ここであたしが『とーとつに火炎球フアイアー・ボール』か何かをやれば、一瞬にしてケリはつくのだが、それでは本拠の場所を聞き出すも何もあったものではない。面めん倒どうではあるが、とりあえずは、相手の戦闘力をそぐことを目的としなくてはならない。


「行くぞ！」


　男たちが動く。


　あたしとエレナさんは剣を抜く。


　暗殺者アサツシンたちはばらばらと、円を描いて二人を囲む。彼女とあたしは背中を合わせ、その真ん中で剣を構える。


「その目に焼きつけるがいい。我等兄弟の奥おう義ぎ、死の円舞ロンド！」


　男たちは右回りに円を描いて、あたしたちのまわりを走りはじめる。互いの剣の間合いより、ほんの少し離れた所を。


　円の中心──あたしたちが動けば、暗殺者アサツシンたちの軌き道どうが描く円もまた、それに動きを合わせる。


　男たちは、回る速度を少しずつ上げていっている。似たような体格の上、同じ服装なので、まるで分身してでもいるかのような錯さつ覚かくを起こす。どこからいきなり剣が突き出されるか、見切るのはちょっと難しいだろう。
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　しかし、この状況にもっとも適した攻撃呪文をあたしは知っていた。


　口の中で小さく呪文を唱となえ始める。


　が──その時。


「ぐっ！」


　黒ずくめの一人が、いきなり小さく呻うめいて倒れる。


「どうした！」


「兄あに者じや！　しっかりしろ！」


　あわてて他の四人が駆け寄る。あたしたちはただただぼーぜんと、ことの成り行きを見守っている。


「駄だ目めだ──こと切れておる──」


「そんな！　何な故ぜ！」


「──心しんの臓ぞうの発ほつ作さだ──」


　べこしっ！


　あたしとエレナさんは盛大に突つっ伏ぷした。
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「うーむ、そう言えば兄者は心の臓が弱かったからのう……」


「ひさかたの活躍で無理をしすぎたか」


　し……心臓の弱い奴が暗殺者アサツシンなんてやってるんじゃないっ！


「しかし兄者もさぞかし無念であったことだろうて……」


　そりゃーそーだろう。


　ゆらり、と四人が立ち上がり、燃える瞳ひとみをこちらに向ける。


「……よくもやってくれたな、小娘ども」


「何もやってないって。あたしたちは」


「生意気言うな！　兄者のかたき、覚悟！」


　……何が生意気で誰だれがかたきなのかはよくわからんが、確かに言えることは、このテの、自分の言っていることが世の中で一番正しいと信じているよーな奴とマトモな会話をしようとすること自体、間ま違ちがっているということである。


　四兄弟ブラザーズとやらは、しょうこりもなく同じ陣形でぐるぐると回り出す。


　これ以上つきあってやるつもりはない。


「でぇぇぇいっ！　爆裂陣メガ・ブランドっ！」


　あたしとエレナさんを中心に、渦うずを描いて大地の上を波は紋もんが疾はしり、男たちに触れるやいなや、その足下の地面が、どとーの勢いで天に向かって駆け登る。


　巻き込まれた男たちはひとたまりもない。


「ぴょげぇぇっ！」


　わけのわからん悲ひ鳴めいを上げながら、土ど砂しやにもみくちゃにされつつ空中に巻き上げられ、数瞬の間まを置いて地面に落っこちる。


　パワーはセーブしているので死にはしないだろうが、これで彼らの戦闘力は無くなったはずである。


　──さて、まずは一段落。





「で、おれたちが素直に吐はくとでも思っておるのか？」


　ロープで徹底的に縛しばり上げた男たちの一人が、ふてぶてしい笑えみを浮うかべて言う。


「どうあっても言ってもらうわ。さもないと……」


　エレナさんの脅おどしも、男たちには通じない。にやにや笑いを浮かべながら、別の一人がからかうように問い返す。


「さもないと……どうなるんだい？　可愛かわいいお嬢ちゃんがたが拷ごう問もんでもしてくださるってぇのか？　──やらねえよな。なにせあんたらは、悪い盗賊団を退たい治じに来た、正義の味方だもんな、拷問なんてできっこねえよな」


　四人は一斉に声を上げて笑う。


「……勘違いしてもらっちゃあ困るわね」


　あたしは頭を搔かきながら言った。


「彼女はどうか知らないけど、あたしは少なくとも、『セーギのミカタ』なんてご立りつ派ぱなもんじゃないわ。単に悪人の敵、ってぇだけでね」


「は。魔道士の格かつ好こうしてハッタリかませばおれたちが恐れ入ってぺらぺらしゃべると思ってるわけだ。お嬢ちゃんは」


「ふうん……」


　あたしは少々テを変えて、自分自身の知名度に頼ることにした。


　……あんまりやりたくないテだけど……


「じゃあ質問を変えるけど、あなたたち、リナ＝インバースの噂うわさって聞いたことある？」


　話題をいきなり変えられて、男たちは一瞬戸と惑まどったようだが、一人が答える。


「ああ、噂だけはな。盗賊団を目の敵かたきにしてるってぇ女魔道士で、やりくちにゃあ血も涙もねえって話だ。なんでも昔、家族を盗賊団に殺されたってことらしいぜ。まだ年とし端はもいかねえ小娘だって話……だ……が……」


　男の声が、だんだん小さくなっていく。


　あたしを見る目にかすかな怯おびえの色が走る。


　気づいたのだろう。あたしが一体何を言いたいのか。


　──しかし、噂には尾ひれがつきもの、というのは本当である。


　誰の家族が、いつ死んだって？


　盗賊団にあっさり殺されるような、ンなヤワな一家か、あれが!?


　しかし、この誤解を利用しないテはない。


「……似てるわね、あなた……弟を殺した奴やつに……」


　あたしは冷ややかに言った。


　ちなみに弟なんぞははじめっからいない。


　姉ちゃんはいるが。


　が、このハッタリは効を奏した。


　男たち四人が同時に悲鳴を上げる。


「す……するとお前がまさかあの……」


「盗賊殺しロバーズ・キラーのドラまたリナ！」


「ま、待ってくれ！　話す！　何でも話すから、おれを合キ成メ獣ラの材料なんかには使わないでくれっ！」


「頼むっ！　わたしはどうなってもいいが、家族の者たちにはどうか手を出さないでくれっ！　妻と娘は無関係だ」


「お願いだ！　そこのひとっ！　止めてくれっ！　でないと……でないと……」


　……ううっ、えらい言われようである。


　一体彼らの中で、あたしに関するどんな噂が流れているのか──


　あんまり知りたくないが。


　あたしは悪の大魔王かっ！


「はじめからそう素直にすればいいのよ」


　あまりいい気分ではないが、彼らに話をさせることが先決である。あたしは冷血の女魔道士を装よそおうことにした。


「ところで……ロバーズ・キラーってのはともかく、何よ、その『どらまた』ってのは」


「ド……」


　聞かれた男がおずおずと口を開く。


「ドラゴンもまたいで通る……」





　みきめしっ。





　あたしの肘ひじ鉄てつが、男の頭頂部にまともにめり込んだ。





「なるほどねぇ……ここが入り口とは、確かに誰も思わんわな」


　あたしとエレナさんは、そびえ立つ白い威い容ようをふり仰いでいた。


　岬みさきの灯台──


　入り口の扉を開けば内壁があり、外壁との間を螺ら旋せん状じように、展望台へと続く階段がある。そしてその内壁の中に、彼らダーク・ウルフの地下本部へと通じる道があるらしい。


　盗賊団の本拠、というイメージに全くそぐわない場所。しかも街を一目で見渡せる物もの見みの塔としても使える。


「さてと──それじゃあここはひとつ、ど派手な攻撃呪文で、パーッと灯台ごと吹っ飛ばして、一味の連中全員生き埋め、ってことで……」


「駄だ目めよ──」


　八割方本気で言ったあたしの言葉に、しかし彼女は、静かな声できっぱりと答えた。


　相変らず、灯台の高みを見上げたままで。


「あいつらのボスとは──わたしがこの手で決着をつけなきゃいけないのよ──」


　やっぱしわけありだ。こりゃ。


　あたしは小さく息を吐く。


「とにかく──突入するしかないもんね！」





　左右の壁と天てん井じようにびっしりと植えつけられた光りゴケは、長い通路をうすぼんやりと照らし出す。


　冷たく湿った空気は、錆さびた鉄のようなにおいがしていた。


　顔じゅうにヒワイな落書きをして街のまんなかにほうり出してやった、なんとか四兄弟ブラザーズの話によると、ここは、地下洞どう窟くつを利用した保管庫の跡で、一部改装のうえ、灯台の地下からわざわざトンネルを掘ってつないだらしい。──全くご苦労なことである。


「ん──？」


　あたしとエレナさんは、全く同時に足を止めた。


「空気が……」


「動いてる」


　言うなり二人で壁を調べ始める。


「あった！」


　あたしが声を上げる。


　光りゴケでおおわれた壁の一部に、黒いすじがはいっている。ちょうど扉とびらほどの大きさに。


　なおもよく調べると、少し離れた足あし下もとに、開閉スイッチらしきものがカムフラージュしてある。オリジナリティーは皆かい無むだが、この方が話が早くて助かる。


　スイッチを操そう作さすると、扉がゆっくりと部屋の奥に退さがっていく。


　二人は扉の両側の壁に張りついて、しばし中の気配を伺うかがう。


　あたしは中を覗のぞき込む。


　小さな部屋で、右の壁に扉がひとつ。


「人はいないようだけど……」


　部屋に足を踏み入れながら言う。後ろに続くエレナさん。


「どんな罠わながしかけてあるかわからないわ。気をつけてついて来て」


　あたしが言うなり──


　ゴウ……ン……


　鈍にぶい音がした。


　壁の一部がゆっくりと、あたしのいる所に向かってせり出してくる。が──


　本来なら、飛び出した壁の一部が侵しん入にゆう者しやを押し潰つぶす、というワナなのだろうが、つくりが悪いのか、はたまた老ろう朽きゆう化かが激しいのか、歩いて素通りしても全く差し支えがない。


　しかしこの時っ！


「あぶないリナちゃんっ！」


　罠があった、という事自体に驚いたエレナさんが、あたしに景気よくアタックをかける。


「どぅわっ！　たたっ……」


　よろけて数歩、たたらを踏むあたし。


　ばっくん。


　その足下で、ぱっくり口を開ける落とし穴。


「まあ。」


　口もとに手をやったぶりっ娘こポーズのエレナさんの姿を見ながら、あたしは奈な落らくの底に落ちていった。


「──『まあっ』じゃないっ！　このぼけなすびぃぃぃぃっ！」


　あたしの叫びは闇やみに消えた。
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「どぉも、お待たせっ！」


　大方の予想に反して全然ピンチに陥おちいらぬまま、あたしが戦列復帰を果たした時、エレナさんはちょうど、番犬代わりのスライムを撃げき退たいしている真っ最中だった。


「リナちゃん！　無ぶ事じだったの!?」


「とーぜんっ！」


　にっこり笑ってウインクひとつ。


　スライムに剣は通用しない。しかし、何かの魔法の薬なのだろう。彼女が景気よく撒まき散ちらす粉に触れた途端、無数とも思えるスライムたちは、あわててその身を退ひいていく。


　効きいてる効いてる。


「すごいわね……でもそれ一体、何の薬？」


「塩」


　あっさりと彼女は言った。


　──暗転ダーク・アウト──


「ここ港町でしょ。安いからって買いだめしたのが思わず役に──どうしたの、リナちゃん？」


　スライムに対する概がい念ねんをくつがえす発言に、あたしは頭を抱かかえてうずくまっていた。





　破は竹ちくの快進撃、とは、今のあたしたちのためにあるかのような言葉だった。


　並みいるあまたの盗賊どもを、殴なぐり、蹴け倒たおし、張り倒し、破滅と殺さつ戮りくまき散らし、今日も行く行くリナ＝インバース！


　……と、いつもこーゆーノリでやってるから、裏でいろいろと過激な噂うわさが立つのである。


　自覚はあるのだ。


　が、『自覚すれども反省はせず』というのがこのあたしのモットーなのだっ！


　──それはさておき、いよいよ盗賊団『ダーク・ウルフ』に王手をかける時が来た。


　一枚の大扉を目の前に、緊張はいやが上にも高まる。


「──この部屋ね」


　あたしの確認に、エレナさんは黙ってうなずいた。


「開けるわよ」


「その前に──リナちゃん、もう一度念を押しておくけれど、彼らの頭ボ目スは、私が倒す。くれぐれも手出しはしないで──」


「──わかってる」


　あたしはゆっくりと扉を押した。


　思ったより簡単に、扉それは内側に開いていった。





「……来たか……」


　思ったより殺さつ風ぷう景けいなだだっ広い部屋で、男は一人で待っていた。


　長身で金髪ブロンドの、月並みな連想ではあるが、虎とらを思わせる、しなやかで獰どう猛もうな物腰。


　抜き身のままぶら下げた円月刀シミターが、静かに光を放っている。


「──また会えたわね、ティス」


「……え……？」


　エレナさんのセリフに、あたしは思わず彼女に目をやる。


「……やっぱ、お前か……女がここのことをかぎ回ってるって聞いて、もしや、とは思ったんだが……」


　ティスと呼ばれた男は、不思議な笑みを浮かべた。


　……あのー、できれば勝手に二人だけで話を進めないでほしいんですけど……


「昔から、素直ないい子だとは言えなかったけど……まさか盗賊の頭かしらになってふんぞりかえるような人間とは思わなかったわ」


　怒ど気きをはらんだエレナさんの言葉の奥にひそむ悲しみに、あたしは気づいた。


「なんでこんなことを……」


「なりゆきだから仕方ねえだろ。


　悪ガキ共の頭アタマを張って、アウトローきどりで気ままに生きて──気がついた時には盗賊団の頭かしらにまつり上げられちまってた。まあ、こうなっちまったもんは仕方ねえわな」


　……こいつ、よっぽど世の中をナメとったな……


　しかしまあ、これで構図は読めてきた。


　幼ななじみの男と女。しかし男は道を誤り、今や盗賊団の首ボ領ス。


　思い余った彼女は、男のもとにやって来る。そう、説得のためではなく、思い出に決着をつけるために。


「真人間に戻もどるつもりはない？」


「……無理だぜ、今さら──」


　ティスは自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。


　答えを聞いて、エレナさんは大きく息を吐いた。


「なら決着をつける──しかないのね……」


「……そうなるな……」


　言うなり二人は同時に走り出す。


　二本の剣が火花を散らした。





　ティスの上段からの一撃を受け止めざま、エレナさんの右足が一いつ閃せんする。その足払いを飛び退すさってかわすティス。


　追いすがって繰くり出す突きを、円月刀シミターがはじき返す。


　攻防は長々と続く。


　時々思い出したかのようにやって来る下したっ端ぱ盗賊達をかるく片付けながら、あたしは二人の戦いを見守っている。


　技ぎ倆りようはほぼ互ご角かく。が、双方とも、その技わざにはキレがない。


　ためらいが、二人の剣をにぶいものにしている。おそらく本人たちは、そのことには気づいていないだろうが。


　──ふむ。けど、これならまだ脈みやくがあるかもしれない。


　二人の腕はたしかに互角だった。しかし、体力、持久力の面において、ティスは彼女をはるかに凌しのいでいた。


　一合、また一合と剣を合わせるたびに、わずかずつだが確実に、エレナさんの剣から力とスピードとが減じていく。


　相手の剣を受ける動作にも疲労の色が濃くかげり、やがていつしか、防戦一方に回りはじめる。


　額に汗の玉が浮かび──


　足がもつれはじめ──


　キィン！


　手にした剣が高々とはね飛ばされる。同時に彼女は足を滑すべらせて床に這はう。


　勝負はついた。


　ティスは円月刀シミターを高々と振り上げ──


　そこで彼の手が止まる。


　小さな砂時計なら流れ落ちるのに充分なほどの時が経たつ。


　気づいたはずだ。自分の本当の気持に。


　彼に彼女は殺せない。


　大変結構。


「はいはい、それまでそれまで」


　ポンポン、とあたしは手を打つ。


　あたしに視線を移したティスさんが、安あん堵どの溜ため息いきを漏もらすのがわかった。
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「結局はあなたも、なりゆきでこうなっちゃったものの、盗賊のおやぶんなんぞやっていたくはない、ってわけでしょ」


「……まあな……こんなことやってりゃ、ロクな死に方はできんだろうし……」


　言って苦笑する。立ち上がったエレナさんはただぼーぜんと、あたしたちを眺ながめている。


「ならやめちゃえば。盗賊団のボスなんて」


「軽く言うな。『これでやめます』なんて言ったところで、世間の連中や部下たちが、『はい、そーですか』などと言ってはくれん」


　あたしは胸を叩たたく。


「だーいじょうぶ。なんとかしましょう！」


「……どうやって？」


　答えのかわりに呪じゆ文もんを唱となえるあたし。


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　空気を裂さいて生まれた光の槍やりは、まともにティスさんの胸板を貫つらぬく。


「ぐわぅっ！」


　吹っ飛ばされて壁に叩たたきつけられ、動かなくなる。


「だあああああっ！　あたしのティスに何てことをするのよっ！　あんたはっ！」


　あたしの首スジ摑つかんでガタガタゆさぶるエレナさん。


「ぐひょぇっ……苦じ……ぢょっ……エレ……ざん……ぢょっ……」


　ようやっとその手を振りほどき、あたしは激しくせき込んだ。……あー苦しい。


　──彼女も気がついたはずだ。自分の本当の気持に。


　彼を失いたくなどない。


「死んでない、死んでないったら」


　あたしは言った。


「今のは『烈閃槍エルメキア・ランス』って術でね、精神世界面アストラルサイドから相手の存在意義的な活力を……いや、ややこしい話はともかく、つまりティスさんは、一時的に急激に衰弱して、気を失ってるだけなのよ。誰だれかさんがつきっきりでいっしょーけんめいに看護をしてあげれば、ひと月もせずに元気になるわ」


　わけがわからずにキョトン、とした表情の彼女に、あたしは言う。


「よく聞いて。あなたは、盗賊団に捕まった幼な馴な染じみを助け出すため、ここに来た。ボスの影武者として利用されかかった彼を救い出し、ボスはあたしが倒した。


　彼が衰弱してるのは、盗賊団に協力するのを拒こばみ、怒ったボスが食事を与えなかったから。


　──とまあ、こういうスジガキにしときましょ。ティスさんが気がついたら、口を合わせるように言っといてね。


　もちろん疑う人もいるだろうけど、その時はこう言うのよ。『あのリナ＝インバースが、盗賊団の親玉に情なさけをかけると思うか』ってね」


「──でも、ボスの死体は見つからず、うり二つの男が助け出されて看病されてるってのは、誰がどう見ても……」


　言うエレナさんに、あたしは胸を張って言った。


「なーに、ボスの死体が見つからなくても不思議じゃない状況をつくってやればいいわけでしょ。簡単簡単」





「いきなり竜破斬ドラグ・スレイブ！」


　丘の中腹が大爆発。木々は吹っ飛び、大地には大穴が開く。


　──自然を大たい切せつにしましょう。


　なだれ込む土砂が、地下洞どう窟くつにつくられた施設のことごとくを飲み込んでいく。


　かくて──


　悪の盗賊団、『ダーク・ウルフ』の牙が城じようは、ここについえ去ったのだった。


「でね、エレナさん」


　あたしは、ティスさんの体を支えたまま傍かたわらに立つ彼女に言った。


「ティスさんが気づいたら必ずこう伝言しといて。あたしがこう言ってたって。『もしも今度バカやってエレナさんを困らせようもんなら、このあたしが髪の毛一本残らず灰にしてやる』」


「……あなたが言うと、みょーにリアリティあるわねー……」


　彼女は苦笑し、真顔に戻って頭を下げる。


「リナちゃん……ありがとう、本当に……」


「──へ？」


　彼女、瞳がうるんでたりする。


　……こうあらたまってお礼なんぞを言われると、なかなかテレるもんである。


「……あ、そうそう、これ」


　あたしはあわてて視線をそらし、懐ふところから取り出した小さな皮袋を彼女に手渡した。


　中には金貨が詰まっている。


「──え……？」


　エレナさんの目が丸くなる。


「お祝いよ。『二人の新しい門かど出でを祝して』ってやつね。あ、依頼料の後払い分は、その中からちゃんと引いといたから」


　テレ隠しに早口でまくし立てる。


「でも……こんなにたくさん……だめよ、あなた丸々損してるじゃない」


「いーのいーの。こう見えても、あたし結構持ってんだから。それに何と言っても、ひと月近くつきっきりで看病するってのは、何かと先立つものが要いるだろうし。ま、笑って受け取ってくださいな」


　──彼女は黙って再び深々と頭を下げた。


　うーむ、やっぱしテレる。





　ダーク・ウルフ壊かい滅めつの噂うわさはまたたく間にひろまった。


　その後のいきさつを噂ばなしに聞いたのは、ラウルアから十日ほどのところにある、小さな宿場街でのことだった。


　それまでは盗賊団におそれをなして手を出さなかった街の領主ロードは、ここぞとばかり残党狩りに力を入れ始め、埋うもれた彼らの本部を掘り起こし、野や盗とうどものためこんでいたお宝を『没ぼつ収しゆう』したらしい。


　もっとも、見つかった宝はほんの一部で、どこかに埋うもれたのか、めぼしいもののほとんどは行方ゆくえ不明だったらしいが。


　日和ひより見みな話だが、まあ、お偉いさんなんてンなもんである。


　二人の噂は聞かない。


　もしも本当のことがバレたらそれこそおおごと、人の口に上るのは間ま違ちがいない。その噂がないのだから──


　なんとかうまくやっているのだろう。


　──けど、気づいてないだろうなァ、エレナさん。落とし穴のところで二人がはぐれてから次に合流するまでの間、あたしがどこで何をしてたか──


　あたしは宿の一室で、さまざまな思いをめぐらせる。


『ダーク・ウルフ』の宝倉から失敬した、お宝の整理なんぞをやりながら──







（おしまい）










ナーガの挑戦










　毎度とーとつな話だけど……


　夕食から帰ってみると、いきなり宿屋が炎上していた。


「ひょええええっ！」


　悲ひ鳴めいを上げて立ちつくすあたし。


　……笑いごとじゃあないっ！


　あの燃え盛さかる炎の中には、あたしの荷物一式があるのだ！


　言っておくが、『荷物』と言っても、そんじょそこいらの荷物とはわけが違うっ！


　あまたの『魔法の道具マジツク・アイテム』に、大小さまざまな宝石類！


　ひと財産、どころではない。はっきし言って、ちょっとした町が丸ごと買えてしまうほどの額がくにはなる。


　それがっ！　それがぁぁっ！


　──あああああ、いきなりびんぼーになってしまったっ！


　道は黒山の人だかり。


　通行人たちのバケツ・リレーや、通りすがりの魔ま道どう士し数人の放はなつ『消化弾エクスト・ボール』も、いきおいのついた火の手には、さしたる効果も上げてはいない。


　と──


「人だ！」


　だれかが叫さけんだ。


「まだ人がいるぞっ！」


　あたしは、燃え上がる炎の中に目をやった。


　そこに──


　三階の、まだ火のまわらぬベランダに、彼女は仁に王おう立だちになっていた。


　黒く長い髪かみ。切れ長の、深い瞳ひとみに知性を宿す、かなりの美人である。が──


　首から下げた、小さなドクロのネックレス！　胸と腰とを申もうし訳わけ程てい度どにおおう、やたらとキンキラしたコスチューム！


　これで熱風に、黒いマントをはためかせていたりするのであるっ！


　何百年かまえに流は行やった、世に言う『悪の女魔道士ルック』──冬場なら、百発百中カゼをひく、というアレである。


　どんなセンスをしとるんじゃっ！　こいつはっ！


　……かつて一度だけ、あたしは彼女と似たよーなセンスの人間に会ったことがあるが。


　きっ！
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　彼女はこちらに──というよりも、あきらかにあたしに視線を向ける。


　……ううっ、まさかと思うけど……


　びしいっ！　とあたしを指さすと、燃え盛る炎に負けない声で言う。


「リナ＝インバースっ！」


　ああああっ！　やっぱし！


　どよどよ……


　ざわめく群衆。


「だれのこと？　ねえ、だれのこと？」


　あたりをきょろきょろ見回して、思わず他人のふりをするあたし。


「あんたよ、あんた！　きょろきょろしないでっ！　ほらっ！　そこの、黒いマントに茶色の髪の背の低い魔道士娘！」


「悪かったわね！　背が低くてっ！」


　思わずあたしはどなり返す。群衆の目が一気に集中する。


　しぇぇっ！　しまったぁぁっ！


　……こーなったらもう開き直るしかない。あたしは真まっ向こうから彼女をにらみつける。


「何のつもりよっ！」


「いい質問ね！　つまりは、『不敗の魔王』の名を誇ほこるあなたの伝説も、今日をかぎりに幕まくを降ろす、ってことよ。このわたし、『白蛇サーペントのナーガ』の手によってね！」


　ま……魔王……


　誰だれのことだっ！　一体それはっ！


　ああ……群衆の目が白い……


　このあたし、実は魔道士の中では、そこそこ名前も売れている方なのだ。


　行く先々で盗とう賊ぞく団だんを壊かい滅めつさせては路ろ銀ぎんをかせぐ、などというつつましい生活をいとなむうちに、なぜかはよくわかんないけれど、いつのまにやら凶きよう悪あく無敵のレッテルを貼はられていたのだが……


　しかし人間、なまじ強いなんぞと噂うわさが立つと、なぜか決まって、『お前を倒して名を上げるっ！』なんぞとゆー、かわった奴が出てくるもんである。


　実際、いままでに何度か、そーいった輩やからと戦ったこともある。


　するってぇと、このナーガとやらも、そのテの一人なんだろうけど……


「とりあえずはあいさつがわりに、あなたの荷物をこの宿屋ごと灰にしてあげたわ。ほーっほっほっ。どぅお？　ご気分は？」


「ほほほぉぉう……あなたが……」
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　ぴぴくっ、と、あたしはこめかみのあたりをひきつらせる。


「そーすると、荷物のうらみは、あなたで晴らせばいいってわけね！」


「晴らせるものならね！」


「よぉぉぉっし！　その挑ちよう戦せん、受けて立ちましょう！　さー、降りてきなさいっ！」


　あたしが言ったそのとたん──


　ぴぴぴくぅっ！


　彼女の笑えみがひきつった。


　あたふたとあたりを見回しながら、なにやらぶつぶつとつぶやいている。


　……さては、考えてなかったな。降りる方法……


　ごくまれにいるのだ。演出効果だけを考えて、その後のことを考えない奴やつ。


「きゃーっ！　だれかーっ！」


　叫ぶナーガ。


「だぁぁぁっ！　あほかーっ！」


　怒りにまかせてあたしの放った『炎の矢フレア・アロー』が、ナーガが右う往おう左さ往おうする、ベランダの下につき刺ささる。


　あっという間に火の手がまわり、彼女の姿は炎のなかにかき消える。


　それが──


　何だかよく正体のわからなかった、自称『白蛇サーペントのナーガ』の最さい期ごだった。


「荷物さん、あなたのかたきはとったわよ」


　あたしは、空に向かってＶサインをする。


　と──その時。


　あたしの周しゆう囲いにわだかまる殺さつ気き！


「……おい……」


　いつの間にやらあたしをとり囲かこんだ男たちの一人が、険けん悪あくな表情であたしに詰つめ寄よる。


　こ──この人たちはまさか──


「何考えて火の呪じゆ文もんなんぞ使うんだっ！　ひとが苦労してるってぇのにっ！」


　消火していたにーちゃんたち！


「い……いゃあ……」


　あたしは笑って頭を搔かく。


　険けわしい視線の男たち。


　──どーやらやっぱし、笑ってゴマ化すのは無理なようである。


　ならば──


「う……うふっ[image: ]つい……ごめんなさい[image: ]」


　口もとに、両手でこぶしをつくり、ふるふるふる、なんぞとやってみる。


　……やはり変らぬ彼らの視線。


　そーいう問題じゃなかったか……


「あ……あは……あはははは……翔封界レイ・ウイング！」


　あたしは高速飛行の術じゆつで、彼らの頭上に身を浮かべると、西に向かって飛行する！


「あーっ！　逃げやがったぞっ！」


　後ろで誰かが叫んでいる。


　秘ひ奥おう義ぎ、責任逃のがれ！


　……よい子はまねしちゃいけないよ。





「ほーっほっほっ。また会ったわね、リナ＝インバース！」


　あたしがそれに会ったのは、海辺の街かい道どうでのことだった。


　潮風が、心地よく鼻をくすぐる。


　おひさまもぽかぽかとあったかい。


　季節はもう初夏。


　あたしは前をぴっちり合わせたマントの中で弱冷気の呪文をかけているからいいけれど、そうでなければ少し汗ばむくらいの陽気である。


　その陽気の中、それは体中を当て木と包ほう帯たいでぐるぐる巻きにし、両手に持った二本の杖つえでなんとか体を支えながら、街路樹の木こ陰かげに立っていた。


　──むろん、当人だって好き好んでンなかっこうをしているわけじゃあないんだろーけど、はたで見ているだけで暑っくるしーことは事実である。


　あたしはもちろん立ち止まる。名前をよばれて『また会った』という以上、知りあいなんだろーけど……顔も包帯でぐるぐるなんだから、見覚えもなにもあったもんではない。声からすると、女の人みたいだけど──


「……誰だれだっけ──？」


　──ざざーん──


　波の音が遠く響ひびく。


「──ふっ……」


　やや間まを置いてそれは小さな笑いを漏もらす。


　びしいっ！　とあたしを指さそうとしてバランスを崩くずしかけ、あわててやめる。


　……はて、この演出最優先の行動パターンはどこかで確か……
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「おとぼけが上じよう手ずね、おじょうちゃん。忘れたとはいわさないわよ！　あなたの生しよう涯がい最大最後のライバル、この白蛇サーペントのナーガをね！」


　…………


　あたしはこくん、と首をかしげる。


「──誰だっけ……？」


　……ざざざざばべーん……


　波の音が空むなしく響く。





　むろん冗じよう談だんである。


　白蛇サーペントのナーガ。


　自分でつけた炎に巻かれているよーな人間のことを、そうそう忘れたりできるものではない。


　里帰りした時に、姉ねえちゃんに話して聞かせる笑い話のネタになる。


　けど──生きていたのか……


　どうやってあたしの先回りをしたのかは知らないけど、ご苦労なことである。


　──しかし、あたしはこんなのを生涯のライバルにした覚えはないぞっ！


　ともあれ今の冗談、当のナーガにはかなりショックのよーだった。ぴきぃん！　と硬こう直ちよくしたっきり、ぴくりとも動かない。


　──面おも白しろいから、しばらく見ていよう。





　──はっ。


　彼女がようやく硬直状態から脱したのは、あたしが少し遅おそめの昼のお弁当をたいらげたあとのことだった。


　──なにやらいろいろと、ややこしい内部葛かつ藤とうがあったみたいだけど……


「こ──この際、わたしが何者か、あなたが覚えているかどうかは関係ないわ。要はわたしが今からあなたを倒し、『不敗』のその名を受け継つぐか否いなか──それこそが本当に意味のあることなのよ！」


　……なるほど、そーいうふーに自己完結したわけね……


「行くわよっ！」


　言うなり呪文を唱となえはじめる。


　この呪文は──


　覇王氷河烈ダイナスト・プレス！


　──けど確かこれって……


　身ぶりがいるんじゃなかったっけ……？


　攻こう撃げき呪文も、火炎球フアイアー・ボールくらいまでのものなら、別にわざわざポーズを取る必要はとくにないのだ。


　魔道士協会では、きっちし身振りまで教えられるが、これは呪文のパワーを増ぞう幅ふくさせるためのものである。呪文の破壊力が若じやつ干かん落ちることを覚悟の上でなら、極きよく端たんな話、ベッドに横になったままでも使用は可能。


　しかし、ちょっとやそっとでは誰だれも教えてくれないような強力な呪文になってくると、これは話がかわってくる。


　全部が全部、というわけではないが、たいてい、多少の身ぶりは必要になってくる。


　この呪文も、そのくちのはずだったと思うが……


　──大地の底に眠り在ある


　　　凍こごえる魂たましい持ちたる覇は王おう──


　ナーガの呪文がそこで途と絶だえる。


　……やっぱし……


　ポーズが必要な部分である。


　必死で右手を上げようとして、半なかばバランスを崩しつつ、悪戦苦闘をくりひろげている。


　──は……はおっ……はおうっ！


　こてっ。


　いきなりひっくりかえる。


　じたばたじたばた。


　なにやらいろいろとやってはいるようだが、当て木が邪じや魔まして起き上がれないよーである。


　ぴたり、と彼女の動きが止まる。


　ん？


　ややあって再び──


　じたばたじたばたじたばた！


　どーやら、一時休きゆう憩けいをとっていたらしい。


　……念を押しておくけど、あたしは絶対、こんなのを生涯のライバルにした覚えは全くないっ！


　ぴたり。


　またもやナーガの動きが止まる。


「……リナちゃん助けて……」


　でぇぇぇいっ！　ええ歳としこいたねーちゃんが、なさけない声を出すんじゃないっ！


　あ……頭が痛くなってきた……


　ほっぽっといてもいいんだけれど、起き上がれないままに乾かわき死にでもされたら（……ごきぶりか、こいつは……）あとあとの寝ざめが悪い。


　──確かにナーガは荷物さんのかたきではあるが、そのことはもう忘れることにした。


　あのあと盗賊団を四つばかり再起不能に陥おちいらせ、ふところぐあいも少々あったまり、ストレス解消もできたせいか、あたしはやたらと心が広くなっていたのだ。


「……しかたがないわねー……」


　あたしは、もがく彼女を助け起こすと、杖つえを持たせてなんとか立ち直らせる。


「ふっふっふっふっ……」


　とたんに含ふくみ笑いを漏もらすナーガ。


「ほーっほっほっ、まだまだ甘いわね、リナ＝インバース！　敵に情けをかけるとはっ！」


　……あのなァ……ねーちゃん……


「今度こそ！　わたしの本当の力を見せてあげるわっ！」


　言って呪文を唱となえだす。


　今度はさすがに、身振りのいらないものである。


　──しかし、『本当の力を見せる』ったって、もうとっくに見せてもらったよーな気がするんですけど……彼女の底の浅さ……


　こきん。


　あたしは彼女の杖にかるく足払いをかける。


　ぺてっ。


　またもやあっさり倒れるナーガ。


　──自分の置かれた立場とゆーものに対して、全く自覚がない。


　じたばたじたばた。


　あわてて再びあばれだす彼女。


　……同じ魔道士として、涙が出るほど情けねーものがある。


　ひるるるる……


　風がふいていく。


　ぴたり、とナーガの動きが止まる。


「……助けてリナちゃん……」


「知らんわいっ！」


　あたしは、後ろでなにやらわめき続ける彼女を見捨て、次の宿しゆく場ば街まちへと向かった。


　これが、自称魔道士、白蛇サーペントのナーガの見み納おさめだった。


　と、いうことになればいいんだけど……





「ほーっほっほっ。またまた会ったわね！　リナ＝インバース」





　ぶびゅっ！





　あたしはそこの露店で買った、パノン・ジュースを一気に吹き出した。


「……汚きたないわねぇ……」


　眉まゆをひそめて言うナーガ。


「やかまひいっ！　誰のせいだと思ってるのよっ！」


　あああああ、やっぱし彼女、元気になってるぅっ！


　あたしがいやいやながら、彼女と三度目の再会をはたしたのは、あれから十日ばかりが過ぎた、ある街の中でのことだった。


　昼のひなかの大通りで、露ろ出しゆつ度ど過か剰じようのねーちゃんが、やたら異い様ような高笑いを上げているのだ。


　通行人の視線がどんなもんか、想そう像ぞうにかたくはないだろう。


「ち……ちょっとあんたっ！　どーでもいいけど、こんな昼間っからそんなかっこうして話しかけないでよっ！」


　赤面しながらあたしは小声で彼女に言う。


『──何のショーだ？　こりゃ……』『色っぽいぞ、ねーちゃんっ！』『脱げーっ！』


　群衆たちから飛ぶさまざまなヤジをものともせず、ナーガはうす笑いを浮かべて立っている。


　……ひょっとしたら、単に自分がヤジられていることに気がついていないだけなのかもしんないけど……


「あーら、怯おびえてるの？　おじょうちゃん？──この前はよくもやってくれたわねぇ……けど、すっかり傷の癒いえた今、もう二度とあんな汚い手は通用しないわよ！」


　ううっ、もーいやだよぉぉ。


　関わりあいになりたくないよぉぉ。


　あたしは泣きたくなってきた。


　どこかにまともな敵はいないのか!?


　ええいっ！　こーなったら一思いに決着をつけて、とりあえずこのひととの腐くされ縁えんをなくすっきゃない！


　……あんまし真剣に戦う気が起こんないのは事実だけど……


「──いいわ。わかった。はっきりと決着をつけましょう」


「ほう……」


　ナーガの目がすうっ、と細くなる。


　その二つ名の通り、蛇の視線を思わせて。


「……とうとう覚悟を決めたようね……」


　決めとらんって、そんなもん。


　二人はしばし、対たい峙じする。


　──この人、たしかにウミウシよりもアホだけど、その魔力容量キヤパシテイにはそこそこのものがあるようだ。かつて一度、彼女が使いかけて挫ざ折せつした『覇王氷河烈ダイナスト・ブレス』、誰だれにでも使えるような術ではない。


　ナメてかかるわけにはいかないだろう。


　と──その時──


　あたしの耳に、見物人たちのひそひそ声がとびこんでくる。


『……おいおい、あの娘こもあれの仲間か？』


『まだ若いのに……かわいそーにねー……』


『どんな教育受けてきたのかしら……』


　…………


　みるみる赤面するあたし。


　い──いかん……実力で負けるつもりはさらさらないけど、羞しゆう恥ち心しんのなさでははるかに彼女が有利である。


「ば──場所はこの街の外、時刻は今日の日暮れ時──こーいう条件でどう？」


　あわててあたしは言う。


　それなら人もそれほど集まらないだろうし、ナーガがまたもや少々なさけない真ま似ねをしたところで、周囲の目も……やっぱしやだなぁ……


　──しかしまあ、ここで同じことをやられるよりは、はるかにマシというものだろう。


　ふふん、と彼女は鼻で笑う。


「──何のかんの言ったところで、やっぱりこのあたしと戦うのが怖こわいようね……」


　確かにある意味では、こんなのと大マジメな顔をして戦う、というのは、怖いと言えば怖いけど……


「そんなことを言って、どうせこそこそと逃げ出すつもりなんでしょう！」


　──確かに一瞬、それも考えたのだが。


　それだと、どうせまた何日かしたら、しつこく追いかけてくるのは目に見えている。


「そううまくはいくもんですかっ！　決着は今、ここでつけるっ！」


　言うなり呪文を唱えだす。


　──氷フリーズの・矢アロー！


「ちょっ！　ちょっと！」


「ええいっ！　うるさいっ！」


　ナーガの目の前に、十数本の冷気の矢が出現する。


　あわてふためいて逃げまどう群衆。


　悲ひ鳴めいと怒ど号ごうが交こう錯さくし、倒れる屋台、泣き出す子供。


　……つくづく近所迷めい惑わくな話ではある。


『炎の矢フレア・アロー』と、いわば対極にあるこの呪文、見た目のはでさと威い圧あつ感かんは『炎の矢フレア・アロー』には及およばぬものの、直撃したものにかなりの冷気をはりつかせ、手足に当れば一発で動かなくなるし、体を直撃なんぞされれば、よくて全身凍とう傷しよう、悪ければその場で氷づけである。


　対抗呪文を唱えている時間はない！


　あたしは、腰こしの短剣を抜き放ちつつ、横っ跳とびに地面を蹴ける。


「逃がすかあっ！」


　解とき放たれる『氷フリーズの・矢アロー』。その大半はあさっての方向に飛んで行き、あるいは露店のくだものを氷づけにし、はたまたあるいは地面に刺さって霜しも柱ばしらを立てる。


　それでもやはり、うち何本かはあたしに向かって飛んでくる。


　かわしきれない一本を、あたしは剣で受けはじく。


　冷気の矢は砕くだけ散ちり、小さな雪を生み出しながら、初夏の空気に溶とけ、消えた。


　剣の握にぎりを通して、てのひらに冷気が伝わってくる。


　剣の柄つかに巻いた革かわと手袋があるからいいようなものの、そうでなければ今の冷気で、手の皮が握りにはりついているところである。


「ほぅおらほらほらっ！　ほーっほっほっ。どうしたの、おじょうちゃん！　逃げてばかりじゃあらちがあかないわよ！」


　調子づいて、見み境さかいなしに『氷フリーズの・矢アロー』を連発するナーガ。


　──冗談じゃないっ！


『火』の系列の呪文で反撃するのはたやすいが、街のひとたちをきっちし巻き込むことになる。


　周囲の白い目は、つい先日、ナーガとはじめて出会った町でじゅーぶん懲こりている。


　うーむ、こりはまずい。


　ここはひとつ、人の少ないところに誘さそい出して戦うしかないか……


　と──


「うぁたっ！」


　地面に張った氷ですべり、あたしはぶざまにすっ転ころぶ。


　しまった！


　──おそらく、そこにあった水たまりに、ナーガの放つ矢が突き立って、氷を張らせたのだろうけれど……


「ほーっほっほっほ。あなたの悪運も、どうやらここまでのようね」


　勝ち誇ほこる彼女は、悠ゆう然ぜんたる足どりでちかづいてくる。


　──勝利に酔よっているせいか、ナーガは、まわりでふくれ上がる殺さつ気きに、全く気づいてはいない。


　──逃げるチャンスは十分あるし、ここはことのなりゆきを見守った方がおもしろそうである。


　あたしはへたり込んだまま、彼女をじっと見上げている。
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「これで、今日を限りに、地上最強の魔道士の名は書き替かえられるのよ。リナ＝インバースから、この、さ……」





　ずごしっ！





「ぺぐぅっ！」


　わけのわからん声を上げ、彼女はこてん、と地面に倒れる。


　いきなりナーガの頭を、後ろから凍こおったスイカでぶん殴なぐったのは、いわずと知れた被ひ害がい者しやＡ、商売もんを氷づけにされた、果物屋のおやじさんである。


「何するのよっ！　一体っ！」


　頭を押さえて言う彼女。それにずいっ、と迫せまるのは、彼女の呪文で被害を受けた、街の人たち数十人。


「ひ……ひええ……」


　気け押おされて、おもわずさすりさすりと後あと退ずさるナーガ。


「そいつぁこっちのセリフだっ！」


　ずずいっ、と、アップで迫るおやじさん。


「商売もんをあんなにしちまって！　一体この始末、どうつけてくれるってんだい！」


　彼女をとりまく被害者連が、無言で一いつ斉せいにうなずく。


　……コワいもんあるぞー、これは……


「でも……」


　情けない声を出すナーガ。


「でももへったくれもあるもんかいっ！　このかりは、きちんと働いて返してもらうからなっ！」


「……だって……わたし……」


　彼女はいまにも泣き出さんばかりの表情で、ちらり、とあたしを振りかえる。


　──知らん知らん。


　あたしはむくりと立ち上がり、ズボンの埃ほこりをパンパン、とはたき落とす。


「──ありがとうございました。つけ狙ねらわれて困っていたところなんです。──それではあたしはこれで」


　あたしは言ってにっこり微笑ほほえむと、一同に反論の機を与えぬうちに、くるりと背を向けて歩きだす。


「……さあっ！　お前はこっちだっ！　とっとと働けっ！──まずは──」


「ひわーっ！　かんべんーっ！」


　背中にナーガの悲鳴を聞きつつ、あたしは足早にその街をあとにした。


　……どうせまた、やって来るんだろうなァ……彼女……





「ほーっほっほっ、また会ったわね、白蛇サーペントのナーガ！　今度こそ、戦いに決着をつける時が来たようねっ！」


　白蛇サーペントのナーガとの第四ラウンド。


　彼女の顔を見つけるなり、こんどはあたしの方からそう言ってやる。


　決めゼリフを取られ、口をぱくぱくさせるナーガ。


　今回は、ちょっとした村の近くの林の中。


　ここなら少々ドンパチやっても、他人に迷惑のかかるおそれはまずない。


「ふ……ふん」


　彼女はようやく立ち直ると、鼻で笑って虚きよ勢せいを張る。


「そーよ。それが言いたかったのよ。わたしは。


　まえは三度ともまんまと逃げられたけど、今度はそうはいかないわよ！」


　……あれを『逃げた』と言うのだろーか……？　世間様一般では……


「……けどあなた、あの街で壊こわしたもの、ちゃんと弁べん償しようしたの？　えらく追いつくのが早かったようだけど……」


　あたしは言った。


「あ、あれね。もちろんちゃんと弁償したわよ。オレンジを仕入れて来てね。氷の術で凍こおらせて、シャーベットにして売ったら、これがまあ、バカ当り！」


「ほほほぉぉう、なるほどっ！　そーいうテがあったか！」


　心しん底そこ感心するあたし。


「確かにそりゃあ売れそうねぇ……うーん、目のつけどころが違うっ！」


「いやあ、それほどでも……」


　てれるナーガ。


　郷く里ににあるあたしの家は、実は商売なんぞをやっていたりする。あたしも小さな時から商人根こん性じようをたたき込まれているせいか、どうも頭がついつい商売の方に向いてしまうのだが。


「うーむ、さっそく今度あたしもやってみよ。──じゃあ、また何か新しい商売の方法、思いついたら教えてね」


　あたしは手を振ると、くるりと彼女に背を向ける。


「うん、わかった」


　手を振りかえすナーガ。


　…………


　その笑えみが引きつる。


「ちょっと待ちなさいっ！　違うでしょーがっ！」


　あ、さすがに気がついたか。


「ふっ、さすがにリナ＝インバース、あやうくまたもや引っかかるところだったわ」


「……さすがも何も、ふつーはこんなもんに引っかかったりしないと思うけど……」


「おだまりっ！　ともあれ、決着の時は来たのよっ！」


　ふう……


　あたしは小さく息をつく。


「そうね──なら……」


　ずささっ、と地面を擦すってあたしは軽く足を開く。


「つけましょうか？『決着』とやらを」


「く……」


　小さく呻うめくナーガ。あたしの『気』におされたのだろう。


　しかし──こうなれば、お互たがい後には引けない。


「氷フリーズの・矢アローよ！」


　ナーガが放つ十数本の冷気の矢！


　そのことごとくがあさっての方向に飛んでいく。


　あたしの纏まとった風の結けつ界かいにはじかれて。


　彼女の顔がひきつった。


「さあーて……」


　あたしはにまり、と笑みを浮かべる。


「それじゃあ今度は、こっちから行くわよ」





「爆裂陣メガ・ブランド！」


「ひわーっ！」


　真下から吹き上げられる石つぶてに、彼女の体は宙に舞まう。


　べてっ。


　大の字に、まともに地面に落っこちる。


　……あ、動かない。


　──これは、いきなり終っちゃったかな？　ひょっとして……


　ぴくり……


　ナーガの体が小さくふるえた。


　おー、まだ生きとる生きとる。


　上体だけをなんとか起こし、あたしの方に視線を向ける。


「……ふっ……やるわね、リナ……さすがにわたしのライバルを名乗るだけのことはあるわ……けどまだまだねっ！」


「だぁぁぁっ！　よたよたしながら負けおしみを言うんじゃないっ！──第一、勝手にライバルを名乗ったのはあんたのほーでしょーがっ！」


「口のへらない人ねっ！」


「どっちがっ！」


「ならばこれでも……振動弾ダム・プラス！」


「なんの！　翔封界レイ・ウイング！」


　風に乗り、木立ちを縫ぬって飛ぶあたし。


　地面にへたり込んだまま、見み境さかいなしにナーガは術をまき散らす。


　あれにまちがって当ろうものなら、人の体などいともあっさりと砕くだけ散ちる。


　しかし、不自然な体勢から、無理にくり出した呪文である。たとえ少々数にものを言わせたところで、とうてい当るものではない。


　生おい茂しげる葉を吹き散らし、木の幹みきを打ち砕くだけである。


　……しかしこの状態では、こちらからも攻撃をしかけられない。


　が、その時──


　とーとつにナーガの攻撃が止やんだ。


「……ん？」


　あたしはすとん、と地に降り立つと、しげみの向こう──ナーガのいる方を透すかし見る。


　むろん警けい戒かいはおこたらない。罠わなかもしれないのだ。顔をひょっこりとのぞかせたとたん、攻撃呪文が雨あられ、ということだって十分ありうる。


　そして──あたしは見た。


　自分が呪文でなぎ倒した木の下じきになっている彼女の姿を。





「おーい、生きてるー？」


　あたしは、下じきになった彼女のそばにちょこん、としゃがみこむ。


　おー、ケーレンしてるケーレンしてる。


　つんつん、とつつくと、彼女はなんとか顔を上げる。


「き……き……」


　いまやほとんど虫の息、蚊かの鳴くようなちいさな声で、何やらぶつぶつ言っている。


「……何が言いたいの？」


　あたしは耳を、ナーガの口元に寄せる。


　彼女は言った。かろうじて聞き取れるほどの低い声で。


「き……きょうのところは……これくらいでかんべんしてあげるわ……」


　あたいは、うむを言わさず彼女の頭をぶん殴なぐった。





「う……うーん……」


　ナーガが意識をとり戻もどしたのは、村に一軒だけあった、小さな薬草医の家の、白いベッドの上でだった。


「──気がついた？」


　そばにあるイスにかけたあたしが言う。


「……リナ……？　なんで……？」


　ふしぎそうな顔で言う彼女。


　そりゃあそーだろう。


　気を失う前まで、命をつけ狙ねらっていた相手が、どうやら自分を助けてくれたらしいのだ。面めんくらわない方がどうかしている。


　──まあ、あの時、いきおいにまかせて彼女をぶん殴ったら動かなくなっちゃったので、思わずあわててここに運び込んだのだが……当人に言えることではない。


「……あなたには負けたわ……それがあなたを助けた理由よ……」


　あたしは殊しゆ勝しような顔をして、しんみりとした声で言う。


「……え……？」


　ぼーぜんたる表情のナーガ。


「負け……たって……？」


「ええ──倒れてもなお、まだ戦おうとするあなたの意気ごみに、ね……」


　なんかの伝サ承ー歌ガにたしか出てきた、主役のライバルのせりふをそっくりそのまま使わせてもらう。


　はたで聞いてれば不自然なことこの上もない話だが、状況に酔よいやすい彼女はそれに気づかない。


「そ……それってつまり……？」


「ええ……」
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　あたしはこくり、とうなずいてみせる。


「史上最強の魔道士の名は、今日からはあなたのものよ……」


「……リナ……」


　ナーガはみょーにうるんだ目で、右手をすっとさしのべる。


　あたしはそれを、かたく握った。


　──ふっふっふ。さぁーて……





「ついに見つけたわよ！　白蛇サーペントのナーガ！」


　あたしが彼女に再会したのは、あの村で別れて、わずか数日の後だった。


　そうなるように、先に村から彼女を発たたせて、あとからついていったのだ。


「リ……リナ!?」


　食堂のイスから腰を浮かせて、びっくり顔のナーガが言う。


　あたしはにまりと笑みをうかべる。


「あなたに奪うばわれた『最強』のレッテル、今こそとり返すときがきたのよっ！　さあっ！あたしと勝負しましょうっ！」


　ひぴくぅっ。


　ナーガの顔がこわばる。


「ちょっ……ちょっとっ！　だってあれは……わたしはもうこりごりよっ！　あんなのはっ！」


「ふーっふっふっ。も・ん・ど・う・む・よ・うっ！」


　あたしは中指をおっ立てる。


　まえからやってみたかったのだっ！　誰かをひたすら追い回す役！


　だからこそ、追いかける理由をつくるため、わざわざあの状況で、自分から『負けた』なんぞと言い出したのだ。


「はわーっ！　かんべんーっ！」


　逃げ出す彼女、追うあたし。


　さー、たっぷりからかわせてもらうとしましょーか[image: ]







（ナーガの挑戦　おわり）










エルシアの城










　だごでーん！





　あたしの放った竜破斬ドラグ・スレイブの一撃は、湖のほとりにたたずむ白亜の城ごと、その中に居い座すわった悪の魔道士Ａと、その配下『死せる者アンデツド・モンスター』の軍団を一気にふき飛ばした。


　──ふっ。楽な仕事である。


「ざーっとこんなもんですよ[image: ]」


　おーいばりで後ろをふり返り、あたしは一同にウインクを送る。


　エルシア公と騎き士し団だんご一同、それに彼女は、あたしの強大な魔力に驚おどろいたのだろう。大口をかっ開いたまま、ただぼーぜんと突っ立っている。


　もともと少々サイズの合わない冠かんむりが、公の頭からずり落ちかけていた。


　土台のガケごと崩くずれ去り、がれきすら残さず湖のもくずと消えた城のあった方に向かい、あたしはびしぃっ！　とＶサインを出す。


「ふっふっふ、戦士にして魔道士たるこのリナ＝インバースにかかっては、こんな事など造ぞう作さもないこと！　めでたしめでたし、びくとりぃ！」


「めでたいことがあるかいっ！」


　あたしは後ろから、エルシア公に思いっきりケリ倒された。





「ああっ！　世の中って、なんでこうも不条理にできているのかしらっ！　うるうる！　あたしはきちんと仕事をやったのに！」


　あたしは、一気にあおった大ジョッキを、どこでん！　と叩たたきつけるようにテーブルに置く。


「自分の非常識を世の中の不条理に置き換かえないで」


　向かいに座すわった彼女は、同じくジョッキをくいーっと一気にあおり、空になったそれをとん、とテーブルの上にもどす。


　二人は同時にドリンクのおかわりを注文した。


　──言っておくが、あたしの飲んでいるのはただのジュース。しかし彼女のジョッキの中身は、かなり度の高いアルコールである。それをあたしとほぼ同じペースで飲み干しながら、顔色一つ変ってはいない。


「非常識とは何よ、非常識とは」


「あなたのどこに常識があるってぇのよ」


「あなたみたいな常識のカケラもない格かつ好こうしたひとに言われるすじあいはさらさらないと思うんですがね」


　やたらと露ろ出しゆつ度どの多い彼女のコスチュームに目をやりながらあたしは言う。


「なかなか言うわね、おちびちゃん」


「脳ミソの栄養が全部胸の方にまわったひととは違いますから」


「あら、わたしが胸があるんじゃなくて、あなたがなさすぎるだけじゃなくて？」


　ぴぴくっ。


　あたしのこめかみが小さくケーレンする。


「あなたこそ、なかなか言うじゃない」


「……ほーっほっほ」


「……ふっふっふっ」


　テーブルの上で二人の視線がぶつかり合う。異様にぎすぎすした空気に耐え切れず、別の客がまた一人、逃げるかのように店を出ていく。


　メシ屋の主人が頭をかかえた。


　今回のしごとで、不幸にもたまたまコンビを組むことになったが、それ以前にも、あたしは彼女と面識があった。


　その名は、『白蛇サーペントのナーガ』という。
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　彼女は、あたしの生しよう涯がい最大最強のライバルなのだ。


　──と、彼女は言っている。


　あたしは認めん。（……ミもフタもないなァ……）


　あたしがライバル視しているのは、この世でただ一人、郷く里にの姉ねえちゃんだけである。……もっとも、むこうはこっちを相手にしていないかもしんないけれど……


　しかし実際、ナーガとは以前にも何度か戦い、一度はあたしも自みずからの負けを認めたことさえあった。


　もめているのは、今回のしごとでのことである。


　エルシア公の居きよ城じよう、小さいながらもその外見の美しさで有名なラントゥス城を、アンデッドの群れを引き連れた一人の魔道士が襲ったのは、今から一ひと月つきばかり前のことだったらしい。


　──ありがちな事件である。


　もともとたいした軍備もなく、城はあっさりと魔道士の手に落ちた。


　なんとかそれでも逃げ延びたエルシア公は残った騎士団のメンバーと共に、打倒魔道士に情熱を燃やすも、戦力の不足はどうにもならない。国王に助けを求めれば軍を貸してもくれようが、それでは自分の無力さかげんを、国中にひろめるようなもんである。下へ手たをすれば、ロードの地位をも剝はく奪だつされかねない。


　そこで、たまたま通りかかった魔道士に、別々に助力をたのんだわけである。


　つまり──あたしとナーガに。


『アンデッドの軍団と、それを操あやつる魔道士を倒す』というのが、あたしたちに与えられた仕事だったのだが……


「相手を城ごと吹き飛ばす、ってぇのが一体どういうふうに常識的だってぇの？」


「合理的じゃないの！」


　あたしはぷうっ、と頰ほおをふくらませる。


「……だってエルシア公、契約の時にも言わなかったし……『城を丸ごと吹き飛ばしちゃダメだよ』って……」


「言わないわよぉっ！　普通、そんなことっ！　常識以前の問題でしょうーがっ！」


　ばべんばべん！　と木のテーブルを叩きながら彼女はわめく。


「おかげでロードはかんかんになっちゃって、『かわりの城を調達するまで依頼料は払わん』なんて言い出す始末……おかげでこっちはいい迷めい惑わくよ！　仕事を受ける時、パートナーがいるとは聞いてたけど……あなただって知ってたら、受けなかったわよ！」


「あたしだって！」


　またまたあたりに充満するぎすぎすした雰ふん囲い気き。


　──それを破ったのはあたしの方だった。


　ふうっと、大きくため息をつき、彼女から視線をそらす。


「……ともあれ、ここでこーやっていてもはじまらないことだけは確かね。


　問題は、その『かわりの城』ってやつだけど、まさか新築するわけにもいかないし……となると、使われていない古城を探すか、誰だれかの使っている城をかっぱらうしかないんだけど……」


「かっぱらう……って、あなたねぇ……」


「悪人からぶん取るのなら、別に問題はないでしょ？　どこの国でも、ちゃんと法律で、『悪人に人権はない』って決めてあるし」


「決めてない決めてない」


　……そーかなァ……他人の人権をへーきで無視するよーな連中の人権なんぞ、認めてやることないと思うんだけど……


　しかしともあれ、ここで彼女と論争をしてもはじまらない。


「──とは言っても、この近辺で、古城をアジトにしているよーな気のきいた盗賊団の話は聞かないし……」


「あ、それならわたし、心当りがあるわ」


「ほんと!?」


　ナーガはこっくりとうなずいてみせる。


「もっとも──相手は盗賊じゃなくって魔道士だけどね」





「ここよ」


　ナーガは言って足を止める。


「……これがぁ……？」


　ずり落ちかける冠かんむりを手で支えながら、エルシア公は不満げな声で言う。随ずい伴はんの騎士連中も、あまりいい顔はしていない。


　──まあ、無理もないよーな気はするが。


　町から少し離れた山の中、うっそうたるしげみにおおわれて、苔こけむした黒い城が重くたたずんでいる。悪人のアジトとしてはこれ以上はないが、ロードと騎士団の居きよ城じようとするにはあまりふさわしくない外見である。


　ナーガの話によると、ここにいる魔道士は、十年ほど前にある国であやしげな人体実験をやっておたずね者の身となり、この地まで流れ着き、そのままいすわってしまったらしい。


　……なんで彼女がそんなことまで知ってるのかはわからない。あたしの知らない情報網をにぎっていることだけは確かだが。


「……仮にも一国の王から領地を預あずかり、ロードの称号までもらったものが、こんな城に住むというのも……」


　なにやら一人でぶつぶつとつぶやくエルシア公。


「まあ……前の城とはだいぶイメージはちがいますけどね……たしかに」


　あたしは言う。


「けど、公ロードの領内で使えそうな城、って言ったら、ここしかないんですよ。『ここはいやだから新築しろ』なんて言うんでしたら、いくらなんでも怒りますよ、あたしたち」


「むう……」


　公はちらり、と騎士団連中の顔を見る。


　立ち並ぶその表情に、不満の色がありありと浮かんでいる。


「まあ……ないのなら仕方があるまい……改装すれば、まあまあ見えるようにはなるじゃろう……」


　ずり落ちかけた冠を直しながら、自分自身を納なつ得とくさせるかのような口く調ちようで言う。
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　あたしはこっくりとうなずいた。


「それじゃあ決まりね。さて、行きましょうか、ナーガ」


「ええ」


　うなずいて、あたしといっしょに肩を並べて歩きだす。


　後ろからぞろぞろとついてくる、エルシア公と騎士団ご一行様。


　強烈な緑のにおいがたちこめる中、あたしたちは足を止める。


　当然と言えばごく当然のことだが、城にはやはり門番がいた。


　骸骨戦士スケルトン五体とグールが三体。


「……またアンデッドか……」


　茂みのなかに身を潜ひそめ、エルシア公は吐はき捨てるようにつぶやいた。


「どうもわしは、あいつらは好かん。ゾンビは腐くさりかけで夏場はくさいし、グールは汚きたないし、スケルトンは愛あい敬きようがないし……」


　またもやなにやらつぶやきはじめたエルシア公を、うっとーしそうな目でちらりと見るナーガ。


　……まあ、公がアンデッド・モンスターを嫌いなのはわからなくもないが、こう始し終じゆうぶつぶつと後ろでつぶやかれるのは、うっとーしくて仕方がない。
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　全くの余談になるが、魔道士が自分の住家やなんかを守るのに、アンデッドを多用するには、ちゃんとそれなりの理わ由けがある。


　ちょっと考えればわかることだが、コストがほとんど必要ないのだ。


　死体なんぞ、墓場か戦場に行けばそれこそいくらでも転がっている。それに低級霊をとりつかせるか、あるいは死体に『傀儡虫デイスウオーム』を寄生させてやれば、それでゾンビのいっちょうあがり、である。


　むろん、食費も維持費も人件費もいらない。製造コストオンリーで、体中の肉が腐り落ちて動かなくなるまで（想像しないよーに）使えるわけである。くさいけど。


　そうなってしまえば、今度は残った骨に低級霊をつかせて、骸骨戦士スケルトンとして使えばよろしい。まさにこれこそ、骨まで使えるお徳用！


　ただ、ゾンビにしろスケルトンにしろ、能力的に、ごく単純な命令しか受けつけないという欠点はある。命令のやりかたを間違えたりしようものならば、それこそものの役にも立たない。


　骸骨戦士スケルトン百数十体を引き連れて城攻めをした魔道士が、『城内で動くものはすべて打ち倒せ』と命じたところ、城門を入ったところでいきなり骸骨戦士スケルトンたちが同どう士し討うちをはじめ、城にはなんの被害を与えることなく壊かい滅めつした、などという情けねーエピソードは、魔道士うちではけっこう有名な話である。


　……あたしじゃないぞ。そのまぬけな魔道士ってぇのは。


　で、もー少しフレキシブルなしごとをさせるのに、グールを飼かったりしているのだ。


　腐りが進んで動きの悪くなったゾンビをきちんとエサとして与えてやっていれば、実はああ見えて、なかなか忠実になついてくるのだ。


　──まあ、あんましなつかれて嬉うれしいもんでもないけれど……


　以前立ち寄ったある魔道士の家で、召めし使つかいがわりのグールにあいそ笑いをされて、思わず攻撃魔法をぶちかましそうになったこともあった。


「しかし……この見張りはちいとやっかいじゃぞ……いざことがあれば、骸骨戦士スケルトンが侵入者をむかえ討ち、グールが仲間を呼びに行くかまえか。……どのような手でゆく？」


　エルシア公の言葉に、あたしとナーガは顔を見合わせて同時にうなずく。


「やっぱし……あたしたちが共同戦線をはった以上、とるべき作戦と言えばたった一つ」


「あれ……よね」


　言ってナーガはにやりと笑う。


　すなわち──単なる力押し！


　……他人にゃとても言えないが。





　グールが手にした槍やりを構える。


　右手に下げた剣を、ゆっくりと胸むな元もとまで持ってくる骸骨戦士スケルトン。


　城のまっ正面からやってくる、女二人組を警戒してのことである。


　むろん、あたしとナーガである。判断力のほとんどない骸骨戦士スケルトンから見ればどうかは知らないが、グールから見れば、人間の女が二人、何やら談笑しながら歩いてくるかのように見えるはずである。


　確かに顔を見合わせて、にこにこしながら歩いてはいるが、あたしたちの口にのぼっているのは、近所の噂うわさ話ばなしなどではない。


　小声で攻撃呪じゆ文もんを唱となえているのだ。


「……じゃあ、そろそろ」


「そーね、いきましょうか」


　二人はやおら足を止め、唱えていた呪文を全く同時に解き放つ。


「火炎球フアイヤー・ボール！」


「氷結弾フリーズ・ブリツド！」


　……おやぁ？


　あたしの放った赤みがかった光球と、ナーガの青みがかった光球とは、門番の骸骨戦士スケルトンに届くはるか以前に、みょーな相そう互ご干かん渉しようでも起こしたのか、互いに引き合うかのように、大きく軌き道どうを変えてぶつかった。


　ぱきぃん！


　などという澄すんだ音を残し、二つの光は消滅する。


「…………」


「…………」


　硬直する二人。


　なーるほど、炎の術と氷の術とがへんなふうにぶつかりあうと、こんなことになっちゃうんだ。


　──などと感心している場合じゃないっ！


「あなたが変な呪文を唱えるから悪いのよっ！」


　ナーガが叫ぶ。


「なによなによっ！　それはこっちのセリフよっ！　氷の呪文なんて景気の悪いもん唱えちゃって！」


　あたしも負けじと言い返す。


「何を考えてるのよっ！　夏場は涼しい氷の呪文がいいにきまってるじゃない！　呪文がハデならいいってもんじゃあないでしょうがっ！」


「やめんかばかものーっ！」


　声と同時に後ろから、エルシア公のケリが来た。


　げしっ。


　あたしとナーガはまともにコケて、地面でしたたかおでこを打つ。


「いたたた……何するんですか……」


「いたた、じゃないっ！　それよりあいつらを何とかしろっ！」


　言われて城の方を見ると、すでにグールたちは城の中にひっこんでおり、剣を構えた五体の骸骨戦士スケルトンが、かしょりかしょりと音を立て、こちらに向かってやってきている。


　なるほど。こりゃ口ゲンカしている場合じゃないわな。


　あたしとナーガは正面から骸骨戦士スケルトンたちと対たい峙じする。


「あなたが変な文句つけるのが悪いんだかんね」


　あたしは正面を向いたままぽそりと言う。


「あなただって騒いでたくせに」


　言い返そうとして、あたしは思い直す。


「……やめましょ。またロードのケリが飛んでくるわ」


「……そうね」


　二人は、呪文を唱え始める。


『振動弾ダム・ブラス！』


　今度こそ、二人の呪文を唱える声が見事にハモる。


　二体の骸骨戦士スケルトンが一撃で砕くだけ散る。しかし残った三体は、ひるむ様子すら見せず（感情がないのだから当り前だけど）、こちらに向かってやって来る。


「ここは我われ等らにお任まかせを！」


　言ってとび出すエルシア公の騎士団たち。


「さがって！　剣じゃあこいつらを倒すのはむずかしいわ！」


　叫んだときにはもう遅い。騎士たちははや、敵と刃やいばを交まじえていた。騎士の一人がブロード・ソードで骸骨戦士スケルトンの頭を薙ないだ。頭ず蓋がい骨こつがかくんと不自然な角度に一瞬傾き──


　それだけである。


　ひょこなん、とバネ仕掛けのようにそれはもとの位置に戻り、なにごとも無かったかのように、かわらぬ攻撃をしかけてくる。


「うおおっ！　我等が剣が通用せんっ！」


「前の時と全く同じだっ！」


　だぁぁぁっ！『反省』っつー言葉を知らんのかっ!?　ここの騎士団連中はっ！


　なんとなく……前の城があっさり乗っ取られたのがわかるよーな気がする。


　しかしこれでは、呪文を使えば騎士団にも被害が及ぶ。


「まかせて！」


　言ってナーガが呪文を唱えはじめる。


　……まさかとは思うけど、騎士団もろとも吹っ飛ばそうなんて了りよう見けんじゃあ……


「浄化炎メギド・フレア！」


　なんと！


　ナーガが呪文を唱えると同時に、紅ぐ蓮れんの炎が騎士団と骸骨戦士スケルトンを飲み込んだ。


　瞬時にして崩れ落ちる骸骨戦士スケルトン。


　思わず悲鳴を上げる騎士団。


「うわぁぁぁ……あ？　熱くない？」


　浄化炎メギド・フレア──


　高位の司教ビシヨツプなどが使う、白魔術の技である。悪意、敵意などを和やわらげ、害意を持った低級霊を退しりぞける。


　むろん生身の騎士団たちには影響はない。むしろ殺さつ気きや悪意を殺そがれて、気分すっきりさわやかさん、である。


　まさか悪の魔道士然たるかっこうをした彼女が、こんな術を使えるなんて……


「やるわね、ナーガ」


「なんの」


　彼女は親指をくいっ、と立て、あたしにウインクを送る。と、そこへ──


「驚かせるなっ！　ばかものっ！」


　エルシア公のケリがふたたびナーガにさく裂する。


　……気の短いロードである。騎士団の連中も、さぞかし苦労していることだろう。


「魔道士殿！　あれを！」


　騎士団の一人が声を上げる。


　見ると、城の門からぞろぞろと、十数体の骸骨戦士スケルトンだのゾンビだのがやって来る。


　でぇぇいっ！　めんどーだぁっ！


　あたしは呪文をとなえながら両手を左右に大きく広げ、右手をアンデッドたちに向かってつき出した。


「餓竜咬デイスフアング！」


　地面に落ちたあたしの影が、不自然な形で大きく伸びる。


　──いや、正確に言うならば──


　あたしの影のその中から、大きな竜の形をした影が生まれたのだ。


　それは、瞬またたくうちに大地を疾はしり抜け、巨大な顎あぎとを大きく開き、アンデッドたちの影にかみついた。


　その瞬間──


　ばぎっ。ぽりん。


　骸骨戦士スケルトンの骨が砕け、ゾンビの肉がこそげ落ちる。


　竜の影がかみついた影の部分と、全まつたく同じ場所が砕くだかれていく。


　一体のゾンビの肌に、生々しい牙きばの跡が刻きざまれる。


　そして、あまり気持のよくない咀そ嚼しやく音おん。


　アンデッドの一団は、さしたる間もなく壊滅した。


「退ひけ、影の竜よ」


　命令とともに、あたしの影は本来の姿を取り戻す。


「あなたもなかなかやるじゃない。それでこそわたしのライバルよ」


　ナーガは言った。


　だから……くどいようだけど、ライバルなんかじゃないってば……





　一行は、城の内部へと突入した。


　門の前でアンデッドの一群を倒してしばし、そのまま様よう子すを見ていたのだが、どうにも動く気け配はいがない。おそらくはアウトドアでの戦いは、いたずらに戦力を消しよう耗もうするだけと知り、あたしたちを城のなかに誘い込んでから倒すつもりになったのだろう。


　しかしっ！


　たとえどのよーな策を練ねろうと、このリナ＝インバースを倒すことなど不可能なこと！


　こちとらいざとなれば、たとえ相手を城ごと吹き飛ばしてでも……と、いかん。このテは確か禁じ手だっけ。


　ともあれ──


　今あたしたちの目の前には、城の大ホールがひろがっていた。


　反対がわに、次のフロアへと通じる階段。


　あたしたちがホールに入るや否いなや、階段下の扉が開き、ぞろぞろと、ゾンビたちが姿をあらわす。


　ナーガはずいっ、と一歩踏み出し、腰に手を当てて大きな声で言い放つ。


「ほーっほっほっほ！　この程度のシロモノで、この『白蛇サーペントのナーガ』にたちうちできるとでも思っているの！　いくら数を出そうとも、ゾンビごときの五体や十体……」


　ぞろぞろぞろぞろ……


「十体や二十体……」


　ぞろぞろぞろぞろ……おいおい。


「三十体や四十体……」


　まだまだぞろぞろ。


「……ふっ」


　彼女は小さく笑うとあたしたちの方にふり返り、ぽんっ、とあたしの肩をたたく。


「任せたわよ、リナ」


　……なんなんだ、そりは……


　しかし、たかがゾンビとは言うものの、外とちがって見み境さかいなしに強力な攻撃呪文も使えない以上、これだけの数を相手にするのは確かにしんどいものはある。呪文を唱えるあい間に、数にまかせて突っ込んでこられたりしたら、冗談抜きでとことん苦しい。


「ふっ……しかたないわね」


　あたしは呪文を唱えると、右手をほぼ真上に突き出した。


「振動弾ダム・ブラス！」


　天井の一部が砕け、がれきとなって床に落ちる。


　あたしは次の呪文を唱えると、ナーガの体にしがみつく。


『浮遊レビテーシヨン』の術である。


　あたしはナーガを抱えて、ぷかりぷかりと宙に浮かぶと、下にいるエルシア公に声をかける。


「二階から上の敵はあたしたちに任まかせてください！」


　いきなりロードの顔色が変る。


「ち……ちょっと待てっ！　それってふつう、『見捨てて先に行く』とか言わんか!?」


「言わない」


　あたしはきっぱり言い切った。


　言い切れば勝ち。世の中そーいうもんである。


　なおもなにやらわめき続けるエルシア公を無視しつつ、あたしたちはさきほどの振動弾ダム・ブラスで天井にあけた穴から二階に進んだ。





　五階、最上階。
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　めざす魔道士の部屋はそこにあった。


　二階からそこにたどりつくまでに、実はあたしたち、結構苦労したのだった。


　一階に出てきたゾンビたち、あれが戦力の大半だろうとたかをくくっていたのだが、いやいや、これがとんでもない。


　あとからあとからぞろぞろと、ゾンビやグールやスケルトン、出てくるわ出てくるわ。


　よくもまあ、アンデッドばかりこれだけもつくったもんである。他にやることは無かったんだろーか。ここの魔道士は？


　おそらくは、こちらの戦力を消しよう耗もうさせるのが目的だったのだろう。


　たしかに、たかがゾンビとは言え、あれだけの数をばか正直に相手にしたならば、肝かん心じんかなめの城主様、アンデッド使いの魔道士の前にたどり着くころには、たぶん二人とも、小さな火の玉ひとつ出す力すら残ってはいなかっただろう。


　あたしたちは、一階を突破したのと同じ要領で、壁をぶち抜き、天井を破り、なみいるアンデッドたちをなんとかかんとかやり過ごし、ようやくここまでたどりついたのだ。


「さて、それじゃあ──」


「行きましょうか！」


　あたしとナーガは、同時に扉を蹴けり開く。


　明りすらない、うす暗く、やたらだだっ広い空間に、大きな人影が四つ。


　あたしたちは同時に呪文を解き放つ。


　あたしは『炎の矢フレア・アロー』、そしてナーガは『氷フリーズの・矢アロー』。二人が狙ねらったのは別々の影。


　呪文は影を直撃し、一瞬炎が影の姿を浮かび上がらせる。


　岩人形ロツク・ゴーレム！


　とすれば当然、今の呪文はほとんど効きいていない。


　あたしは同時にその一瞬の光で、部屋の奥──玉ぎよく座ざに座る人物の影をとらえていた。


　あれがどうやら、例の魔道士らしい。


　とりあえず今回、魔道士を倒すつもりは全くない。たとえ今、ちらりと見えた玉座に向かって攻撃魔法をぶち込んで、城主の魔道士をうち取ったとしても、それで一いつ旦たん命令を受けたゾンビたちがおとなしくなるわけでもない。


　悪の魔道士殿には、配下のアンデッドたちに与えた命令をとり消してもらわなければならないし、それに何より、いくら相手が悪の魔道士と言ったところで、こちらの都つ合ごうだけでいきなりやって来てさんざん暴れまくり、おまけに倒してしまう、なんぞというのは、いくらなんでもあんまりである。


　……『悪の盗賊なら、こちらの都合でうむを言わさずしばき倒してもいいのか？』などと思ったそこのきみ。


　いいに決まってるじゃないの。（あ、また言い切った）


　むろんナーガにも、それはきちんと言いふくめてある。


　要はどうやって相手に降こう伏ふくさせるか、なのだが……。


「リナ！　あなたはゴーレムたちの注意を引いて！　ここはあたしに任せて！」


　言うとナーガは呪文を唱えだす。なにやら彼女、考えがあるようだが。


　のっしのっしとやって来るゴーレムに向かって、あたしは振動弾ダム・ブラスを放つ。しかし大柄な上に固い体、とてもじゃないけど一発で倒せるもんじゃあない。


　狙ねらいはゴーレムたちの足。


　とりあえず、動きを止めることが先決である。


　その間にも、ナーガの呪文の詠えい唱しようは続く。


　──何かを召しよう還かんする系列らしいが、あたしもよくは知らない術のようである。


　胸の前で合わせた両手の指は次々と形を変え、さまざまな印いんを結んでいる。


　その額ひたいにうっすらと、汗の玉が浮かんでいる。


　そして──


　彼女の呪文が完成する。


「魔竜吠グ・ル・ドウーガ！」


『力のある言葉』に応こたえ、それは出現した！





　魔王竜デイモス・ドラゴン──


　この世界すべての闇やみを司つかさどる『北の魔王』がいると言われるカタート山脈にしか生息しない、ほとんど伝説に近い竜である。黒いウロコは光をも飲み込み、その吐と息いきはあたりに虚きよ無むを撒まき散らすという。


　ゴーレムなんぞはとうてい問題外、『竜王ドラゴン・ロード』の異い名みようをとる黄金竜でさえ、その力の前には屈するしかない。


　はっきし言って、こんなシロモノを呼び出された日にゃあ、魔王自身の力を借りた魔法を使うか、でなければ、ひたすらなんとか逃げるくらいしか手はない。


　まさしく無敵の魔竜なのだ。


　相手をビビらせて降伏にまで持っていくには、十分すぎる切り札である。


　──むろん、きちんと呼び出せば、の話ではあるが。


　召還円サモン・サークルすら描かずに、印と呪文だけでこんなものを呼び出したナーガの実力は認めるが……
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　部屋の中で竜なんぞ呼び出して、どーせいっちゅーんじゃっ！


　意外と丈じよう夫ぶな床と天井に体をはさまれ、身動きのできぬままにひたすらシッポだけをぱたぱたと振っているそれは、『単なるジャマもの』以上のものではありえない。


「状況を見て魔法を使ってよっ！」


「うるさいわねっ！　ならあなたがやればいーじゃない！」


「おーっし！　やってみせようじゃないのっ！」


　瞬時にあたしは頭のなかで策を練る。


　──しかし、気になるのは相手の魔道士である。あたしたちの戦いぶりを見てもなお、動じることなく玉座にどっしりと腰をおろしている。よほどの自信があるのか、あるいは腰を抜かしたか……


　何か切り札を隠していると思った方がいいのだろうが……


　ともあれ、考えてるだけじゃあはじまらないっ！　やってみるべし！


「振動弾ダム・ブラス！」


　あたしの呪文が、一体のゴーレムの胸板をえぐる。さきほどあたしが術で両足を砕いたうちの一体である。それでもなんとか両手を使って体を支えてはいるが、はや自由に動くことすらままならないようである。


　あたしの立っている位置からでは、そいつの影になっていて、魔道士の玉座は見えない。


　びしぃっ！　と、あたしはそのゴーレムを指さした。


「ナーガ！　いまあたしが呪文をあびせたのと同じところに、あたしの合図と同時に振動弾ダム・ブラスをぶち込んで！　正確にね！」


「お安い御用よ！」


　答えて彼女はにこりと笑う。


　あたしは大きくうなずくと、ゴーレムに向かって駆け出した。


「あたしに当てちゃあだめだよ！」


「たぶん大丈夫！」


　……その『たぶん』ってぇのが彼女の場合、すごく不安なんだけど……


　ナーガが呪文を唱えはじめる。


　そしてあたしも。


　ゴーレムは、まっすぐ突っ込んでくるあたしの姿に気がつくと、大地がきしむかのような声で吠ほえた。


　その巨体が目の前に迫る。


　──今っ！


　あたしは右手を大きくぶん回す。むろんナーガへの合図である。


　ゴーレムが不自然な体勢から、あたしに向かって右手をふり回す。当れば間違いなしの致ち命めい傷しようだが、至し極ごく単調な大振りである。身をかがめてなんなくかわし、内うち懐ぶところに入り込み、その脇わき腹ばらあたりに手をかける。


　全く同時だった。


　ナーガの放った振動弾ダム・ブラスが、ゴーレムの胸を狙い違たがわず打ち砕くのと──


　あたしが、唱え終った呪文を解き放ったのとは。


「炸弾陣デイル・ブランド！」


　本来はこれ、石つぶてを真上に吹ふき上げる術である。が、今回は、ちょいとその使い方を変えてみた。


　ゴーレムが彼女の術で砕かれて、がれきと化したその瞬間、あたしの術が、その破片をま後ろにむかってふっ飛ばす！


　すなわち──魔道士の座る玉座に向かって。


　そしてあたしも再び床を蹴ける。


　吹き飛ぶ石つぶての流れに乗って。


　この石つぶてで相手が戦闘不能にならなかった場合、あたし自身が接近戦でケリをつける。たとえどんな相手であれ、この状況下でこちらの動きを完全に見切るのは、ほぼ不可能というものだろう。一方こちとら、相手のあごを、かるくかすめてぶん殴なぐるだけでいいのである。それだけで、相手はいともあっさりと脳しんとうを引き起こし、間違いなしに戦闘不能に陥おちいるはずである。


　玉座が迫る。


　よける気がないのか、それともよけられないのか、そこに座った人影は、いまだに動く様子を見せない。


「もらった！」


　こぶしを胸元で構え──


「どぅわっ！　ずげげげげっ！」


　あたしは慌あわててブレーキをかけた。





「かんぱーい！」


　あたしとナーガは、エルシア公からもらった報ほう酬しゆうで、町の酒場で祝杯を上げていた。


　むろん彼女は度のキツいアルコール、そしてあたしはジュースだが。


　二人は一気にそれぞれのジョッキをあけると、全く同時におかわりを頼む。
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　テーブルの上に並んだ料理に、あたしはさっそく手をつける。


「……けど、なんかみょーな仕事だったわね」


「……うん」


　あたしのことばに、ナーガは、トリ肉にかぶりつきながらうなずいた。


「わたしたち、一体何と戦ってたんでしょうね……」


　あたしはおもわず、口もとにまで持っていった羊の肉を皿に戻した。


　あの城の、玉座にこしかけていたものの姿を思い出し。


　そこにあったのは、すでに腐りかけた、一人の魔道士の死体だった。


　おそらくは、何かの病気にでもやられたのだろう。


　考えてもみれば当り前だが、始終腐りかけのアンデッドたちなんぞと暮していて、健康にいいわけがない。自分のつくったゾンビからへんな病気でももらったんだろうか。


　病やまいで動けなくなったものの、ゾンビやグールやスケルトンなんぞに、薬の買い出しを命じるわけにもいかなかったのだろう。


　かなりヒサンな最期だったに違いない。


　全国の悪の魔道士諸君！　アジトをアンデッドだけでかためるのはよくないぞー。多少コストがかかっても、生きてる連中をいくらか雇やとっといたほーがいいよー。


　……魔道士の造りあげたアンデッドやグールたちは、自分の主人が死んだことすら理解できずに、以前に与えられた命令を、ただ忠実に実行していただけだったのだ。


　玉座での対決（？）のあと、あたしたちは残ったゴーレムを倒し、ナーガは竜をひっこめて、城の外へと一時退却した。すでにちゃっかり逃げ出していたエルシア公と相談の上、十日ばかりかかって、城のアンデッドたちを駆く除じよしたのだ。


　そして本日城の引き渡し。かくてあたしたちは、なんとか無事にロードから、約束の報酬をもらったわけである。


「……でも、すごく喜んでたね、エルシア公」


　あたしの言葉に彼女はうなずく。


「気の荒い偏へん屈くつ中年だけど、ああ喜ばれると、まんざら悪い気はしないわね」


「うん。きっと今ごろ……」


　メシ屋のドアが蹴り破られた。


　あたしとナーガはあわててそちらに視線を移す。


　そこには、噂うわさのエルシア公が立っていた。


　目を血走らせ、肩で荒い息をして。


　ずり落ちる寸前の冠を、もはやなおそうとすらしていない。


「エ……エルシア公……」


　鬼気迫るその雰囲気に、二人は思わず息を飲む。


「ど‥…どうですか？　新しい城の住み心地は？」


　その場をなごませようと、あたしの言ったセリフに、ロードはにいっ、とそーぜつな笑えみで答える。


「ああ……きわめて快適だったよ……つい今しがた、崩くずれ落ちる直前まではな」


　…………


『でぇぇぇっ!?』


　あたしとナーガの声がハモった。


「ろ……老ろう朽きゆう化かが進んでたのよねー」


「た……たぶん……いや、きっとそーよ」


「そう！　それに、だれかさんたちが意味もなく、魔法であちこちに大穴をあけてくれてたから……ずいぶんモロくなってたんじゃろうなァ……」


　ぴっ、と二人はひきつった顔を見合わせた。


「……逃げよう」


「……逃げましょう」


　二人は同時に走り出す。


「待てーっ！　逃げるかっ！」


　そして。


　今日もまた、エルシア公のケリが飛ぶ。







（エルシアの城：おわり）












スレイヤーズえくせれんと



悪役ファイト！














「動くなぁっ！」


　突とつ如じよ上がった大声に、ぴたりと動きを止めるリナ。


　一人の男が、僧侶プリースト姿の小柄な少女を後ろからはがい締めにしたままで、ブロード・ソードの刃をそののどもとに押しつけている。


「動くなっ！　こいつの命が惜しければおとなしくしろっ！」


「くっ……」


　思わずリナは歯嚙みした。


「放してっ！　放しなさいってば！」


　少女は男の腕の中で、じたばたもがきながら叫ぶ。


「あんたっ！　聖職者にこんな真ま似ねして許されると思ってるのっ!?　とっとと放さないと、あんたの魂たましい地獄にひきずり落とすわよ！」


「やかましいっ！　それが坊ぼう主ずの言うセリフかっ！」


「この際僧侶プリーストもなにも関係ないでしょうが！　ひとがせっかく説得してあげてるのに無視するなんて！　ならしかたない。たっぷり思い知らせてあげるわ！　リナさん！」


　彼女は、剣を構えて男のスキをうかがうリナに視線を向け、


「こうなったら、あなたはどうなってもいいから私を助けて！」


　ぶっ！


　リナと男は同時に吹き出す。


「おまえ……ほんとに坊主か……？」


　愕がく然ぜんたる表情で、男は腕の中の少女に目をやる。


「僧侶プリーストである以前に私は人間よ。やっぱり自分が一番かわいい」


　心の底から断言する。


「……うふ……うふふふふふ……」


　とたんにリナが笑いはじめる。その笑いの中に、何かしら、とてつもなく不吉なものを感じ取り、少女と男は目をやった。


「そのとーりよね、ミーナさん。あたしもあなたの護衛を引き受けた者、という以前にただの人間だから、やっぱし自分がかわいーわよね」


「ちょっ！　ちょっと待って、リナさん！　早まっちゃあいけないわ！　人間やはり助けあい、博愛と自己犠牲の精神が必要よ！」


　あわててつくろう彼女のことばを、むろん聞いてなどはいない。


「安心して。殺しゃしないから[image: ]」


　言うやいなや、やおら呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


「まっ！　待ってぇぇっ！　人ひと質じちがどーなってもいいってゆーのぉぉっ!?」


　必死で叫ぶミーナの言葉に、攻撃呪文の雨が応こたえた。





　やがて荒こう野やに夕日が沈む。意味なく腕など組みながら、リナはやはり意味もなくガケの上などに立っている。


　黒いマントは風にはためき、足下には、体中ホータイだらけでいも虫と化したミーナが転がっている。


　そこに何の前ぶれすらなく、やおら流れるナレーション。


『かくて、悪の犯罪結社ヘルマスターは、リナ＝インバースの活躍の前についえ去った。


　しかしこの世に悪があるかぎり、第二、第三のヘルマスターは、いつかかならず現われる。負けるなリナ！　戦えリナ！　愛と勇気と真実で、この世の悪を、いつか打ち砕くだくその日まで！』


　やがて静かなメロディのＢＧＭが流れ出し、画像を映し出していた水晶の大スクリーンに、製作スタッフの名がスクロールしていく。


　会場は、拍手の嵐に包まれた。


　明るくなったホールのなかにひしめく妙みような男たち、その数ざっと数十人。


　姿形はカタギでも、その持つ雰囲気が違う。


「いやぁ、面おも白しろかったですなぁ」


「特にラストの、依頼人のミーナが我が身を顧みずに、組織の首領を討て、と叫ぶあのシーン、わたしゃ年がいもなく涙してしまいましたよ」


「……ありましたっけ？　そんなシーン……」





「ええいっ！　拍手をするなぁぁっ！」





　だごんっ、と水晶パネルをぶっ叩たたきながら叫んだのは、さきほど映像の中でミーナの首にブロード・ソードをおしつけていた、がっしりとした赤毛の男──犯罪結社ヘルマスターの元首領、ガルス＝ブレイダーその人である。


　しーん……


　迫力に押され、会場は一瞬沈黙する。


『第三十八回　沿岸諸国犯罪結社連合定期集会』などと書かれた吊つり看板が、天てん井じようのほうできこらきこらと揺れている。


「いーかあんたらっ！　今回のテーマは『お楽しみ映画大会』じゃないっ！　我われ等らコネクションの脅きよう威いとなっている、あの極ごく道どう魔道士の対策会議なんだぞ！　ちったぁマジメに対策考えたらどーだっ！」
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「……そーは言うがなァ……」


　白髪頭の老人が、しんそこイヤそーな口調で言う。彼もむろん、どこかの犯罪結社のボスである。


「強力無比で見境いがなく、たとえ人質を取ったところで手加減はなし。こんな奴やつをまともに相手にしていたら、それこそこちらの身がもたん。ま、ここはひとつ、相手は地震か台風だと思って、おとなしくやりすごしたほうが賢明じゃと思うがのう……」


「同感だ。ガルスには悪いが、なあに、あんただってまだ若いんだ。今からでも遅くない。いくらでも人生やり直しはきくさ。もう一度がんばって、コネクションを立りつ派ぱに立て直してみせろ。今回のことは──まあ、気の毒だが、ノラ犬に嚙まれたんだとでも思って、きれいさっぱり忘れることだな」


「おかしななぐさめ方をするなぁぁっ！　あんたらは他人ごとだからってそんな風に言ってるけどな、オレがコネクションをあそこまでにするのに、一体どれだけの苦労を重ねたと思ってやがるんだっ！……養父母の冷たいしうちに耐えながら、文句のひとつも言わずに財産根こそぎぶん取って、雨の日も風の日も、毎日欠かさずカロンの花の世話をして……はじめて実がなって、立派な麻薬ができた時にゃあ、それこそ思わず涙したもんだった。それからも毎日、売春、窃せつ盗とう、恐きよう喝かつ、強ごう盗とう……地じ道みちにこつこつ働いて、やっと手下たちに働かせて遊んで暮していけるな、なんぞと思ったその矢先……くゥッ、これじゃああんまりくやしいじゃねぇか……」


　ガルスの死ぬほど自分勝手な思い出話に、いつの間にやら会場のうちは、もらい泣きの声で満ちていた。


「くぅぅっ、泣かせてくれるねぇ……」


「わしも子供のころはそうじゃったよ……」


「──なら、話は早い」


　澄すんだ中にも、強い意志を秘めた声。


　デュラン＝バルザーク──黒い髪と、鷹たかを思わせる鋭い目をした、デュオス・コネクションの若き支配者。


　彼は今回の議事進行係でもある。


「いずれにせよ、あれを見過ごしにするわけにはいかん。このままでは我等の面目も立たんし、ここで奴をつけ上がらせれば、いつの日か第二、第三のリナ＝インバースが生まれんとも限らんしな。


　ともあれ我々は、いかなる手段を使っても、あの娘を葬ほうむり去らねばならん」


「その方法だが……」


　ガルスが言う。


「いかに人質を取られようとも動じることのない娘だが、その人質がもしも自分の身内ならどうかな？」


「ふむ、実はな──」


　両手を後ろで組んだまま、言いにくそうに話すデュラン。


「以前、セイルーンの方のある組織が、リナ抹まつ殺さつのために同じ案を出して、あの娘の故郷に腕うで利ききの部下を数人送り込んだことがあったらしい」


「──どうなった？」


「部下は誰だれ一人として帰って来ず、現地の組織に状況や、あいつの家族のことを問い合わせても一いつ切さいノー・コメント」


「……心霊現象みてぇな家族だな……」


「結局、セイルーンにあったその組織はリナに潰つぶされ、あいつは今も生きている。


　それに第一、今から誰だれかをゼフィーリアなんぞに向かわせていたのでは、とうてい間に合わん。


　そこで──だ。ガルス、お前、自分の手で復ふく讐しゆうを果たす気はあるか？」


「もちろんだ」


　彼はきっぱりとうなずいた。


　本当は気が進まないのだが、近隣の組織の頭かしらが顔を揃そろえるこの場で、『オレ、あいつコワいからヤだ』などと言えるわけがない。


　デュランは満足そうにうなずくと、


「なら話は早い。あいつと戦ったことがあるのは、この中ではお前だけでもあるし、今回のリナ＝インバース暗殺作戦の計画はすべてガルスに任まかせ、各コネクションはそれぞれ、その規模に応じて彼に援助をする。それでどうだ？」


　居合わす一同、デュランの言葉にしかたなく賛同する。


　ガルスへ援助するなどというのは気が進まないが、下へ手たに反対などして『それじゃあお前ンところであいつを始末しろ』などと振られてはたまったものではない。


　かくてこの日、ガルス＝ブレイダーは、その生涯屈くつ指しの貧乏くじを引いたのだった。





「で？　どーするのよ、リナさん」


　ミーナがジト目で言ったのは、海辺にある小さな宿屋、その一階の食堂でだった。


　客の数は多いが、落ち着いた感じの静かな店。


　開いた窓から夜の空気が、潮しおの香りと波の音とを部屋のなかまで運んでくる。


「どう、って？」


　ベイオ鮫ざめのシチューをすすりながら、あっけらかんと尋ねるリナ。


「この前、私をきっちり巻き込んで、組織を一つ潰したでしょ」


　恨うらみがましい目つきで言う。リナはロコツにいやな顔をして、


「……まだ根に持ってるの？　呪じゆ文もんであの男といっしょくたに吹き飛ばしたこと……」


「あたりまえよっ！　あの時のことは、きちんとイラスト入りで日記につけて、毎晩寝るまえにひとりで朗読してるんだから！」


「…………」


　暗い奴やつである。


「なんなら見る？　その日記」


「いいっ！　結構っ！　もう何回も見せられてるから！」


　バッグの中をあさりはじめたミーナをあわてて止めるリナ。


　ほとんどブラック・リスト並みの、恨み言がねちねちと書き綴つづってある文章もかなり耐え難がたいものがあったが、その上に書かれた『イラスト』と称するもの。


　巨大毒イモ虫ポイズンクロウラーとも何ともつかぬ生物が、おどろおどろしく稚ち拙せつなタッチで描かれており、その下に小さく書かれた〝リナさん〟という注釈をはじめて目にした瞬間、リナは本気で立ちくらみがしたもんだった。


「……それはとにかく。このあたりの組織ってやたらと仲間意識が強くて、変な連合組合まで結成してるのよ」


　小首をかしげ、とび色の大きな瞳ひとみでのぞきこむように、身を乗り出してミーナは言う。


　長く伸ばした黄金こがね色の髪がさらりと揺れる。


　どう見てもリナより年下なのだが、態度は異常に高たか飛び車しやである。


「……だから？」


「だからぁ、ひょっとしたら、この近隣の組織が総掛かりでかたきうちにやって来る、なんてことがあるかもしれないのよっ！


　どーしてくれるのよ!?　そんなことになったらっ！」


「──ミーナさん──」


　リナは真顔で彼女を見つめ、


「人生、大なり小なり、どうしても避けては通れないこと、というのが必ずいくつかはあるんです。今回の組織とのトラブルも、そんなうちの一つです」


「私をロール・シティまで護衛するだけの仕事で、どぉぉやったら必然的に組織とトラブル起こせるの!?」


「あの状況ではああするより他になかったのよ。わかって」


　リナは片手でミーナの手を取り、くいっ、と握る。


　もう片方の手がカニのハサミのフライをしっかりにぎりしめていなければ、もう少し説得力はあったかもしれない。


「話しかけてきたチンピラに、うむを言わさずいきなりケリ入れて金品強ごう奪だつしといて、何が一体しかたないっていうの!?」


「まあ、あれは……単に途中のプロセス省略しただけで、どう転んでも最後はあーなったんだし……」


　その張り倒したチンピラたちが組織子飼いの連中で、あとはイモヅル式に上の連中がしゃしゃり出て、最終的にはああなってしまったわけである。


「それに、過去を振り返ったところで事態が好転するわけでなし……」


「なぁぁにを他ひ人と事みたいに言ってんのよっ！　これも全部あんたのせいじゃない！」


　ミーナはやおらテーブル越しに、リナの襟えり首くびひっ摑み、かっくんかっくん前後にゆさぶる。
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「ち……ちょほっ……み……みーなさんっ……」


「寺院のお使いなんてねぇっ、めったにあるもんじゃないのよっ！　折角それが運よくまわってきたってぇのに！　あの歪ゆがんだ色気無しの閉鎖社会を飛び出して、一般人のフリぃして、男だましてモノ買わせたり、死ぬほど酒飲んでくだ巻いたり、そぉいうふつーの女の子がやりたかったのにっ！　それをっ！　そぉぉれぇぇをぉぉ！」


「……なんでもっ……いいからっ……離しっ……と……あふぅ……」


「これじゃあロクに羽根も伸ばせないじゃないっ！　ほぉかぁにぃもぉっ！　やりたいことはいっぱいあったのにぃっ！　ばくち場行って、各地のおいしいものたべてっ！　温泉入って……」


　客たちの注目を一身に浴び、すでに完全に目を回しているリナをなおもかっくんかっくんやりながら、ミーナはひたすらわめきつづけた。





　デュランは迷っていた。


　動くか否いなか。


　昼間の会合の結果により、各組織から、ガルスのもとへかなりの物資が届けられ、現在彼のもとには、その気になれば小国を相手に喧けん嘩かが売れるほどの武具がそろっているはずである。


　しかし──


「……ガルス＝ブレイダー……奴やつにリナ＝インバースが倒せるか……？」


　彼はぽつりとひとりごちた。


　ガルスの手並みを信じていないわけではない。いやむしろ、彼は近隣の組織の中でも屈くつ指しの実力者である。


　だが、相手が問題だった。


　噂うわさによればリナ＝インバースは、現在の本当の年齢は数百歳、巨城を一撃で粉ふん砕さいできるほどの呪じゆ文もんを連打できるということではないか。


　この世界の混こん沌とんを統すべる『赤ル眼ビのー魔ア王イ』五人の腹心のうち魔竜王カオス・ドラゴンが、人間の魂たましいを狩り集めるために人の姿に変へん化げしており、ある程度ダメージを与えると巨大な竜になる（笑）という話や、実はリナ＝インバースというのは五百年前に滅ほろんだレティディウス公国の大魔道士で、当人はすでに死んでいるのだが、その残留意志を封じられた黒いバンダナが持ち主を操あやつっている（おいおい……）などという噂もある。


　いずれも信しん憑ぴよう性せいの高い噂ばかりである。


　別に彼は、ガルスに手助けする義理やゆかりがあるわけではないが、昨日未明発表のリナ＝インバース予想進路が、彼女がそう遠くないうちに、デュランの組織本部近くを通ると示していた。


　ほうっておいても、うまくいけばガルスが始末をつけてくれるかもしれないが、その望みはきわめて薄い。


　対決は避けられないと決まっているなら、ガルスと手を組み、総力を上げて叩たたいた方が有利である。しかしひょっとして、おとなしくさえしていれば、リナはデュランの組織に気づかず、そのまま素通りしてくれるかもしれない。それならそれに越したことはないのだが。


　何にしろ、自分の腹がいちばん痛まない方法をとりたいのだが……


　戦うべきか──それとも死んだふりをするか──


　まさにそれは運命の選択だった。





　満月の蒼あおい光が波は止と場ばを照らす。


　波の音だけが、夜を支配していた。


　立ち並ぶ倉庫のうち一ブロック丸ごとが、犯罪結社連合のものであることを知るものは、所有者たちの他にはいない。


　その倉庫の一つにガルスはいた。


　そこは、他の組織から彼に送られた物資の数々で埋めつくされている。


　城攻め用の投石器が二十基。いかな大魔道士といえど、いきなり彼方かなたから飛来する無数の巨大な石を、避ける術すべなどあるだろうか。


　プレート・メイルがその数七十。──同じ数だけ軍馬もあるが、そちらは別の場所にいる。長槍、投槍、刀剣類、数百人分。もちろん防具や飛び道具なども揃そろっている。


　町を半月養えるほどの兵ひよう糧ろうまでがここにはあった。


　綿密な計画を立て、この物資をフルに活用することができたなら、リナ＝インバースを葬ほうむり去ることも、けして不可能ではないだろう。


「──完かん璧ぺきだな……」


　しかし、そうつぶやくガルスの表情には、なぜか疲れた翳かげりがあった。


「……これであと、人員さえいれば、の話だがな……」


　ひとりぼっちで倉庫の天窓から眺ながめる月が、みょうによそよそしく感じる今日このごろ。ガルス＝ブレイダー二十七歳のけだるい夏の夜だった。







計画一：通行人を装ってリナ＝インバースに道をたずね、スキをついて攻撃する。


　　　　ただし以前に一度顔を見られているので、マスク等で顔を隠す必要あり。


　欠点　覆面をかぶって道を聞くというのは、いくらなんでも怪あやしすぎる。


　　　　見破られるおそれ大。





計画二：リナ＝インバースの寝込みを待って宿に火をつける。


　欠点　魔法であっさり逃げられるおそれが大。なおかつこのあたりはデュランのナワバリなので、大火事にでもなれば困ったもんである。





計画三：やっぱり怖いので、リナには手を出さない。みんなにはあとで謝あやまる。


　欠点　あやまってすむ問題ではない。







「だぁぁぁっ！　だめだだめだだめだっ！」


　さまざまな計画案をかきなぐった用紙の山を、ガルスはぶぅわっ！　盛大に撒まき散らした。


　か細いランプの明りの中で、羽根ペン片手に持ちながら、彼は自分にはっぱをかける。


　計画案をしたためるうち、どんどん弱気になってきて、最初のほうはそれでも、『一人でできるリナ＝インバース撃退法』の立案なのだが、計画十のあたりになると、すでに内容は『静かに余生を送る法』と化している。アトラスかクリムゾンの近辺で、食うに困らないだけの畑を買うにはいくらかかるか、真顔で計算している途中、いきなり我にかえったのだ。


「だめだっ！　こんなことではリナ＝インバースは倒せんぞ！」


　倒す倒さない以前の問題だという説もあるのだが、とりあえず、それは言わない約束である。


「おちつけ、ガルス、よく考えろ。やつに呪じゆ文もんを唱となえられればおしまいだ。となれば不意討ちしかないが……くそっ、相手が並みのニブい魔道士野郎なら、のたのた呪文唱えてる間にボウ・ガンの一発もかましてやりゃあ、それでカタがつくってぇもんだが……あの女、戦士としてのウデもありやがる……」


　ぶつぶつとひとりごとを言う。その方が、考えがまとまりやすいのだ。


　月がかたむき、空がだんだん白みはじめるそのころに、彼の方策は決定した。


「よし！」


　彼はうず高く積まれた物資の山に眼をやって、


「こいつを処分して人を雇やとおう！」


　……ひと晩考えてこの程度である。あるいはすでに、この時点で彼の末路は決定したとも言えるだろう。





「なぁあんた、儲もうけ話は嫌いか？」


　ゴットンがその男に声をかけたのは、とある場末の酒場でだった。


　流れの傭よう兵へいやなんでも屋などを相手に商売をしている、病的で暗いお店である。


「──わしのことかな？」


　男は彼の方をふり向く。


　異い様ような風ふう体ていだが、それだけに、一種それらしい雰囲気があった。


「デュランさんの名前は知ってるかい？」


「このあたりを束たばねるボス、と聞いておるが？」


「そうともよ」


　ゴットンはなれなれしい笑みを浮かべながら、男の隣となりに腰を降ろす。


　結局のところ、ガルスはデュランに、人集めの協力だけを要請したのだ。それにかかる費用は一いつ切さい、ガルスが持つ、ということで。


　探すのは、流れの魔道士たちである。


　魔道士には魔道士を、という単純明瞭極きわまる発想だが、それだけに当を得たものがある。


「ところであんた、魔道のうではどれくらいのもんなんだ？」


「ふ……魔道において、このゼルガディスにかなうものなどいはしない」


「ほぅ……そいつぁたいしたもんだ」


　と、ゴットンは声を低くして、


「人をひとり片付けてもらいてぇ。前金でこれだけ。相手を始末できればもうこれだけ出そう」


　テーブルの下で、彼は指を立ててみせる。


「ほう……ずいぶんと美う味まい話だな……手て強ごわい相手か？」


「魔道士さ……組織にさからった奴やつでね。正直言って、他にも刺し客かくはやとわれてる。他の連中が、あんたより早くそいつを始末しちまえば、あと金はそいつのもんになっちまう、って寸法さね」


「なるほど……相手は？」


「小娘さ」


　言ってゴットンは、懐ふところから、折畳んだ一枚の紙をとり出す。


「むぅっ!?」


　何気なく紙を開いた魔道士の顔に動揺が走る。


　──むろんのこと、そこに描かれているのは、他でもない、リナ＝インバースの似顔なのだが──


「どうした？　知ってる奴か？」


「むろんだ！」


　憎悪の色をたたえたままで、彼は似顔に見入っている。


「かつてこのわし、ガルムート＝ハンニバルに屈くつ辱じよくの味を嘗なめさせた小娘よ！」


「ガ……ガル……？」


　ゴットンは眉まゆをひそめて、


「あんた、さっきは確かゼルなんとか、って名乗らなかったか？」


「わしの名などどうでもいい！　それよりも！　この仕事、確かに受けたぞ！」


「そ……そうか……？　それじゃあ、とにかくこれが前金だ」


　相手の名前はよくわからなかったが、そんなことなどどうでもいい。要はしごとを遂すい行こうできるか否かである。


　──まあそれに、何かあった時にこいつを探し出すのも、それほどむずかしいことじゃねぇしな──


　ゴットンは心の中でつぶやいた。


　その通り。誰だれかにこう尋ねるだけで、答えはすぐに返ってくるだろう。


　──雄お羊ひつじの頭ず蓋がい骨こつを冠かぶった魔道士を見なかったか？　と。





「気に入らないわね」


　彼女はそっけなく言った。


「へへ、姐ねえさん、そう言わねぇでサ……こんなおいしい話、他じゃあちィっとありゃしねぇぜ」


　媚こび半分、好色半分の笑みを浮かべながら、男は懐ふところから紙きれを出す。


「小娘ひとり片付けるだけの仕事で、これだけのもうけだぜ。え？」


「──わたしはその手のしごとはしない主義なのよ」


　紙を手に取ろうとさえしない彼女に業ごうを煮やしてか、男ははらり、と紙をひろげて彼女に見せる。


「ほら、そんなにおっかねぇ相手じゃなさそうだろうが」


「ほぉう……」


　紙の上に視線を走らせた、彼女の両目がすぅいっ、と細くなる。


「なるほど、ただの小娘みたいね。確かにおいしい仕事に思えるわ」


　言葉のはしばしに生はえたトゲに、男は全く気づかない。


「だろ？」


「──で、この娘この名は？」


　さらりと尋ねる彼女のことばに、男はまともに顔色を変える。


「いや……名前は……」


「ほーっほっほっほ！　言いにくければ、この白蛇サーペントのナーガがかわりに言ってあげるわ！　この『小娘』の名はリナ＝インバース。『盗賊殺しロバーズ・キラー』などの二つ名で呼ばれる魔道士よ。これっぽっちのはした金で、彼女相手に喧けん嘩かを売らせるなんて、たしかにおいしい話よね。あなたたちにとっては、だけれど」


「し……知ってるのか!?　リナ＝インバースをっ！」


「ふっ……わたしはかつて一度彼女と戦って、重症を負いながらも、彼女に負けを認めさせたことがあるのよ」


「な……なんだってぇぇっ!?」


　思わず男は声を上げる。


「ほ、本当かよ！　そいつぁ!?」


「当り前よ」


　事実を伝えきってはいないが、確かにうそはついていない。


　ナーガはしばし考えてから、


「……相手が彼女だっていうなら話は別ね。この話、なんなら受けてあげてもいいわ。


　──もっとも、それっぽっちの金額じゃあお話にもならないけれど」


「わ……わかったョ……」


　完全に気け圧おされた形で、男は席を立ち上がる。


「なら、すまねェがついて来てくれるか？」


　小さく笑みを浮かべると、ナーガは静かに席を立った。





　人ごみの中、リナはぴたりと足を止めた。


「ほらほら、往来の真ん中で何いきなり止まってんのよ」


　雰囲気も何もぶち壊しで尋ねるミーナ。


　それでもリナは無言のままで、通りのまん中で仁に王おう立ちになっている。


　まるで何かを待っているかのように。


「あのねぇ……」


　ミーナがふたたび文句をたれかけたその時──


「ひさしぶりだな、お二人さん」


　聞き覚えのある男の声。


　トラブルを察して自然と人波が分かれ、声の主を二人の視線に晒さらす。


　男が一人、やはり仁王立ちになったまま、傲然とリナたちを睨にらみつけている。


　剣を抜き、数歩踏み込めば間合いに入る距離だ。


　赤毛でがっしりとした体格。腰にロング・ソードを佩はいた、わりと整った顔立ちの男。


　しかしその目には、普通の者とはどこか違った光がある。


　他ならぬ、ガルス＝ブレイダーその人だった。


「あ……あなたは！」


　ミーナは思わず声を上げる。


「知ってる奴やつなの!?」


　尋ねるリナ。


　…………ひるるるるるるる…………


　静かに風が吹き抜ける。


「……おい」


　ややあって、ガルスはようやく口を開く。


「このオレを忘れた、などとは言わさんぞ、リナ＝インバース！」


「忘れるもなにも、あたしはあんたなんて知らないわよ！」


　きっぱりはっきり言い放つ。思わず絶句するガルス。


　──別にぼけをかましているわけではない。


　相手の気を殺そぐための、いわば戦いのかけひき──でもない。


　正直心底掛け値なし、きれいさっぱり忘れているのだ。


　と言うよりも、今までかるく百にも及ぶ盗とう賊ぞく団だんを壊かい滅めつさせたリナにとって、盗賊の顔形など、まさにどーでもいいことである。彼女の頭の中で彼らは、『ヒゲづら』『禿はげ頭』『月並み』の、三パターンにのみ分類される。これで、以前に倒した盗賊団の頭かしらがどんな顔だったかなど、おぼえている方が不思議である。


　カケラほどでもその印象が、頭の隅にこびりついていたなら、『よく覚えてない』とか『忘れた』とか言う言葉を返したのかもしれないが。


「リナさんリナさん」


　ミーナはつつん、とリナをつついて、


「ほら、すこし前に潰つぶした組織のボスよ。私の首に剣を突きつけたのを、あなた呪じゆ文もんであたしごとふっ飛ばしたじゃない。ちゃんと日記につけてるんだから」


　しつこく根に持つミーナだった。


　イヤミを重々承知の上で、リナはそれには気づかぬふりで、


「……まあ、何か知んないけど、それがこいつだ、ってわけね」


「……本当に全然覚えてないの？」


「うん」


　リナはあっさりとうなずいた。


　組織のかたきを必ず討つと、心にかたく刻み込み、相手の前に出てみれば、こちらの顔すら覚えていない。


　……あ……相手にされてないでやんの……


　ともすれば、くじけそうになる心を自みずから奮ふるい立たせて、かねてから用意していたセリフをガルスは口にする。


「き……今日はお前に警告に来てやったのさ！」


「警告？」


　リナはかすかに眉まゆを寄せる。このリアクションまでは、ガルスの書いたシナリオ通りだったのだが……


「そう。警告だ。過日ずいぶんとお世話にな……おい……ちょ、ちょっと!?」


　彼のことばになど耳をかたむけようとすらせず、リナはずんずん歩みを進め、ガルスの方へと進んでいく。


「ま……待てって！　ひとの話を……」





　ぼぐべしっ！





　かくて──


　ガルスの書いたシナリオは、大幅な変更を余儀なくされたのであった。





　……こんなはずじゃあなかった……


　まっ昼間、町の往来のまん中でしばり倒されたまま、ガルスはぼんやりと思った。


　彼の予定では、組織連合が魔道士たちを雇ってリナの命を狙ねらわせたことを宣言し、飄ひよう々ひようとその場を立ち去る予定だった。そしてリナは、魔道士の襲撃を警戒し、熟じゆく睡すいもできず、精神的にもまいってくる、というのが彼の計画だったのだが……


　まさかいきなりうむを言わさずはり倒されるなどとは思ってもいなかったのだ。


「で？　警告なんぞと言うからには、どーせロクでもないことを考えてたんでしょうけど、一体何を言いたかったのよ？」


「ふ……知りたいか？」


「こぉぉいつ、えらく高飛車な奴やつね」


　自分のことは棚に上げ、あきれ顔で言うミーナ。


　どうやら彼女に、『自覚』などというものは一いつ切さい存在しないらしい。


　茶々を無視してリナは続ける。


「言いたいんでしょ？」


「言わない……と言ったら？」


「あれを使うわ」


　不敵な笑みを浮かべるガルスに、リナは道の端を指さした。


　路上にわだかまる小さな黒い影。


　馬のふん。


「わかったーっ！　オレが悪かった！　何でも話す全部話す！」


「で？　一体何をたくらんでるの？」


「こ、この前、ここいらの組織の集会があって、なんとしてもあんたを倒そう、ってことになった。それで魔道士をやとってあんたを襲わせる、って話になったんだよ！」


　もちろん計画の総指揮を取るのは他ならぬ彼自身なのだが、今ここでそれを言うのは、殺してくれ、と言うのと同じことである。


「それをなんでわざわざあたしに言いに来たのよ？」


「つ……つまり、これは組織の報復なんだ、ということをきっちり世間に見せしめるためだっ！」


「ふーん……」


「ふーん、じゃないでしょうがっ！」


　ヒステリックに叫ぶやいなや、ミーナはしばられたままのガルスの肩をがしぃっ！　と摑み、またもやかっくんかっくんやりながら、


「わぁぁたぁぁしぃぃは無関係よぉぉっ！　リナさんが起こしたトラブルに、一方的に巻き込まれただけなのよぉぉっ！　わかったっ!?　わぁかぁったわねぇぇぇぇっ！」


「ミーナさん落ち着いてっ！　あなたのゆさぶり、これで結構効きくんだから！」


　あわてて彼女を止めるリナ。ガルスには、まだなんとか意識があった。


「心配しないでいいわよ、ミーナさん。こっちには切り札があるんだから」


「き……切り札だと？」


　ガルスはもーろーとする頭を軽く振ってから、薄く笑みを浮かべ、


「笑わせるな。いつどこで襲ってくるともわからない魔道士軍団相手に、一体どんな対抗策があるってんだ？」


「ふふふふん」


　リナはみょーなにこにこ笑いを浮かべながら、心底楽しそーに言った。


「ひ・と・じ・ち[image: ]」


　…………


「しまったぁぁぁぁぁっ！」


　ガルスの悲痛な叫びが、昼の通りに響き渡った。





「ふははははっ！　ついに見つけたぞ、小娘！


　きさまには何のうらみもないが、悪いがここで死ん……」


「爆裂陣メガ・ブランド」





　どぅおおぉん！





「はいはい、本日二人め……。一人めと同じくミもフタもなく、口こう上じようの途中で呪文一発、まさに鬼き畜ちくの攻撃……と。で、リナさん、今の呪文はなんて名前？」


　懐ふところから出した手帳にかきかきしながら、ミーナはリナに尋ねる。


「爆裂陣メガ・ブランドよ。これも日記につけるの？」


　いささかうんざりした表情でリナは言う。


「決め手は爆裂陣メガ・ブランド……と。もちろん書くわよ」


　……ううっ……やだなぁ……


　リナは内心つぶやいた。


　おおっぴらな羽根伸ばしができなくなった今、鬱うつ屈くつしまくった欲望を、ミーナはもっぱら日記の紙面に塗り込んでいる。


　そこまでならいい。


　しかし毎晩真夜中、彼女はリナの枕元で、それをいちいち朗読するのだ。おかげでリナはこのところ、悪夢にうなされっ放し。


　はっきり言って拷ごう問もんである。


「さて、じゃあ先を急ぎましょうか」


　ミーナは手帳を懐ふところにしまい、左手に持った荒縄をぴこぴこっ、と引く。


　その先には、ぐるぐる巻きに縛られたガルスがつながっているのは、わざわざ述べるまでもないだろう。


「けど、あんたも運のいいひとねぇ」


　リナはガルスに向かって言う。


「たいしたこともない魔道士が散発的に襲ってくるだけだからいいようなもんの、そうでなけりゃあ盾たて代わりよ」


「うううっ……なんてこったい……これじゃあまるで晒さらしもんじゃねえか……」


「だめよ、カン違いしちゃあ。あなたは『まるで』晒しものじゃなくって、『まるっきり』晒しものなんだから、もっと自覚と自信を持ってね」


「そうそう。あなたのことは私がちゃんと日記につけといたげるから、元気出して歩くのよ」


　女性二人のわけのわからんはげましに、元気が出た、というわけでもないのだろうが、彼はしぶしぶ歩きだす。


「待つがいい」


　ようやく再び動き出した一行の背に、男の声が制止をかける。


　何気なくふり向くリナの顔に、驚きよう愕がくの色がひろがった。


「あ──あなたは──!?」





　三人の視線が行きつくその先に、一人の男が立っていた。


　黒い髭ひげの、細身でハンサムな魔道士風の男だが、どう見たところで頭にかぶった雄お羊ひつじの頭ず蓋がい骨こつが変である。


　以前リナが、兄のかたきを探す少女の手だすけをした時、相まみえたのがこの魔道士だった。


　しかし確かあの時に、彼は火炎球フアイアー・ボールに巻かれて息絶えたのではなかったか？


　リナと男との一件は、むろんミーナとガルスの知るところではないのだが、その異様な風ふう体ていにうたれたか、二人とも、無言で様よう子すを眺ながめている。


「娘、ひさしぶりだな」


　魔道士は、リナに向かって低い声で言う。瞳の奥に、憎ぞう悪おの炎をゆらめかせながら。


「いつぞやは、よくもこのゼロスをこけにしてくれたな……」


「あなた、生きてたの!?」


「笑しよう止し！」


　黒いマントを意味なくばさり、とひるがえし、


「この千の偽ぎ名めいを持つ魔道士、グレアム＝ブランダラを、あの程度の火炎球フアイアー・ボールごときで倒せるとでも思ったか!?」


　男の名乗った名前のちがいに、後ろでメモをとるミーナが眉まゆをひそめるが、とりあえず、問い質ただす根こん性じようはないようである。


「あの程度って、あんたが造った火炎球フアイアー・ボールでしょうがっ！」


「ふ、全く口の減らん娘だ！　わしが火炎球フアイアー・ボールは苦にが手てなことを知らんのか」


「ンなこといばってどーすんのよっ！……で？　あの時の決着をつけよう、とか言いたいんでしょ」


「なかなか察しがいいな。ならば話は早い！」


「待ちなさい。こんな昼間から、町のまん中で呪文連打するわけにもいかないでしょうが。──いい!?　よく聞きなさい！」


　リナはびしいっ！　と人さし指を一本立てて、


「今日、夕日が海に沈むころ、この町の波止場に来なさい！　いい？　必ずよ！」


　二人の視線が火花を散らす。


「……ふ……よかろう……」


『千の偽名サウザンド』は不敵な笑みを浮かべると、マントを風に遊ばせながら、くるりときびすを返した。


「娘、せいぜい覚かく悟ごをしておくことだな」


　ふり向きもせず言い放ち、人ごみの中へと姿を消してゆく。


「か……かっこいいじゃないの、リナさん！」


　ややあって、ミーナが黄色い声を上げる。


「今のは感動したわよ！　ううっ、なんか久々に燃えるわね！　夕方の戦いも立ち会うから。……そぉぉよ、私はこぉいう刺激を求めていたのよ！」


　リナは小さくため息をつくと、彼女の肩に手を置いて、


「ミーナさん、よく聞いて……」


「わかってるわよ。これが決して遊びなんかじゃないことは。まぁあなたにしてみれば命をかけた戦いを、面おも白しろ半分で見物されるのは……」


「あたしは行くとは言ってないわ」


「けどね、だからこそ……」


　…………


「……は？」


　ミーナの眼めが点になる。


「だから、あたしは『波止場に来い』って言っただけで、『待ってる』とか『決着をつけよう』なんてひとことも言ってないわよ」


　ミーナとガルスは思わず顔を見合わせて、


「だ……だって、なぁ……」


「ああ言われればふつー……」


「とにかく、行かないものは行かないの！　あんなのいちいち相手にしてたら、いくら時間があってもたりないわよ」


　言い切って、かまわずそのまま歩きだす。


「ちょぉぉっとぉぉっ！　何よそれ!?　ひとが久々に楽しい娯楽見つけたと思ったら、言うにことかいて戦わない!?　一体どぉぉいう……」


　きゃいきゃいわいわい言いながら、ガルスの縄を引っ張って、それでもミーナは仕方なく、リナの後ろを歩いて行った。





「まぁぁたぁぁ会ったなぁぁ！　娘ぇぇ！」


　魔道士がふたたび一行の前に立ち塞ふさがったのは、その翌日のことだった。


　海岸通りの道である。浜辺では、子供が数人、じゃれ合っているのが見える。


　青く澄んだ空と潮風の中、『千の偽名サウザンド』のカゼ声がひびき渡る。


「どーしたの？　顔が赤いわよ？」


「やかましいっ！」


　リナのおちょくりに、魔道士はますます顔を赤らめて、


「きさまがあの場にこなかったせいで、集まったやじ馬どもにゴミ投げられるわ風か邪ぜひくわ！　このヴァイン＝シュトライザーをこけにしたツケは高くつくと知れ！」


　言いたいことを言い放ち、やおら呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


「さがって！　ミーナさん！」


　珍しく、切迫した声で叫ぶリナ。『千の偽名サウザンド』が唱えはじめたのは、リナの全く知らないものである。一体どういう攻撃が来るか。


　リナもまた、呪文を唱えはじめる。青い空と海とを背景に、おおよそ似つかわしくない異様な響きの呪が流れる。


　一瞬だけ、リナの呪文の完成が早い！


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　解き放たれた光の槍は、相手の精神世界面アストラル・サイドに決定的なダメージを与え、魔道士をいともあっさりと失神させるはずだった。


　が──


『千の偽名サウザンド』をかばうように、黒い影が立ちはだかった。


　烈閃槍エルメキア・ランスは、魔道士の盾となったそれを直撃し、影はその場に溶け崩くずれる。


　影は一つではなかった。


　十、いや二十にも及ぶ人ひと形がたの影が、次々と地面から盛り上がる。


「見たか！　娘！」


　歓喜の声を上げる『千の偽名サウザンド』。


「土人形ゴーレム！」


　リナは叫んで、次の呪文を唱えはじめる。


「地静霊呪ダグ・ブレイク！」


　一種の破呪である。これで、リナの魔力容量キヤパシテイが『千の偽名サウザンド』のそれより大きければ、このあたり一帯の地精ベフイモスの干かん渉しようは一時的に消え去って、地精ベフイモスによって造り上げられた土人形ゴーレムたちはあっさり崩ほう壊かいするはずだった。


　しかし──


　おおぉ……ぉぉぉぉ……


　土のきしみとも怨えん嗟さの声ともつかぬ音を立てながら、地面から生はえたいくつもの影は、ゆっくりとではあるが平然と、彼女の方へ向かっている。


　──ばかな!?──


　リナの顔に動揺の色が走る。


　以前彼女は、『千の偽名サウザンド』の造った即席泥人形ゴーレムを、同じような地精ベフイモスに干渉する術で打ち砕いている。それが今回、通用しないというのは──


　ともあれ今は、悠ゆう長ちように驚いている場合ではない。珍しく、彼女はあわてて次の呪文を唱えはじめる。


　──たねを明かせば実際のところ、『千の偽名サウザンド』が使ったこの術は、ゴーレム作成術ではなく、生きた死体ゾンビの作成法だった。


　ゾンビを造るには、死体に傀儡虫デイスウオームを寄生させて運動中ちゆう枢すうをコントロールするか、死の自覚がない浮遊霊などを、それが自分の体だと思い込ませて憑ひよう依いさせるかだが、『千の偽名サウザンド』が今やったのは後者である。


　ただし使うのは死体ではなく、ただの土。土を自分の体だと信じ込ませて人ひと形がたを取らせ、それを操あやつる。しかも複数。


　それがどれほどの技量を要するか、言うまでもないことだろう。


　人ひと形がたを操るのが浮遊霊なら、リナがいくら地精ベフイモスの干渉を断ち切ろうとも、効果がないのは当り前である。


『千の偽名サウザンド』──火炎球フアイアー・ボールの威い力りよくはスカ以下だが、死霊術者ネクロマンサーとしての技術は一流である。


　のたのたとした動きで迫る人ひと形がた。リナの呪文が完成する。


「青魔烈弾波ブラム・ブレイザー！」


　青い光の衝撃波は、それでも数体の人ひと形がたを粉ふん砕さいするが、魔道士までは届かない。


　土ど砂しやという素材が不安定で柔やわらかいために、そのぶんかえって衝撃を吸収しやすいようである。


　しかも、砕けて土つち塊くれと化した人ひと形がたは、まもなくみるみるもとの形を取り戻していく。


　──きりがないっ！


　彼女は急いで後退し、やおらガルスの襟えり首くびをがしぃっ！　と摑み上げ、


「あなた！　名前はなんてたっけ!?」


「ガ……ガルス＝ブレイダーだ」


　わけのわからぬままにも答える彼。


「そう。ミーナさん、こいつの縄を離して！」


　言ってガルスを後ろからはがいじめにする。


　二人に迫る人ひと形がたたち。


　ガルスはひきつった笑みを浮かべる。


「笑わせるな！　オレを盾にしてもムダだぜ！」


「行くわよっ！　新必殺技、『ガルス・クラッシュ』！」


　言って呪文を唱えるリナ。ガルスの背中を冷たい予感が駆け抜ける。『千の偽名サウザンド』は勝利を確信した笑みを浮かべ、ミーナは後ろでひとりぶつぶつつぶやきながら、逐ちく一いちメモをとっている。


「翔封界レイ・ウイング！」


　風の結界に包まれて、リナとガルスの体がふわりと宙ちゆうに浮く。


　高速飛行の術である。人形の群れにむかって、二人は一気に加速する！


「ぅでゃわろぉぉをえっ！」


　この時はじめてガルスは、言葉どおり、自分が盾として使われたことに気がついた。


　げしっ！　ずぐしゃっ！　ぱごっ！


　風の結界とガルスの体で人形たちを粉砕し、やがて二人──と言うか、ガルスはまともに『千の偽名サウザンド』と激突する！





　どげしゃぐしっ！





　そして──リナは大地に降り立った。


　ガルスは全身ぼこぼこになって足あし下もとに転がっており、ぴくぴくケーレンなどしていたりする。必ひつ殺さつ技わざに自分の名前を使われたというのに、あまりうれしそうには見えない。


　魔道士のほうもはじき飛ばされて気を失っており、術の集中が解けたせいか、人ひと形がたたちは、ただの土つち塊くれに変っていた。


　ミーナは戦いが終ったことを察し、とててててっ、とかけ寄ってくる。


　むろん手帳は手にしたままで。


　腰のショート・ソードを抜いてから、魔道士に活を入れてやる。


「む……うむっ……」


『千の偽名サウザンド』は頭を振り振り身を起こす。すかさずその喉のど元に、ショート・ソードをつきつけるリナ。


「──どうやら勝負あったみたいね」


　魔道士は、苦にがい表情を浮かべてぷいっ、と顔をそむける。


「さすがにやるわねー、リナさん。私あーいうの見るのはじめてなのよ。思わずメモにイラスト描いちゃった。見る？」


「……いい……」


　ミーナのさし出す手帳から、あわてて視線をそらすリナ。


　一瞬見えた、レッサー・デーモンを便所紙に包んで丸めたような絵（？）は、魔道士のつもりなのだろうか？　それとも……


　あまり深く考えないことにする。


「リ……リナ……だと？」


『千の偽名サウザンド』は小さなうめき声を上げる。


「まさかきさま……リナ＝インバースかっ!?」


「……いまさら何を言ってんのよ……」


　とはいえ実は、彼女は一度も自分の名前を『千の偽名サウザンド』に言ってはいない。


「ちぃぃぃっ……」


　ぎりぃっ、と彼は歯ぎしりをして、


「おのれ……そうと知っておれば……はじめから謝あやまったものをっ！」


　根こん性じようのない奴やつである。


「ま……まあいいけど、別に……ともあれするとこれ以上、あたしと戦う気はないってわけね？」


「戦うも何も……実は我が妻がお前の大ファンでな……」


「あ……あなた奥さんいるの!?」


　思わずリナは問い返す。


（……ふ……不幸な奥さん……いやいや、案外シュミが似てたりして……）


　そこまで考えたリナの頭を、一瞬ナーガの影がよぎる。


　たしかに彼女の服装の趣味は、この男と一種通じるものがある。


「ま……まさかとは思いますけど、その奥さんって、やたらと露出度の多い服着て、ドクロのネックレスとトゲトゲつきのショルダー・ガードしてない？」


「人の妻を変人みたいに言わんでくれ。あれはそんな妙みような姿はせん」


　いささかムッとした声で言う。


　彼に、他人の服をとやかく言える義理はないような気はするが、どうやらそーいった自覚は全くないようである。


「実はそれで──だ」


　顔を少々赤らめながら、懐ふところから、羊よう皮ひ紙しとペンを取り出して、


「もしも旅先であんたに会ったらサインをもらって来てくれ、などと頼まれておってな。すまぬが頼むぞ」


「は……はあ……」


　わけのわからぬままにペンを取り、


「ええっと……リナ＝インバース……と……」


「妻の名はミリエーヌだ。それと今日の日付をたのむ」


「はいはい……ミリエーヌさんへ……と。それで……」


「好きな言葉などもあれば……」


「悪人に……人権は……ない……とまあ、こんなところで？」


『千の偽名サウザンド』は、渡された直じき筆ひつサイン入り羊皮紙をしげしげと眺ながめ、満足そうにうなずくと、インクの乾きを確かめてから、後ご生しよう大だい事じにしまい込む。


「すまん。感謝する」


　言って魔道士はきびすを返す。


「い……いえ……奥さんによろしく……」


　なんだかよくわからないまま、リナは去りゆく魔道士の背を、ただぼーぜんと眺めている。


「へぇぇ、あなたってわりと有名人だったんだ」


　しげしげとリナを眺めながら、感心したような口調で言うミーナ。


「……ま……まあね……」


　あまりうれしくもなさそうに答えるリナ。


「けどひょっとして今の……煙けむに巻かれてまんまと逃げられたんじゃあないの？」


　ぴくぅっ！


　リナの体が小さくふるえる。


　ひきつった笑みを浮かべながら、


「や……やーねぇ、そんなことないわよ」


　言って無意味にカラ笑い。


「……ふーん……あ、あれ？」


「どうしたの？」


　ミーナはきょときょとあたりを見回し、


「あいつがいない！」


「何ですって!?」


　あわててあたりを見渡せど、しばり倒されたはずのガルスの姿はどこにもない。


「あたしがあいつにサインしてる間に逃げちゃったんだわ」


　言うリナの肩に後ろから、ミーナの両手がかかる。


　ぎくぅっ。


　おそるおそる振り向く彼女の前に、ジト目のミーナの顔がある。


「『逃げちゃったんだわ』じゃないでしょうがぁぁぁ！」


「ち……ちょっとミーナさん落ちつい……おちぃっ……みぃっ……」


「逃がしてどぉぉするのよ逃がしてぇぇ！　ひぃとぉじぃちぃ逃がしてこの先一体どうやって、刺し客かくたちの手を逃のがれるつもりなの！　答えなさいよぉっ！　こぉたぁえぇなぁさぁいぃってばぁぁぁ！」


　この日、ミーナの揺さぶりは、リナが完全に失神するまで続いたという。





「ガルス！　無事だったか！」


　出迎えたデュランに、彼は力ない笑みを浮かべた。


　とある港町、雑居ビル風にカムフラージュされた、デュランの支配するデュオス・コネクション本部である。


　開いた窓から海が見える。


　不用心なように見えるが、組織同士の争いなどは、連合ができて以降は一いつ切さいないし、この季節、この陽気で窓をびっちり閉めきってなどいれば、通行人にすらあやしまれることうけあいである。


「まったく……さんざんだったぜ……ここ数日間、まるっきり晒さらしもんだ。……やれやれ、オレのメンツも丸つぶれだぜ……」


「まあ、そう気を落とすなって」


　デュランはかるく彼の肩を叩たたく。


　──むろんこれは、親切心で言っているわけではなく、また、男同士の友情などというものでは決してない。


　打算である。


　ガルスが組織を失ったことにより、そのナワバリは今は空白状態にある。また、リナにあれだけ晒しものにされた以上、ガルスが再び返り咲くことはできないだろう。『リナ＝インバースに晒しものにされたガルスさんですね！　オレ、あれ以来あなたのファンなんっス！』などと言うヤクザがいるわけはない。


　となれば空あいたナワバリは、組織連合で協議の上、分割ということになるのだろうが、堕おちたりとはいえ、前のボスであるガルスの一言で、その分け方は大きく違ってくるはずだった。


　今のうちにガルスに恩を売っておけば、決して損にはならないはずである。


　そして──


　そんなデュランの思惑おもわくをガルスもきっちりと見抜いている。


　しかし今の彼にとって、それはどうでもいいことだった。


　いずれにせよ、再び組織の上に立つことが不可能ならば、失ったナワバリなど、どうなろうと知ったことではない。


　ガルスの頭の中には、今やリナ＝インバースへの復讐心だけが詰まっていた。それを達成するには、デュランのような、組織力を持つ協力者がいる方が好こう都つ合ごうである。


　双方、打算一本やり！


　……この業界（？）の信頼関係なんぞせーぜーその程度である。


「ともあれ無事でなによりだ。帰ってきてさっそくで悪いがな、あのナーガとかいう女魔道士が、リナを倒す計画のことで相談があると言ってたぞ。──疲れているなら、話はあとにさせるがな」


「いや──今すませちまおう。呼んでくれ」


　ガルスはソファに身を沈ませて、ナーガがやって来るのを待つ。


　デュランの部下が連れてきた彼女と出会い、以前に一度リナを倒したという話を聞いて──まあ、このへんは、若じやつ干かん言葉のニュアンスに行き違いがあったことは事実だが──それですっかり自信をつけて、リナのもとへと宣せん戦せん布ふ告こくに赴おもむき、こうなってしまったわけである。


　リナを倒したことがある、などとはじめて聞いた時には、噓うそではないかと疑いもしたが、当人と戦うことがわかっていて、無意味なハッタリをかます奴やつなどいないだろう、というのが彼の読みだった。


　ナーガは今回の切り札である。リナに捕つかまっている時も、彼女の存在は、むろんリナには明かしてはいない。


「……リナ＝インバース……こんどこそ……」


　彼のつぶやきと全く同時に、部屋の扉とびらが大きく開く。


「ほーっほっほっほ！　どうやらなんとか、無事に帰ってきたようね、ガルスさん。あなたに相談したいのは他でもない、リナ＝インバース抹まつ殺さつ計画のことよ」


「……聞こう」


　ナーガはマントをひるがえし、ガルスの向かいにこしかける。


「リナを倒すために雇やとわれた魔道士たち全員に、至急つなぎを取ってほしいのよ」


「いいだろう」


　彼はうなずく。


　魔道士たちのリストは、デュランに与えられた自室の金庫にしまってあり、その鍵かぎは、彼が肌身離さず持っている。


「それで、どんな作戦でいく？　説明をしてくれないか？」


「いいでしょう」


　ナーガはにっ、と小さく笑った。





「いやー、いい天気ねー」


　リナは大きく伸びをする。


　海辺の林を抜ける道。晴れ上がった空と潮しおの香り、そして緑の木こ陰かげが生み出す、絶妙にブレンドされた空気がたまらなく心地よい。


「きのうのあれから、誰だれも襲おそってこないしね。……やっぱり平和なのがいいわ。日記につけるはりあいはないけどね」


　ミーナが言う。


「けど、これだけ何もないとこを見ると、やっぱりあの連中、リナさんへのしかえし諦あきらめたんじゃない？」


「たぶん……それはないと思う」


　ため息をつきながらリナは言う。


「昨日逃がしちゃったあのガルスとかいう男、必ず何かしかけてくるわ。あのテの連中って、実力とは無関係に無意味なプライド高いから、一度誰かに恥はじをかかされると、その原因がたとえどこにあったって、絶対忘れないものなのよ」


「ふーん……ひねくれてるんだ」


「そう。でなきゃカタギをやってるわよ。……まあ、カタギでもいるけどね。そーいうのは。


　ともあれ、あれから今まで何もない、っていうのは、これから本格的に何かある、ってことだと思った方がいいわね」


　リナの言葉が終るか終らぬかのうちに、あたりに響く高笑い！


「ほーっほっほっほ！　ようやく見つけたわよ！　リナ＝インバース！」


「ずぉげっ！　その声はっ！」


　予想に違たがわず木陰から、二人の前に現われたのは、言わずと知れた白蛇サーペントのナーガ！


「で……出たわね……とうとう……」


　額ひたいに汗をにじませながら、しんそこイヤそうな声で言うリナ。


「リ……リ……リナさんっ！　何よ、あの変なのはっ！」


　思わずリナの陰に身を隠しながら、ミーナはおそるおそる、ナーガの方に目をやる。


「大だい丈じよう夫ぶよミーナさん。爆発するほどあやしい格かつ好こうしてるけど、ああ見えても一応人間だから」


「し……信じられないっ！　あたし日記につけちゃう！」


　言うなり懐ふところからメモを取り出して、やおらナーガのイラスト（？）を描きはじめる。


「……あんたら……よくもそこまで言ってくれるわね……」


「けどリナさんの知りあいって、変な格好してる奴やつが多いわねー。やっぱり日頃の行ないのせい？」


「……ほっといてちょーだい……」


「ねえリナ、そのくそなまいきな僧侶プリースト、誰だれ？」


「……この娘の護衛が今度のしごとなのよ……」


　ナーガの問いに、憂ゆう鬱うつそうに答えるリナ。


「……ええっと……リナさんの知り合いの、いい年して変なかっこうした、いかにも嫁のもらい手なさそうなひとに、いきなりくそなまいき呼ばわりされました。死ぬまで恨うらみつづけようと思います……と」


　メモを取りながらつぶやくミーナの言葉にナーガの表情がひきつるが、あまり相手にならないほうがいいと察したか、リナの方へと向きなおり、


「それよりリナ、今日きようはあんたにいい話を持ってきたのよ」


　言ってナーガは、にっ、と小さく笑みを浮かべた。





　海辺を走る街道を、東にすこし外はずれたところに、採石場の跡がある。


　かつては黒大理石が採とれた場所だが、今はただの、雑草に埋もれた大きなクレーターになっている。


　リナがその中心部へと来たとたん──


　空気がざわめく。


　木陰に、しげみに、あるいは岩の陰に隠れた魔道士たちが一いつ斉せいに、攻撃呪文を唱えはじめるのである。


　これだけの数の魔道士相手に、へたな防御呪文は通用しない。強力な攻撃呪文が使えたら、周囲の敵を一いつ掃そうすることは可能だが、どう考えても魔道士たちが呪文を唱え終る方が早い。


　さしものリナ＝インバースも、この場でこれだけの数を相手に戦えば勝ち目はない。


　残る手段は逃げの一手。


　高速飛行の術を使い、あわてて宙ちゆうに舞い上がり──


　あっさりはじかれ、ぶざまに地面に転がり落ちる。


　ナーガがあたり一帯に張った、風の結界のせいである。


　リナがその場に立ち上がるより早く──


　第一波の攻撃が来る。


　魔道士たちのうち半数が放った『炎の矢フレア・アロー』は、まさに火の雨と化してリナを襲う。


　──よしんばこれで、リナの張った風の結界が、火か炎えんの熱から彼女の肉体を守り切ったとしても、直後には、もう半数の魔道士が放つ火炎球フアイアー・ボールの弾幕が来る。


　いくら風の結界で直撃は防ごうとも、渦うず巻まく数千度の熱まで遮しや断だんすることはできない。


　すぐに意識は途と絶だえ、術の集中が解とける。


　風の結界が破れたその瞬間──


　炎の舌が、リナの体を嘗なめつくす。


　断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めいを上げる間すらなく、生きたまま炭と化すリナの姿を想像しながら、ガルスはひとり、ほくそ笑んだ。


　──完かん璧ぺきだ！　ナーガとかいう女の立てたあの作戦、まさに完璧よ！──


　彼は今日きよう、一日中この想像ばっかりである。


　いいおっさんが薄暗い部屋のすみっこでひとり、アブナいそーぞーにひたってにまにましているのだから、これははたで見ていて、気持ちのいいわけがない。


「ボ……ボスぅぅ……あの人なんとかしてくださいよぉぉ……」


　ガルスのもとへ昼食を運ばせた男に泣きつかれ、デュランも困った顔をする。


「う……うむ……確かにあれは、見ていて異様なものがあるが……


　ま、まあしかし、奴やつの気持ちもわからんではない。あのナーガとかいう魔道士がしらせを持って帰るまでのしんぼうだ」


　本当は、ガルスはリナの最さい期ごをその眼めで見届けたかったのだが、ナーガの『また人ひと質じちになりたいの？』の一ひと言ことで、おとなしく待つことにしたのだ。


　……ナーガさんの出たのが朝方。うまくあいつを見つけてりゃ、きっと今ごろは……


「うふ……うふふ……うふひはっ……」


　自然と顔のほころぶガルスだった。果てしなくあぶない奴である。


「……た……たしかにあれは十分コワいなー……」


　思わずデュランは視線をそらす。あまり眺ながめていると夢に見そうだった。


「こりゃあさっさと、あのナーガとかいう魔道士に帰って来てもらわんと……」





　どばたむっ！





　さわがしい音とともに扉とびらが開く。


　息せき切って、部屋にかけ込むひとりの部下。


「どうした!?」


「たっ……大変ですボス！　ナーガってあの魔道士が……」


「殺やられたのか!?」


「ちっ……違いやす！　来るんです！」


「ならいいじゃないか！」


「リナ＝インバースといっしょにですっ！」


「なぁぁぁにぃぃぃぃっ！」


　組織本部は、いきなりパニックに陥おちいった。





　そこはすでに、攻撃呪文の見本市と化していた。


「烈閃槍エルメキア・ランス！」「凍結弾フリーズ・ブリツド！」「炎の矢フレア・アロー！」「振動弾ダム・ブラス！」「青魔烈弾波ブラム・ブレイザー！」


　室内につき、ど派は手でな呪文は使えないが、術の種類を競いあうかのように、リナとナーガが呪文を一つ唱となえるごとに炎ほのおが上がり爆風が舞い、後ろでミーナがメモを取る。


「……リナさんの呪文に吹っ飛ぶ男たち……と。うんうん！　そぉよっ！　私はこぉぉいう刺激が欲しかったのよ！　これは帰ったら寺院のみんなに朗読したげなくちゃ！」


　戦場のまっただ中にあって、ひとりミーナが騒いでいる。


　よせばいいものを、『刺激がほしい』とか言ってついて来たのだ。


　いちいち言うことが違うが、これは単にわがままなだけである。


「……ねえ、リナ……」


　彼女には聞こえないように、ボソリと小声で言うナーガ。


「あの娘こ一回、どさくさに紛まぎれて呪文で吹っ飛ばしましょう」


「……あたしもう一回やった。日記につけられて毎晩朗読されるのよ……」


　と、その時。


「てってってってめェっ！　一体どーいう了りよう見けんでェっ！」


　一行の前に現われたのは、ナーガを勧誘したあの男。


　血走った眼で、なんとか剣を構えてはいるが、すでに逃げ腰になっている。


「あーら、いたって簡単なことよ」


　高たか飛び車しやな態度で言い放つナーガ。


「実はわたしもリナと同じく、盗とう賊ぞくだの組織だのは嫌いだ、っていうだけよ！」


「だ……だましやがったなぁぁっ！　すると他の魔道士たちは……」


「あんたたちの相手はリナ＝インバースだ、って正直に言ったら、みんなとっとと逃げちゃったわよ」


「てめェこのぉぉォっ！」


　半なかばヤケクソで突っかかる男を、リナの呪文がいともあっさりと吹き飛ばす。


「ボス連中は上よ！」


「ＯＫ！」


　一気に階段を駆け上がる。


　ほとんどの者はすでに戦意喪そう失しつしたり逃げだしたりしているが、それでも時々、思い出したかのように突っかかって来る奴もいる。そういった連中をなぎ倒しつつ、一行は、最上階へとたどり着く。


「いないわ！」


「リナさんあそこ！」


　ミーナの指さすその先の、大きな鏡がみょうに壁から浮いて見える。


　駆け寄ったナーガの放つ蹴けりに、澄んだ音を立て砕くだけ散る。


　砕けた鏡のその裏に、大きな黒い穴ひとつ。


「抜け道!?　また古典的ね！」


　ナーガは『明りライテイング』を穴の奥へとほうり込み、リナはするりと体をすべり込ませる。


「行くわよ！」


「い……いいわよ、二人で行ってきて。なんかコワそうだし私はここで……」


「わがまま言ってないでとっとと行きなさいっ！」


　何がどうわがままなのかはよくわからないが、ともあれナーガは、尻しりごみするミーナをためらうことなく蹴り落とす。


「きぃぃやぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　ミーナはこの時はじめて、二人について来たことを後こう悔かいした。





　ガルスとデュランは、死にもの狂いでひた走る。


　本部の抜け道から通じる地下の洞どう窟くつである。ここの存在を知る者は、デュランと腹心のごくわずかの者だけだった。入り口は暗いが、このあたりには壁にヒカリゴケが密生しており、走る上にも支障はない。


　ここは一いつ旦たん逃げのびて、連合の協力を得てまき返しを計るしかない。


　それが二人の、一致した見解だった。


　──しかしまさか、この通路を使うことになるとはな──


　デュランは内心歯がみする思いだった。


　こんなことなら、ガルスなどに協力しなければ……


　洞窟を抜けたら、こいつ一発ぶん殴なぐってやる……


　──むろんこの時点で彼の頭からは、打算を胸に、嬉き々きとしてガルスに協力したということや、ナーガをスカウトしたのが自分の部下だなどという事実は、冥めい府ふのかなたに葬ほうむり去られている。


　……もっともガルスとて、『……こいつの部下のせいで……洞窟を出たらはり倒しちゃる！』などと思っているわけだから、お互いさまと言えばお互いさまなのかもしれない。


　このまま洞窟から出れば、その場で子供のケンカが展開されることは必ひつ至しだったが、運命は、二人にそれを許さなかった。


『……待ちなさぁぁぁいっ！……』


　はるか後方からかかる声。


『げげっ！』


　二人の声が見事にハモる。


「どーするんだデュラン！　見つかっちまったぞ！　この道！」


「ば……馬ば鹿かなっ！　あの完かん璧ぺきなカムフラージュをっ！……さては誰だれかがしゃべりやがったか」


　むろんデュランは、自分の閉め忘れが原因だなどとは、夢にもカケラにも思わない。


「心配するな！　通路は一本道とはいえ、あちこちにワナもしかけてある！　俺おれといっしょなら大だい丈じよう夫ぶだがな！　それに俺にはまだ切り札がある！」


　言ってデュランは不敵な笑みを浮かべる。


　なおもしばらく、曲がりくねった通路を駆け抜け、やがてデュランは立ち止まる。


　壁面に、巨大なオリがひとつあり、ヒカリゴケすら生えてはいないその闇やみの奥に何かがいた。


　死肉と獣けものの臭においが混じり合い、異臭となって鼻を突く。


　デュランが壁のスイッチを、何やらいろいろ操作すると、ゆっくりとオリは開いていった。


　そしてその中から──


「！」


　恐怖にガルスは硬直する。


　……ふーっ……ふーっ……


　生臭い息を吐きながら、それは光の中にその全ぜん貌ぼうを現わした。


「ゆけ！　ヴーゼバム！　俺を追って来る馬ば鹿かどもを、ひとり残らず引き裂いてこい！」


　喜き悦えつにも似たデュランの叫びに、共鳴するかのように、それは大きくおたけびを上げ、二人がやって来た方へと疾しつ走そうする。


「──どうした？　顔色が悪いぞ、ガルス」


　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすガルスに、デュランはねちりとした笑みを送る。


「……い……今のは一体……ありゃあなんだ……!?」


「ふ……以前ある魔道士に造らせた、戦闘用の合キ成メ獣ラさ……凶きよう暴ぼうな奴やつで、俺の言うことしか聞かん。万が一を思ってここで飼っていたのだが、ようやく役に立つ時が来た、というわけさ」


「……きさま……恐ろしい男だな……」


　顔色を失ったまま、ガルスは気味悪そうにデュランを眺ながめる。


　さほどの時間を待たぬまま、洞窟のはるか奥の方、悲ひ鳴めいと咆ほう哮こうが交こう錯さくする！


　……るぐおぉぉぉ……ごあぅぅぅっ！


『きゃーっ！　ひゃーっ！』


『な……何よこれ！　グロいーっ！』


『えーいっ！　とにかく戦うっきゃないっ』


　どげべしめごげしょぱぐぐしだこでっ！　べみへごぐみげちゃふみっ！　げしげしっ！


　………………


『……待てぇぇぇっ！……』


「ああああっ！　弱いっ！　悲しいくらい弱すぎるっ！」


「ひィええええええっ！　ひょっとしてこれは運動不足!?」


「てめぇデュラン！　まるっきり見掛け倒しじゃねえかっ！」


「文句はあとにしろ！　とにかく逃げるぞっ！」


　かくて二人は、再び疾走を開始した。





　リナたち三人がはい出したのは、海辺の大きな河口の近くだった。


　やたらと弱い合キ成メ獣ラを倒したあのあと、ミーナが全部の罠わなに片っ端からことごとく引っかかったことをのぞけば何の問題もなく（笑）、一行は洞窟の出口にたどり着いたのだ。


「あそこよ！」


　言ってナーガは指をさす。


　川べりに立つ建物の陰に、ちょうど二人が姿を消すところだった。


「追うわよ！」


　ナーガは言って呪じゆ文もんを唱となえだす。


「そ──それって!?」


　リナは一瞬目を丸くするが、あわてて彼女も呪文を唱える。


　ミーナの手をそれぞれ片方ずつ握りしめて──


　二人の声が唱和する！


『翔封界レイ・ウイング！』





「けどナーガ、なんでこの術知ってるの!?」


　ひとつになった風の結界の中で、リナはナーガにたずねる。


　手のつかみかたが悪かったらしく、あおむけのまま引っ張られているミーナが恐怖できゃーぴー騒いでいるが、二人とも全く意には介さない。


「あなた以前、わたしの前でこの術使ったことがあったでしょ！　面おも白しろそうだから覚えたのよ！」


　ナーガの答えに、リナは内心舌を巻く。


『眠りスリーピング』やなんかの簡単な術とはわけが違う。一度見た、おもしろそうだからといって、あっさりマスターできる術ではない。それを彼女は、難なくコントロールしているのだ。


　──ひょっとしたらナーガって、あるいはあたし以上の才能持ってるんじゃないだろーか……


　リナはふと、そんなことを考える。


「いたわよ！　リナ！」


　ナーガの声に目をやると、前方で、例の二人が左右にわかれるところである。


「あたし右！　ナーガ左ね！」


「ＯＫ！」


「きゃーっ！　やめてーっ！」


　上がる悲ひ鳴めいに、二人は同時にもう一人の存在を思い出した。


『ミーナさん!?』


　声までハモらせ、全く同時に手を離す。





　ゑりっ。





「あ。」


「今の音は……果てたかな……？　柱に直撃したみたいだし……」


「だいじょうぶ！　生きてる！」


「すごい！　素人しろうとにしちゃしぶといわね！」


「あたしはミーナさんかついで右に行くから、ナーガは左を！」


「了解！」


　再び二人は宙ちゆうに舞う。ガルスとデュランのあとを追い、路地を飛び抜け裏道を行き、やがて同時に川のほとりにやって来る。


　切り倒された無数の丸太が、縄で縛られてぷこぷこ河口に浮かんでおり、その上を、男二人が跳とびはねていく。


「向こう岸に渡るつもりよ！」


　着地して、失神したままのミーナを地面の上に置き、リナは川辺に駆け寄った。


「そうはさせないわよ！」


　そしてナーガも。


　二人は同時に水面に右手のひらを押し当てて、顔を見合わせて笑みを交わす。


　知ったのだ。


　相手が自分と全く同じ術を使おうとしていることを。


　リナとナーガ、二人の唇くちびるが生み出す呪文が、美しい、とすら言えるほどの、見事なハーモニーを生んだ。


『水竜破シーブラスト！』


　波打つ水が怒ど濤とうと化して、ガルスとデュランに追いすがる。荒波が白い牙きばを剝むき、二人の男を飲み込んだ！


「……やったわね……」


　ナーガは言って立ち上がり、にこりとやさしくリナにほほえみかける。


　リナはなんとなく顔を赤らめ、思わず視線をそらしてしまう。


　ナーガのこんな笑みを見るのは、リナははじめてだったのだ。


「……う……うん……」


「……どうしたの？」


「いや……別に何でも……ん？」


　きまり悪そうにあたりに視線をさまよわせ、ふとあることに気がついた。


「……ミーナさん……いない……」


「ひ……ひょっとして今の術でとばっちり食らって流されたとか……」


「きゃーっ！　探してーっ！」





　やがて夕日が海に沈むころ──


　リナは腕など組みながら、意味なく海を眺ながめている。


　頰ほおをつたう汗ひとすじ。











[image: ]








　後ろでは、ぐったりとしたミーナにナーガが人工呼吸をやっている。


「……よく、考え、たら、さ、リナ」


「……何？」


「この娘こ、洞窟、出た、ところで、待たせ、とけば、よかったね」


「……あたしも今、それを考えてたところ……」


　そしてまたまた、やおら流れるナレーション！


『かくて悪の犯罪結社デュオス・コネクションも、リナとナーガの活躍によりついえ去った。しかしこの世に悪がある限り、第三、第四の悪の組織はいつか必ず現われる。


　がんばれリナ！　ファイトだナーガ！　正義と愛と団結で、この世の悪を、いつか打ち砕くその日まで！』


　やがておやくそくのＢＧＭと、流れるエンディングテロップに、会場内に拍手の嵐が吹き荒れる。


「いやぁ、今度のも面白かったですなぁ」


「特にラストの、依頼人のミーナが以下略」


「だぁぁぁぁぁぁぁっ！　拍手をするんじゃないっ！　今度こそ！　今度こそ！　われら同盟の力をもって、にっくきリナ＝インバースと白蛇サーペントのナーガに死の制裁を加えるのだぁぁぁっ！」


　いかに泣こうがわめこうが、会場に揃そろった一同、心はひとつ。


　──デュランの二の舞はごめんである──


　水晶スクリーンの隣でひたすら騒ぐデュランを無視し、拍手の音は、いつまでたっても鳴り止やまなかった。





　めでたしめでたし。







（悪役ファイト！：おしまい）















　あとがき



作者代理：〝Ｌ〟　







　ちまたではなかなかダイナミックな事件が連打する今日このごろ、みなさんいかがお過すごしでしょうか？


　おひさしぶりです！　そして、お待たせしました！


　スレイヤーズすぺしゃる①、「白セ魔イ術ル都ー市ンの王子」をここにお送りしますっ！


　解説はこのあたし、作者に一服盛って眠らせて、あとがきコーナー乗っ取ったＬ（ひらきなおった）がお送りします。


　それではいちおー短編集なので、おやくそく！　ということで、各作品の解説などを。





白セ魔イ術ル都ー市ンの王子


　これが一応、作者の雑誌デビュー作となったやつです。


りべんじゃあ。


　あーいう話です。


ロバーズ・キラー


　そーいう話です。


ナーガの挑戦


　読めばわかります。


エルシアの城


　こーいう話です。


悪役ファイト！


　書き下ろしです。悪役が出て来て、五分間意味もなく殴なぐりあう話ではありません。


　なんと珍めずらしく、三人称なんですねー。





　……とまあ、これでだいたい各作品の話のあらましはわかったと思いますけど。


　なんですって!?　これだけ心をこめて説明してもまだわからないですって!?


　ひどいっ！　あなたっていつもそう！　あたしの言ってることなんて、ちっとも聞いていないのよ！


　……などというわけのわからんノリは置いといて。


　とりあえず、どれか一編読んでみて下さい。本屋さんにめーわくかからないんだったら立ち読みでも結構。作者が許さなくてもあたしが許す。


　さてとそれで。


　本編の人気の九割を担になうと言われる、『Ｌの読者に挑戦』コーナーですが、短編集ではお休みさせていただきます。なお、本編三巻で公示した『似てるかどうかわからない似顔絵大会』は引き続き開催しています。応募月によって、かなり倍率も変動すると思うので、運がよければ作者手製のしょーもない景品がもらえます。


　ちなみに三月（二月は発売後、日がなかったため、三月分とあわせました）のいっとーしょーは和歌山の民木唯さんのザナッファー、四月は静岡のかぐらかずみさんの郷く里にの姉ねえちゃん、五月は奈良の中田昌司くんの素顔のゾルフでした。（ちなみにこれを書いてるのは六月）


　今後は、発表は景品の発送をもってかえさせてもらっています。出して二ケ月以上、何も来なければ、ハズれたものと思ってください。


　穴狙いで実は多数ネタだったのが『作者』と『実はぶさいくなＬ』（ぴくぴく）


　……意表を突く攻撃は、一通だけだったらよかったんだけどねー。


　デイミアの造ったキメラやリナが魚つりに使った変な虫までが数点送って来られる今日このごろだというのに、ちゃんと名前が出てきているにもかかわらず、全然送られて来ない死ぬほどかわいそーなキャラクターが、実はまだ何人かいます！　ああっ！　変な虫以下の彼らにも愛の手をっ！（笑）


　あと、三巻では「ドラマガもしくは文庫で一度もイラスト化されなかった、もしくははっきり描かれていなかったキャラ」ということでしたが、はじめのころのドラマガを読んでない、とゆーひとも増えてきたので、規定を「文庫ではっきり（あるいは全まつたく）イラスト化されなかったキャラ」とゆーことに変更させていただきます。


　そうそう、部下Ｓを描いて来て、『よく考えたらこの人は男？　女？』などという質問をいただきましたが、考えてみるとそーいえば記してませんね。それに関しては当人からのコメントを。


『……私……ですか。私はいちおー男ですけど。もう一人は男だったし、あとの五人は知りません。まだ死んだふりしたままですから』


　ということです。


　ほとんど正体バラしたよーなもんですね。


　ただ、彼の本性バージョンはすでにイラスト化されているものと外見が全く同じなので、描くなら人間バージョンですね。ちなみに彼は人間バージョン（見た目には二十歳前後）のままで氷づけになってます。


　さてここで問題です。彼の依より代しろとなっている人物は一体誰でしょう？


　……消去法で考えれば簡かん単たんですね。


　簡単なんで、当てても賞品は出ません。


　送られて来たうち優秀作を何点か、あとがきにでも載っける、という案もあちこちから出ていたのですが、カラーの力作が多いため（……と言うより、白黒のは受け狙ねらいのがほとんど）今のところその予定はありません。あしからず。


　今後の賞品としては、『だからどーしたＬ様風ふう鈴りん』とか、『もらってどーする姉ねえちゃんお面』などとゆー困ったシロモノを考えているようです。作者は。


『Ｌ印の四大精霊至宝』をひと月ひとつずつ、などという案もあったようですが、地水火風のうち『風』は風鈴かうちわ、『水』は湯飲みかマグカップとしても、『地』はせーぜー植木鉢、『火』に至ってはマッチくらいしかないだろう、ということで、結局断念したようです。


　……根性入れて描いた絵が一等になって、送られて来た賞品がマッチ、とゆーのはいくらなんでも悲しいですからねー。


　……まあ、風鈴やお面が嬉うれしいかどうかは議論の余地があるけど……


　何はともあれそーいうことで。


　今度はまた長編でお会いしましょう。


　それではみなさんお元気でっ！























　　初　出





白セ魔イ術ル都ー市ンの王子　　月刊ドラゴンマガジン１９８９年　10月号


りべんじゃあ　　　　　　　〃　　　　　　１９９０年　２月号


ロバーズ・キラー　　　　　〃　　　　　　１９９０年　５月号


ナーガの挑戦　　　　　　　〃　　　　　　１９９０年　８月号


エルシアの城　　　　　　　〃　　　　　　１９９０年　10月号


悪役ファイト！　　　書き下ろし











スレイヤーズすぺしゃる①


白セ魔イ術ル都ー市ンの王子





神かん坂ざか　一はじめ
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